



























































気ままで可愛い病弱彼女の構いかた
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『恋こいとは落ちるものではない。駆かけ上がるものだ』

　というのは、何で読んだ言葉だったか。




　　　　＊




　校門をくぐると、風が桜の花を揺ゆらし、視界を薄うす桃もも色いろに染めた。

　例年になく遅おそくまで咲さいていた桜も、もう数日で葉桜に変わるだろう。

　今日は、ここ、私立朝あさ霧ぎり橋ばし学園の入学式だ。

　とはいっても、感かん慨がい深ぶかい思いは、あまりない。中学から高校へと、通う学校が変わり、遠くなる代わりに自転車での登校が認められるようになる──そんな程度の認識でしかない。

　今日も、早く帰れるのが嬉うれしいだけの、普ふ通つうの登校日だと思っていた。

　──彼女の、姿を見かけるまでは。




　校舎の入り口に向かうため角を曲がる。と、また、一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけ、薄桃色の嵐あらしを起こした。

　思わず目をつむり──

　開けると、桜色のカーテンの向こうに、彼女がいた。

　車くるま椅い子すにちょこんと座り、手て持もち無ぶ沙さ汰たそうに桜の木を見上げている。誰だれかを待っているのか。

　さして日差しの強い日ではなかったが、日ひ傘がさを差していた。白い、飾かざり気けの少ないデザインだ。

　日傘が遮さえぎる柔やわらかな春日の下、黒くろ髪かみが艶つややかな光を放っている。長い。易やす々やすと車椅子の座面にまで到とう達たつしているそれは、立っていれば腰こしまで届く長さだろう。

　滑なめらかな曲線を描えがく頰ほおに、一ひと房ふさ髪がかかっている。僅わずかに顔を伏ふせ、白い手でかき上げたそれを耳にかける。形のよい耳じ朶だが露あらわになった。

　物思うように伏せられた瞳ひとみを飾る長いまつ毛が、影かげを落とす。その影が、肌はだの白さを一層際立てた──いや。

　そんな対比を必要としないくらいに、肌が白い。

　生まれてこの方、日の光を浴びたことがないのではないだろうかと思うその白さは、一種の透とう明めい感かんさえ生み出していた。肌の下の血管が、薄うすく透すけて見えそうだ。

　この学校の制服を着ている。入学式の日にいるのだから、新入生だと思うが見覚えはなかった。違ちがう中学だったのか。と思っていたら、彼女の着けるタイの色に気がついた。あれを着けているのは、確か二年生のはずだ。

　と。

　そんな彼女へ、一人の女性が近づいていく。顔を上げた彼女の表情から察するに、待ち人はその女性であったらしい。

　二十代の後半だろうか。すらりとした長身に、セミショートの髪。年ねん齢れい相応のフォーマルな装いをしているが、あまり着慣れていないのか窮きゆう屈くつそうな印象だ。

　少女に向かって声をかけ、手をひらひらと、見せるように揺らしている。怪け我がをした、と言っているようだ。お前の目で、見てくれよ、と。

「？」

　不思議なことを言う。見てくれも何も、既すでに見せつけるように日傘の下に突つき出だしているのに。はあ……、と少女のついたため息が、ここまで聞こえてくるようだった。お姉ちゃん、人をＣＴスキャンみたいに使わないでよ。お姉ちゃんこそ、本職なんだから自分で診みなよ。

　いいじゃないかよ、と女性──姉らしいが──が言い返す。減るもんじゃないし。

　お定まりの返しに、少女はまたも息をついたが、女性の要望には応こたえることにしたようだ。ん、と、手を差し出すように促うながす。まあ、既に突き出しているので、せめてもの意い趣しゆ返がえしのようなものなのだろう。

　素直に従う女性。

　次の瞬しゆん間かん──

　──特に何も起きなかった。

　が、少女は、大だい丈じよう夫ぶだよ、と断言するように言う。こんなくらいなら、しばらく動かさないようにしていたら、すぐに治るよ。

　何が起きているのか分からないが、女性は、ありがとよ、と歯を見せて笑った。ミヤの見立てなら、間ま違ちがいないしな。

　少女──ミヤ、という愛あい称しようらしい──が、どういたしまして、というように下を向いて息を吐はく。

　そんな少女を見下ろしていた女性が──気配に気づいたのか、ふとこちらを振ふり返かえった。視線が交こう錯さくする。数秒こちらに視線をぶつけていた女性は、何故なぜか驚おどろいたように眉まゆを上げた。

　その様子を訝いぶかしんでいると、女性──姉の態度に気づいたらしき少女も、目を向けてくる。

　視線が交わる。

　少女の表情に、記き憶おくを探るような色が浮うかんだ。

　じっと見てしまっていたので、知り合いかと思ったのだろう。

　が、思い当たった気配はなかった。当たり前だ。初対面なのだから。

　だけど、そのまま視線をそらすのも失礼だと考えたのか。少女の顔に、微笑ほほえみが刻まれた。

　困ったような。

　戸と惑まどうような。

　くすりとした微笑み。

　その笑みを見たとき。

　見てしまったとき──。




　　　　＊




　何かが駆け上がる音が、確かに聞こえた。
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　私立朝あさ霧ぎり橋ばし学園にはとある噂うわさが流れていた。

　すなわち。

　保健室に、吸きゆう血けつ鬼きが棲すんでいると。




　　　　＊




「そして、目の前にいるのがその吸血鬼である」

「え、甘あま口くち君、いきなり一人で何言ってるの？」

　ぱちくりと、大きな目が瞬またたかれた。

　いや何も、と甘口廿日はつかこと僕は返す。

　そう……と眉をひそめつつも、相手は広げていた本に視線を戻もどす──いや、それを『本』と呼んでいいものか。

　真っ赤なあれである。どこの家庭にもあるらしきあれである。身体からだの調子が悪いときとかに見て、重じゆう篤とくな病気なのではと怯おびえる──らしい──あれである。枕まくらにするには分厚すぎ、鈍どん器きにするには充じゆう分ぶんすぎる。枕に短し、鈍器に充分。

　まあ、要するに、『家庭の医学』である。

　僕の眼前にいるこいつは、それを、さも面白い読み物かのように、普ふ通つうに読書として楽しみながら眺ながめていた。分からなくもない、という意見もさもありなんが、僕には分からない。風邪かぜすら引いたことのない僕には、医学の知識なんか欠片かけら一つも必要ない。

「……いや、ご家族が病気になることとかあるでしょ。そういうときのために、対処法とかは知っておきなよ」

「独白に突っ込みを入れるなよ」

「甘口君の表情が、分かりやすすぎなんだよ。──ついでに言うとね、『家庭の医学』は枕にすると案外いい感じに寝ねられるよ」

「マジか」

　僕の表情はそんな細かい描びよう写しやまで表現できるのか。すげえな、僕の表情筋。

　啞あ然ぜんとしてる僕をよそに、そいつは、ぱたん、と音を立てて（というか、ページ数から言って、「バタン！」という感じだったが）、保健室の床ゆかの上のベッドの上の腿ももの上の布団の上に置いていたそれを、脇わきのテーブルに置くために持ち上げようとして──持ち上げようとして。持ち上げようとして。

「……持ち上がらない」

　調子がいいときは持てるんだけどなー、と言いながら、ページ数に比例して数キロはあるだろうその書物に手を添そえたまま、上うわ目め遣づかいに僕を見る。

「……ごめん、そっちに置いてもらって、いい？」

　黒目と白目のハイコントラストが僕を見つめてくるので、ことさらに、僕は顔をそむけた。「断る」

「えー」と、小さな口を尖とがらせて、不服そうな声を出す。「何でさー、いいじゃん別に、それくらい」

「『何で』はこっちの台詞せりふだよ。何で僕がそこまで構わないといけないんだ」

「いやだって」と、そいつは言う。「甘口君、『病やみ夜や宮みや係』じゃん」

　と、そいつ──病夜宮美み闇やみは、あっけからんと、そう言った。




　　　　＊




　病夜宮美闇。

　美しく病んだ夜の闇の宮。と書き下してみれば、とても中学二年生。

　が、人名である。

　僕の前にいる、僕のクラスメイトの名前が、それであった。

　まあ、何というか──とても愉ゆ快かいな名前の奴やつである。




「いやいやちょっと待って、甘口君。その、私の名前に対して何か言いたげな感じは何」

「だから、お前のその独白を読み取る謎なぞスキルは何だ。それはお前の領分じゃないだろう」

「今のは謎スキルとかじゃなくて、普通にコミュニケーション能力だよ」

　普通に表情を読んだだけ。と、病夜宮美闇はつけ加える。

「ていうか、いい加減『家庭の医学』をどけてくれないと、私の太ふと腿ももが鬱うつ血けつで悲鳴を上げるよ？」

「いや別に構わないけど」

「私も、悲鳴を上げるよ？」

「…………」

　それはちょっと困るな。

　学校の保健室で同級生に悲鳴を上げられている男子の図、というのはなかなかにセンセーショナルな話題を校内に振ふり撒まきそうだ。

　しかも、相手は噂に名高い吸血鬼。より一層扇せん情じよう的な記事が書けそうだ。

　吸血鬼。

　こいつがそう噂されているのは、そう──

「いや、だからね？　そうやって独白に入ろうとしないで。『家庭の医学』をまずどけて？」

「…………」

　謎スキルに突つっ込みを入れたかったが、まあ確かにこいつの言うとおりだ。いい加減、病夜宮の願いを聞いてやることにしようか。

　そう思ってベッド脇に置いていた椅い子すから腰こしを上げ、僕は病夜宮の方へと身をかがめる。顔が、近づいた。

「え、あ、ちょ」

「……何で顔を赤くする」

　え、いや、まあ。と病的に白い肌はだを何故なぜか赤らめつつ、病夜宮は顔をそらした。その拍ひよう子しに、緩ゆるめているブラウスの襟えりからこれまた日に当たった様子のない鎖さ骨こつが覗のぞく。そして、さらにその奥の──。

　いやまあ。

　視線を引きはがして、僕は『家庭の医学』を片手で持ち上げる。つもりだったが、思いの外分厚いわ重いわで取り落としても格好悪いので、両手でしっかりとホールドした。

「そして、さりげなく布団の下の私の脚あしの感かん触しよくを感じ取ってみる甘口君なのだった」

「ナレーション風に言うな。こんな厚い布団を通して、お前の細い脚のことなんか分かるかよ」

　そう僕は言い──言ってから、しまった、と思う。

『細い脚』。

　女の子に対して使えば、たいていは褒ほめ言こと葉ばになるだろうそれだったが──一部の、皮肉として捉とらえられてしまうだろう肉体的に豊かな女子は除いて──、こいつ、病夜宮に関しては、それは褒め言葉にならない。

　おそるおそる病夜宮の顔をうかがう。が。

「？」

　予想に反して、病夜宮は単にきょとんとしているだけだった。えっと……、と戸と惑まどうように言う。

「えっと、何その反応。え、まさか、私今本当に甘口君に触さわられてた？」

「いやいや、そんなことしねえよ！」

「だよねぇ」

　と、病夜宮が無防備な笑みを見せる。

「甘口君、そんな人じゃないもんね」

　その本心からのものらしい信しん頼らいが、逆に僕の心の奥底をつつき、僕はまた黙だまり込んでしまった。

　僕のリアクションに、再び病夜宮も不思議そうに首をかしげ、保健室は沈ちん黙もくに包まれる。




　沈黙の時間を利用して、回想シーンを入れておこう。

　入学式から数日後の話だ。




　　　　＊




　入学直後のどこか張りつめた空気はとうに無くなり、教室内にはどこの学校にもありそうなごくごく普通の日常が広がっていた。早々とクラスに馴な染じむ生徒に、どの集団にも属せず焦あせった顔で周囲を見回す生徒。

　僕はそんな教室内で、まあそれなりに上手うまく過ごしていた。

　貧すれば鈍どんするという言葉があるが、人間、余よ裕ゆうができれば自然に周りを見み渡わたすものだ。

　目下の僕の関心事は、教室の反対側にあった。

　五十音順に並んだ座席。廊ろう下か側一番前に座る僕の、ちょうど反対、点てん対たい称しよう。

　窓側一番後ろの座席のことだ。

　一年一組、出席番号最後方。「や」で始まる名字の彼女のことだ。

　とはいうものの、彼女の存在が、気になっているわけでは、僕はない。

　僕が気にしているのは、彼女の非存在である。非彼女の存在と言い換かえてもいいかもしれない──いやよくないな。意味が全く分からん。

　まあつまり。

　僕が気にしているのは、入学してからこちら、クラスメイトの一人を全く見たことがないことだった。

　私立朝霧橋学園、一年一組三十番。

　病夜宮美闇。

　彼女は、一度もこの教室に登校してきていないのだった。




　事件が起きたのは、ホームルームの時間だった。

　その日のディスカッションのテーマは、クラスの係決めだった。まあ、そう大したものがあるわけでもない。学級委員長とか美化委員とか図書委員とか、なったらそれなりには仕事はあるだろうが、そのために忙ぼう殺さつされてしまうような大層な役職が目白押しているわけではない。ま、僕はなりたくないけれど。

　と僕は思うものの、物好きはどこにでもいるもので、立候補なり友達同士じゃれあって他た薦せんするなり、割とすんなりと全ての委員が決まっていった。

　黒板に書かれた役職名の下に、次々と名前が書かれていき、最後から二つ目の生き物係も決まり、ラスト一つ。




『病夜宮係』




　と、そこには書かれている。

「？？？」

　頭の中に、疑ぎ問もん符ふしか浮うかばない。

　意味が全く分からない。何だ、病夜宮係って。

　生き物係の次に書かれているんだし、何か飼育する係か？

　いや、もちろんそれは、かの一度も姿を見かけたことのないクラスメイトのことを示しているのだろうとは思うけど。

　が、何だ、その係って。何をするんだ？

　僕だけが分かっていないのかと思って周りを見ると、級友たちもみんな似たような表情だった。

　説明を求めるようなざわつきがあり、担任の先生が教きよう壇だんに立つ。

「えーと、これは……」言いかけ、口をつぐむ。見れば、先生も困ったような顔をしていた。「いや、無茶振ぶりが過ぎるでしょう、久く凪なぎ崎さき先生……」呟つぶやきののちに目を上げて、彼女は教室内を見回した。「えーと、誰だれか、立候補はいませんか？」

　それこそ無茶振りである。聞いたこともなければ、何をするのかも分からない係に、誰がなろうというのか。あのお人ひと好よしでもいれば話は別だろうが、あいつは隣となりのクラスだ。

　先生もそれは分かっていたのだろう、クラスルームを見渡すその仕草は、どこか形式的なものだった。「立候補は、いませんね？」

　その質問も形式的であったし、その響ひびきにはむしろ立候補してほしくない、という雰ふん囲い気きまであった。

「では、先生の方で係を決めたいと思います」

　わざとらしく、窓側一番前から反時計回りに一周した視線は、終点である僕の席で停止した。「それでは、出席番号一番、甘口君お願いします」

　疑問の声を上げようとする僕にかぶせるように、「放課後、保健室に行ってください」そう続けられ、塗ぬり重ねられた疑問に、僕は上げる声を失った。保健室に？　何で？

　と、タイミングよく──悪くと言うべきか──チャイムが鳴った。そそくさと担任の先生が出て行き、僕は質問を投げ損なってしまった。投げ損なったその言葉に対し、見事なフィールディングを見せたのは、隣の席の女子だった。「あれ？」と、首をかしげる。

　会長、と皆みなに呼ばれている女子である。僕の隣に座っているのも、彼女が「会長」という名字だからだ。噓うそである。

　中学生のときに生徒会長をしていたのだ。三年の夏にその責務を辞してから、元会長と呼ばれるべきところを会長と変わらず呼ばれ職務詐さ称しようの疑ぎ惑わくを持たれる可能性を常に孕はらんでいた元会長であるところの会長は、先ほどのホームルームで学級委員長へとクラスチェンジを果たしていた。委員長と現重責を認知した呼び方で呼んであげるべきか、元会長と過去の栄光を称たたえた名めい称しようで呼んであげるべきか、悩なやむところである。

「甘口君、知らないの？」

　僕の顔を見てだろう、僕の疑問を正確に理解しているらしき彼女に、僕は、何が？　と、訊きき返した。

　病夜宮さん、と彼女は答える。

「病夜宮さん、高校に入学してから、というか中学のときかららしいけど──保健室登校だよ」




　放課後。

　僕は押しつけられた職責に従い、素直に保健室の前まで来ていた。正直帰りたかったのだが、進学早々、先生に目をつけられたら今後の生活に支障を来しそうだ。

　見上げる。『保健室』と書かれたプレートがある。ごくごく普ふ通つうの、どこにでもありそうな保健室の風情である。謎なぞの係を押しつけられた理由が分からない。

　が、このままこうしていても、埒らちが明かないだろう。意を決し、僕が戸に手をかけると──

　僕が力を込める前に、開いた。

「おっ、と」

　戸をスライドさせた人物が、目の前にいた僕にぶつかりかけ、眉まゆを上げる。

　白衣を着ている。長身故に一いつ瞬しゆん男性かと思ったが、すらりとした肢し体たいの上にあるのは紛まぎれもない女性の顔だ。

「ん、何だ？　怪け我がでもしたのか？」

　養護教きよう諭ゆらしく──入学式のオリエンテーションで、『久凪崎先生』という名前とともにそう紹しよう介かいされていた──訊いてくる女性に、「いえ」と僕は首を横に振ふる。

「呼ばれて」一瞬そこで口ごもった。呼ばれた、と言っていいものか、悩んだからだ。が、僕はそのまま言い切った。「呼ばれてきました。その、『病夜宮係』とかいうので」

　耳慣れぬ係名に、訝いぶかしげな顔をされるかと思ったが、あにはからんや、女性はまた眉を上げるだけだった。「ああ、よく見たらお前か……」

　その言葉に、逆に僕が怪け訝げんな表情を浮かべる番だった。お前か？　何で養護教諭が僕のことを知ってる風なんだ？

　と思ったものの、『病夜宮係』というのが、保健室に行く必要があるものなら、当然養護教諭に話が通っているだろうと納得する。

「悪い、私はちょっと用があるから。ミヤなら、一番奥のベッドにいるから」

　そう言って、女性は僕の横をすり抜ぬけ、廊下を奥へと歩いて行った。

　ミヤ？　とまた僕の頭にハテナが浮かぶ。響きからして、人の名前……いや猫ねこの名前かもしれない。なら、『病夜宮係』というのが、飼育係のようなもの、という考えは間ま違ちがっていなかったのかも。

　まあ、一人で首をかしげていても解決しない。女性が開けていった戸から、僕は保健室の中を覗のぞき込む。ごくありふれた保健室だ。高校のそれは初めて見るが、中学と特に変わりない。薬品棚だなに、事務作業用の机、壁かべ際ぎわに並んだベッド。ベッドはそれぞれカーテンで仕切れるようになっている。ほとんど開けられていたが、女性が言った『一番奥のベッド』はカーテンの手前部分が引かれ、直接見ることはできなかった。が、窓から差し込む光越ごしに、誰かがいることが分かる。『ミヤ』とやらだろうか。

　失礼します、と部屋の主は今出て行ったところだが、一応僕は声をかけ、保健室へと足を踏ふみ入れた。まっすぐに、一番奥のベッドに向かう。一つ目、二つ目……奥のベッドの手前で足を止め、顔だけ出してカーテンの向こうをうかがう。

　目が合った。

「こんにちは」

　そう言って、女子生徒がくすりと笑みを浮かべる。




　真っ先に目を奪うばわれたのが、異様なまでの肌はだの白さである。ベッドの上で上半身を起こし、下半身は布団をかけている。制服の上着は脱ぬぎ、ブラウス姿だ。その布団の白さにもブラウスの白さにも負まけず劣おとらず──いやはっきり言って、明らかに勝っている。少女の肌の白さの方が圧あつ倒とう的てきに白かった。洗せん剤ざいのＣＭの洗せん濯たく物ものよりなお白かった。チューブから絞しぼり出だしたままの絵の具よりも白かった。──いっそ薄うす気き味み悪わるいほどに。

　少女の『白さ』に目を奪われている僕に、声が、かかる。

「初めまして」

　少女の声だ。肌の白さとは対照的に、赤々と血の色の唇くちびるが、形を変える。

「──の方がいいよね」

　小さく呟くような言葉に首をかしげる僕を見上げて、少女がまたくすりと笑う。

「初めまして──病夜宮、美闇です」




　少女の顔を改めて正面から捉とらえて、ようやく『初めましての方がいいよね』の言葉の意味が分かった。

　入学式の日。あのとき見かけた、車くるま椅い子すの少女だ。
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　そして、その後のやり取りを経て、僕は正式に彼女を『助ける』役目を負う、『病夜宮係』になったのだった──。

　回想は終わったものの、沈ちん黙もくはまだ続いていた。何となく言葉が切り出しづらく、病夜宮もそんな僕を見て不思議そうに目を瞬またたいている。

　若干気まずげな──僕だけだったかもしれないが──沈黙をどうしようかとぐるぐる考えを渦うず巻まかせていると。

　救いの神が現れた。

「……何見つめ合ってんだ、お前ら」

　いつの間にか開いていた保健室の戸に寄りかかり、長身の女性がこちらに半眼を向けていた。白衣をラフに着こなし、肩かた口ぐちで揃そろえられた髪かみ。身長や髪の長さなどに差はあれど、顔の細かい造作は病夜宮に実に似通っていた。

　それもそのはず。病夜宮美闇の実の姉だ。

　久凪崎美み陽ひろ。私立朝霧橋学園の養護教諭である。

　久凪崎先生は、揃ってそちらに顔を向けた妹と男子（僕のことだ）に交こう互ごに視線を送り、「あのな」と嘆たん息そくするような声を出す。

「いちゃつきたいなら、よそでやれ。保健室のベッドで不純異性交遊されるとな、この部屋の監かん督とく者である私が怒おこられるんだよ」

　髪をがしがしとかき回しながら、保健室へと入ってくる。その仕草に僕はようやく呪じゆ縛ばくが解けたように動き出せた。いまだ持っていたままだった『家庭の医学』をテーブルに置く。

「っていうか、何だそれ？　『家庭の医学』プレイ？　随ずい分ぶんマニアックなことしようとしてたな」

「いや何だその発想」

「ちょっと聞かせてくれよ。今度旦だん那なとするのに参考にするから」

　いやいや、生徒にそんな話するとかどんな教諭だ。

　ちなみに、姓せいが違ちがうことで分かるかもしれないが、妻帯者、じゃないな夫帯者である。一児の母でもあるらしい。

「お姉ちゃん」

　と、病夜宮がため息交じりに釘くぎを刺さす。さっきの姉の仕草に、さすが姉妹、よく似ていた。

「事あるごとに、私と甘口君、くっつけようとするのやめてよ。甘口君に失礼でしょ」

　ね？　と見上げた視線で首をかしげられ、僕は……「ああ」と頷うなずいた。久凪崎先生が、そんな僕を見て──何故なぜか──くくく、と喉のどの奥で笑う。




「で、だ」

　と、笑いを収めた久凪崎先生は改めて僕を見た。

「今日は何の用事で来たんだ、『病夜宮係』」

「ああ、そうそう」

　と、僕は鞄かばんから紙を取り出しながら病夜宮の方を向く。

「お前が、喜ぶ情報を持ってきたぞ」

「『餌えさ』のこと？」

「…………」

「あれ、違った？」

「……いや、合ってるんだけど……」

　お前、本当にその呼び方でいいのか？




　事情により保健室登校である病夜宮は、慢まん性せい的な出席日数不足の状態である。その不足を補うため、学園とある約束をしているそうだ。

『学園で発生した病気や怪我、悩みに関する問題を解決すること』

　スクールカウンセラーもしている姉──久凪崎先生の手伝いの一いつ環かんなのだが、それにより、出席日数の不足分を充じゆう当とうしてもらえるらしい。まあそうは言っても、それだけが目的ではなく、人の役に立てるのが楽しいと前に言っていた。学校中の悩みを治すのが最終目標だそうだ。

　で、当たり前の話だが、解決するためにはそもそも、そういった問題が発生したことを知らないといけない。

　そして、その情報──『餌』を持ってくるのが、この僕、『病夜宮係』の仕事の一つなのである。面めん倒どうだが、まあ僕にもメリットのある話であり……まあ、それについてはまた今度にしよう。

　入学直後に『病夜宮係』に任命され、そのことを説明されたときに、「つまり、ペットに餌を持ってくる飼育係のようなものか？」と言ったら、病夜宮がいたくその表現を──何故か──気に入ったみたいで、以来好んでその表現を使っているみたいなのだが……本当にいいのか？　お前、それ、自分がペット扱あつかいされてるんだぞ？　……まあ、本人が気に入っているのなら別にいいんだけど……。

　また、『餌』の仕入れ先には二つある。

　一つは、校舎に置かれた投書箱。そこで、生徒からの『悩なやみ』を受けつけているのだ。改めて先生等に相談するほどではないが、誰だれかにちょっと聞いてもらいたい、という『悩み』を投書してもらうことになっている。

　で、もう一つ。そちらが僕が『病夜宮係』に選ばれた理由である。

　それは──

「本当に」

　と、久凪崎先生が何気ない口調で言う。

「お前の『体質』って、すげえ役に立つよな」

　当人は褒ほめ言こと葉ばとして言ったのだろうが──そうと分かっていても、僕は表情が硬かたくなるのを隠かくし切れなかった。




　僕──甘口廿日の『体質』。

『シンギュラリティ』という名前のそれは、いわゆる非日常や事件を引き寄せるものだ。能力、というほどのものではない。アンコントローラブルであるし、そもそも「ちょっと人より事件に巻き込まれやすいかな？」という程度のものでしかない。

　気のせいだと言われれば反論できないもの──であるはずなのだが、久凪崎先生には、何故か僕にそれが間違いなくあると断言できるらしい。久凪崎先生曰いわく、「私は、そういった『体質』とかを見み抜ぬく『特技』を持っているんだ」とのこと。

　そしてまた、姉同様に病夜宮美闇も一風変わった『特技』を持っていて──。




　──まあ今は関係ない話か。と僕は内心首を振ふる。

　口さがない人間に「一種の病気」と言われたこともある僕の『体質』を、さも便利なもののように口にされ、正直とても不ふ愉ゆ快かいだったが、この白衣の人物にそんなこと伝えても流されるだけに決まってる。

「そういうわけで」

　と、何とか気を取り直して僕は病夜宮を見る。鞄から取り出した紙を手て渡わたしつつ。

「お前に、解決してほしい悩みが投書されてたんだよ、保健室の吸きゆう血けつ鬼きさん」

「えっと、ここで話を聞くだけでよさそう？」

「いや、悪いがちょっと来てくれ──るとありがたいんだけど、大だい丈じよう夫ぶか？　無理そうならまた別の日にするけど」

「大丈夫だよ」

　ちょっと待ってね、準備するから、と病夜宮。

　緩ゆるめていたタイを──ベッドの上にいるときはいつもそうしている──締しめ直し、脱いでいた制服の上着に袖そでを通す。

　それから両手をベッドについて、よっ、と身をよじると、掛かけ布ぶ団とんの端はしから両りよう脚あしが飛び出してきた。かぶっていた布団以上の白さが、目に眩まぶしい。ハイソックスを穿はいた爪つま先さきで慎しん重ちように床ゆかを探り、サンダルタイプの──病夜宮専用の──上うわ履ばきを履はく。「……よし」と布団の中を確認したのは、スカートがめくれていないか確かめたのだろう。

　そして、ベッドの脇わきに手を伸のばした。

　正確には、そこに置かれている杖つえに。

　ロフストランドクラッチという名めい称しようの、腕うでに装着して使うタイプの歩行補助具だ。

　手慣れた様子でそれを腕に固定すると、「お待たせしました」と、病夜宮が顔を上げる。

　布団を脇にどけて立ち上がろうとするのに手を貸してやりながら、別に待たされてはないよ、と僕は返した。
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『フィジカルガラスシンドローム』

　というのが、病夜宮の病名である。かなり珍めずらしい病気らしく、ネットで調べてもほとんど情報は載のっていなかった。

　ので、僕のこの病気に対する知識は、ほぼ当人──病夜宮──から聞いたものである。

（好こう奇き心しんからとかではなく、つき合っていくに当たり、何に気をつけたらいいかとかをちゃんと知っておく必要があると思ったのだ）。

　一言で言えば、免めん疫えき力が低下する病気らしい。それに伴ともない、様々な症しよう状じようが併へい発はつすると。その現れ方については個人差が大きいそうだが、病夜宮自身については「ざっくり三つ」と言っていた。

　脚あしの筋力低下、メラニン色素の合成阻そ害がい、突とつ発ぱつ的な起立性低血圧。

　言いい換かえると。歩くのに杖が必要で、紫し外がい線せんを避さける必要があり、急な貧血（医学的には間ま違ちがった用語らしいが）で倒たおれるかもしれない。というものである。

　特に、最後の症状が厄やつ介かいである。そうだ。

　そのお蔭かげで、出歩くときに常に誰か付つき添そっていないといけないのである。今までそれは、久凪崎先生の役目だったのだが、僕が『病夜宮係』になってからは、僕もその役割を担っている。面倒なのだが、まあ僕もそれなりに『病夜宮係』であることでメリットを享きよう受じゆしている身なので、文句は言うまい。

　また、二番目の『紫外線の忌き避ひ』──外では常に日ひ傘がさを差しているのが、病夜宮が『吸血鬼』と呼ばれている由ゆ縁えんだ。

　人の病気をあげつらった悪口……だと思っていたのが、実際にそれを口にしたクラスメイトを問とい詰つめると、どうやら褒め言葉であるらしい。基本的に保健室にいて生徒の前に姿を現さないミステリアスさと、その整った外見をかけ合わせて命名されたあだ名だそうだ。当人もその由来を耳にしたことがあるのか、割と気に入っている節はある。

　……まあ確かに。病夜宮は可愛かわいいと思うよ。

　本人に直接言う気はないけれど。
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　甘口はシンシだねーとにやける久凪崎先生を残し（紳しん士しと言いたかったのか真しん摯しと言いたかったのかは知らないが）、僕たちは保健室を出る。

　いい天気だねー。そうだな。と会話をしながら──病夜宮の歩調に合わせるのでどうしても時間がかかるのだ。無言だと気まずすぎる──僕たちは目的地へ向かった。

　私立朝霧橋学園の図書室。

　戸を開けて、病夜宮を先に通し、続いて中に入る。日差しはまだ高く、室内を明るく照らしていた。

　普ふ段だんから利用者の少ない施し設せつであるが、今日は誰の姿も見受けられない。

　が、目的の人物は見つかった。

　誰の姿もないのに、目的の人物は見つかった？

「ふふふ、これは一体どういうことなのか、全くのミステリーである……」

「……何言ってるの、甘口君」

　前を歩く病夜宮が、半眼で僕を振り返かえった。が、返答は待たずに、振り向むき直して、目的の人物へと歩いていく。誰が悩んでいるのかも言ってなかったのだが、その人しかいないので分かったのだろう。

「こんにちは、白水先せん輩ぱい」

　その声に顔を上げたのは、図書室のカウンターの内側に座っていた女子だ。

　女子の中でも小こ柄がらな体格。ふわふわとウェーブした髪かみは、今日は頭の後ろで緩い三つ編みになっていた。どこか遠くを見るような瞳ひとみで、まっすぐに病夜宮を見上げている。三年生であることを示すタイの色。

　白水泊とまり。

　図書委員である。

　まあ、つまり、利用者の姿はなかったが、図書委員ならいた、という叙じよ述じゆつトリックだ。

「……こんにちは……病夜宮さん……」

　と、白水泊──泊さんが挨あい拶さつをする。こちらを向いて、僕にも。

「こんにちは……はっくんも」

「こんにちは、泊さん」

　と僕も返した。

　泊さんとは幼おさな馴な染じみなのだ。

　泊さんの妹と僕は同学年で、その縁えんで泊さんとも仲良くしている。というかむしろ、泊さんと仲良くしているその縁で妹とも知り合っていると言ってもいいかもしれなかった。というか、むしろ言いたかった。言い切りたかった。泊さんは今日も可愛いなぁ……というのは言い切っておこうか。

　──で、病夜宮も図書室に時々本を借りに来るようで、泊さんと知り合いらしい。

　挨拶もそこそこに、僕は泊さんに質問を投げかける。

「で、泊さん。泊さん、何か悩なやんでることがあるって言ってなかった？」

「……リーマン予想の……こと？」

「いやいや、そんなミレニアム懸けん賞しよう問題に挙げられている数学上の高度な未解決問題の話じゃなくて」

　と我ながら驚おどろくべきレベルの分かりやすい突つっ込みを入れる僕。

「そうじゃなくて、何か、本を借りていく女子がいるとか、どうとか」

　僕の促うながしに、

「ああ……」

　と、泊さんは思い出したように首を縦に振る。ような仕草を見せる。

　──という曖あい昧まいな表現になるのにも訳がある。泊さんは、基本表情に乏とぼしい無表情さんなのだが、それに伴い、それほどはっきりとしたアクションも取らないのだ。『……』が多用されているのも、そういう抑よく揚ようの少ない話し方だからである。

「先週……」

　ちなみに、今日は月曜日だ。

「連日……同じ本が……何度も借りられたの」

「連日？」

　と、病夜宮が首をかしげる。

「そんな読みたくなる本とか、ここにありましたっけ？」

　不用意な病夜宮の発言に、泊さんが、

「……病夜宮さん」

　と、病夜宮を見る。

「読みたくならない本とか……この世にはないよ」

　その声は、どこか怒おこっているようにも感じられた。

　泊さんは、この世のあらゆる本を愛しているビブリオマニアなのだ。いつだったか、『無人島に持っていくなら何？』という質問に対し、『図書館……』と答えていた。

　そんなものがあれば、それは無人島ではない。

　──感情の伝わりにくい泊さんではあるが、その怒いかりは病夜宮に通じたらしい。

「すみません」

　と、病夜宮は素直に謝る。

「で、どんな本なんですか？」

　そこでめげずにもう一度質問できるところが、病夜宮の長所だと、実は思っている。口には出さないが。

『どんな本？』と言いつつ、病夜宮が図書室を見回したからだろう、泊さんは静かに首を横に振ふった。

「今は……ないの」

「ない？」

　一いつ瞬しゆんだけ首をかしげてから、すぐに得心したように頷うなずいた。

「ああ。今も借りられているんですね」

　病夜宮の確認に、泊さんはこくりと首を縦に振る。

「昼休みに……借りに来て……放課後に……返しに来る」

「へえ。そんなすぐ読める本なんですか？」

「うん……」と、泊さん。「絵本……だから」

　と。そのとき。

　図書室の戸が開いて、一人の女子が入ってきた。僕たちの一学年上、泊さんの一学年下。タイの色で二年生だと分かる。

　彼女は軽く室内を見回すような仕草をし──病夜宮が突いている杖に少し驚いたような顔をしてから──カウンターへと近づいてきた。

「あの、これ、返へん却きやくに来たんですけど」

　そう言いながら、カウンターの内側に座っている図書委員（泊さん）に、数冊の本を差し出した。

　その内の一冊が、ひときわ目を引く。ひらがなで、大きく書かれたタイトル。明るい色で塗ぬられた分かりやすいイラスト。絵本だ。

「はい……」

　と泊さんがそれを受け取り、背表紙に貼はられたバーコードをリーダーに通す。

「また……ご利用ください……」

　手続きを済ませた女子は、別の本を借りていこうとする様子など欠片かけらも見せずに、入ってきたとき以上の素早さで、そのまま図書室から出て行った。

　その背中に視線を向けながら、泊さんが不思議そうに見えなくもない顔をしている。返却された本の内、絵本を手にして僅わずかに上下させている。

　その仕草に、その絵本が件くだんのものだと気づいたのだろう。

「ひょっとして、これが？」

　尋たずねる病夜宮に、泊さんが、上下させていた手を止め、頷く。

「そう……これ」

　言いながら、その絵本を差し出す。

　受け取った病夜宮が、中を検あらためるかのように適当なページを開いた。

　と。




　突とつ然ぜん、中から飛び出してきた狼おおかみが、病夜宮に襲おそいかかった！




　というのはまあ冗じよう談だんである。

　噓うそではないが。

　つまり、ギミックが仕し掛かけられた、いわゆる飛び出す絵本であるようだ。

　飛び出された病夜宮は、特段驚いた様子もなく「ふぅん」と声を漏もらすだけだった。

　ぺらぺらと、他のページにも目をやってから、感想を述べる。

「……特に、どうということもない、普ふ通つうの絵本ですね。高校生にもなって借りようとも思わない──」

　何でそんな本が高校の図書館にあるかはともかく。

　自らの不用意な発言に気づいたらしき病夜宮は、「と、思わないこともないような絵本ですね！」と、結局否定したんだか肯こう定ていしたんだかよく分からないことを、僅かに目を細めたように見えなくもないと思わなくもない泊さんに対して抗こう弁べんしてから、「ところで！」と話を変えた。

「借りていく生徒、というのは、毎日今の子なんですか？」

「ううん……」

　と、泊さんが三つ編みを左右に揺ゆらす。

「いつも……違ちがう女の子」

　そう言いながら、どこか不服そうな顔を、泊さんがしたような気がしないでもない。

　病夜宮が気づいた様子はなかったので、僕が訊きいた。

「泊さん、どうしたの？」

「ん……」と僕の顔を見上げてくる。「本は……読むためのもの……だよ」

「？？？」

　とハテナマークを浮うかべたのは、僕ではなく、病夜宮だ。

　解説が欲しいような視線を泊さんに向けるが、相手が拾ってくれなかったため、僕の方を見てきた。

　つまり──

「──僕の出番だな！　泊さんの表情を解説するがために生まれてきた、この僕の！」

　病夜宮が、君、自分のことそんな風に思ってたの……？　というような目を向けてきたが、泊さんじゃない病夜宮の表情を読むことなど僕にはできないので、無視した。

　まあ、泊さんが言いたかったのは。

「本は読むためにある。だけど、こんな、昼休みに借りて、放課後に返すようなことが、連日行われているのは、間ま違ちがいなく別の目的に使っているからだ。それは本に対する冒ぼう瀆とくだし、許せない。だから、解決してほしくて投書したの──ということだよ」

　泊さんの顔を見て、僕の発言が正せい鵠こくを射ていると判断したらしき病夜宮は、改めて僕を見てきた。若干、引き気味の目で。

「何で君、今の発言だけでそこまで分かるの……？」

「え？　いやだって、僕、泊さんのこと大好きだし」

　若干引き気味の目が、かなり引き気味の目に進化した。

「まあ、とにかく」

　と、僕はまとめる。

「そういうわけで、この『連日借りられる絵本の悩み』を解決するのが、お前に求められていることだよ」
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　僕の発言に頷いてみせた病夜宮は、

「情報が必要だね」

　と言った。

「できれば、その女子生徒たちから直接、話が聞きたいんだけど……」

　そう言って、まだ手に持っていた件の絵本の裏表紙をめくったりしている。

「？　何やってるんだ？」

「いや、貸出カードとかあれば、そこから誰だれが借りたか分かるんだけどなー、と思って」

「貸出カード？　何だそれ？」

「え、あれ、知らない？　図書室とかで昔使われてたシステムで、本を借りる人が名前を書いてく奴やつ」

「知らないけど……」

　いまいち説明を聞いてもどういう利用方法なのか分からない。

「そうかー、甘口君知らないのかー。ジェネレーションギャップだなー」

「いやいや、僕たち、同年代だろう」

「白水先せん輩ぱい、知ってますよね？」

　こくりと頷く泊さんを見て、病夜宮が、これ見よがしに線を引くような仕草をしながら言ってくる。

「ほらほら、ジェネレーションギャップだよ。略してＧ・Ｇだよ。もしくはＧジェネだよ」

「Ｇジェネはまた別の略語だ」

　ジェネの前のＧはどこから来た。

　っていうか、そんなよく分からないシステムのことなんてどうでもいいんだよ。

「履り歴れきを知りたいんだったら、そこの」

　と、さっき女子生徒が返却に来たときにバーコードを読ませていたリーダーを指差す。

「それのデータ見せてもらったらいいんじゃないのか」

　言って、泊さんを見るが、「……駄だ目め」と、ふるふると三つ編みを左右に振られた。

「私じゃ見られないし……多分、先生とかは……見られると思うけど……こんな理由じゃ……見せてもらえないと思う」

「そうですか……」

　と答えた病夜宮は、杖つえに寄りかかるようにして、空いた方の手を顎あごに当てて考え込む。

「じゃあ、今の子の話だけでも……。まだ近くにいるのなら、追いつけるかな……？」

　俯うつむいて考えをまとめていた病夜宮は、僕たちの視線に気づき、顔を上げた。「え、あれ、何その顔？」と、僕たちの（主に僕の）表情を見て尋ねてくる。

「お前……泊さんの『能力』について知ってるだろ」

「白水先輩の？」

　聞き返すような微び妙みような反応を見せたが、僕が言う前に思い出したようだった。

「あ、そうか」

　と、カウンターの内側にいる泊さんを見下ろす。

「──『本に対する絶対記き憶おく』」
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『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』

　と呼ばれるそれは、白水泊を形作るいくつかの特とく徴ちよう──小こ柄がらな体格、いつも違うヘアスタイル、表情に乏とぼしい顔、抑よく揚ようの少ない声──の中でも、最も際立ったものである。

　一言でいえば、病夜宮美闇が言った通りの、『本に対する絶対記憶』という表現に尽つきる。

　すなわち。

　本に関連する記憶を、絶対に忘れないのだ。

　表紙、あらすじ、目次、登場人物、内容、背表紙、裏表紙──等々はもちろん、その本を読んだ日時、そのときの状じよう況きようその他諸々。本に関連づくと認識されたことは、一切、何も、全く、誇こ張ちようではなく何一つ、忘れることがない。

　すさまじい能力だが、決して超ちよう能のう力りよくの類たぐいではない。本好きが高じてできるようになった、普通の能力だ（事実、本が関わらないことに対しては、実は泊さんはあまり記憶力がよくない）。

　そしてまた、それらの記憶は自らが読んだ本に限らない。

　人が読んでいる本もその能力の対象であるし、誰も読んでいない本すらも、その能力の範はん疇ちゆうである。

　つまり──




「泊さんに、肌はだ色いろ比率が高い本を読みながらとある行こう為いにふけっている場面を目もく撃げきされたら、一生忘れられることはないのだ……！」

　……いや、どんなまとめ方なのさ、それ。と、病夜宮が冷めた目で見てくる。

　いや前に、マジ危ない状況があって。と、話を続けようとしたがさすがに正気に戻もどって、僕は口を噤つぐんだ。「ともかく」と、話を戻す。

「泊さんの能力をもってすれば──」

　言いかけた僕を、病夜宮が遮さえぎった。

「あれ、でも。図書委員のカウンター当番って日ひ替がわり制だよね？　別に先週ずっと返へん却きやくとか貸出のタイミングで図書室にいたわけじゃないでしょ？」

「お前は……」

　呆あきれた物言いをする病夜宮に、僕は呆れた息を吐はくしかない。

「泊さんを一体何だと思ってるんだ……」

「何だって……何が？」

「泊さん！　言ってやってくだせえ！　この物知らずに、物の道理ってやつを！」

「え、何そのキャラ」

　突つっ込む病夜宮の向こうで、まさかの泊さんも、表情で読み取れそうなくらいに「何それ」というような感じの顔をしていたが、結局は僕には何も言わずに、病夜宮を見上げた。

「私……先週ずっと……図書室にいたよ……」

「え？　ずっと図書委員の仕事してたんですか？」

「ううん……」と、三つ編みを揺らす。「普通に……ずっと……図書室で本を……読んでたの……」

「……ああー」納得したような息を漏らす病夜宮。

「ったく、泊さんのビブリオマニアっぷりを、舐なめてもらっちゃあ困るな！」

「え、まだそのキャラ維い持じするんだ」と突っ込みつつも、そうかそうか、と病夜宮は頷うなずいてみせる。「ですよね、白水先輩ならそうですよね」

　ということは……、と、泊さんの顔を見る。

「その、この絵本を借りて行ったっていう生徒、全員分かるわけですか？」

「うん……」と、泊さんはゆっくりと首を縦に振ふってから、同じ速度で横に傾かたむけた。「……ううん？」

　え、どっち？　と思った僕と病夜宮の心を察したかのように、等分に僕たちの顔を見つつ、泊さんが続ける。

「顔とかは……分かるけど……名前は、分からない……」

「ああ、そういう意味」

　相あい槌づちを打つ僕の隣となりで、病夜宮も頷く。

「それなら生徒名めい簿ぼみたいなのがあればいいかな？　お姉ちゃんなら多分持ってると思うけど」

　そう言って歩き出そうとする病夜宮──の突く杖をなるべく視界に入れないようにして、

「ああ、いいよ」と、僕は言った。「僕がもらってくるから」
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　行きよりも大分短い時間で保健室に戻る。

　つもりだったが。

「うわ！」

「きゃっ」

　廊ろう下かで、曲がり角の先から走ってきた女子とぶつかりかけた。運動神経の良さをお互たがい発揮して、お互い咄とつ嗟さに回かい避ひしたものの、お互い同じ方向に避よけたため結局ぶつかる。

　頭と頭をぶつけ合い（相手が女子にしては背が高かったためである。僕の背が低いわけではない）、二人して痛みにしゃがみ込んだ。「いてて……」「いたた……」と痛がり合ったのちに、相手が慌あわてて言ってくる。

「ご、ごめんなさ……」

　語ご尾びが尻しりすぼみになったのは、相手が、僕が誰かに気づいたからだ。なーんだ、という表情をし、「なーんだ」と言った。

「何だ、はーちゃんか。謝って損しちゃった」

「いやいや。今のは、廊下を走ってたお前が百パー悪いからな。ちゃんと謝れよ」

　そう注意したものの、今のがこいつ──白水泉いずみの冗じよう談だんであることは分かっていた。

　白水泉。

　一年生で僕の隣となりのクラス。泊さんの妹であり、当然僕の幼おさな馴な染じみでもある。

　詳くわしいエピソードはまたの機会に譲ゆずるとして、泉のパーソナリティーを一言で言えば『お人ひと好よし』だ。超ちようがつくほど、見境なしで、凄せい絶ぜつなまでのお人好し。『底なし沼のお人好しスポイト・スポイラー』の二つ名でも知られる彼女に、自分が悪い状況で謝らないという選せん択たく肢しはあり得ない。何なら、自分が悪くなくても謝る奴だ。『下校時ピーナッツバター騒そう動どう』などは記憶に新しいところである。いや、あれはこいつが悪かったんだけど。

「うそうそ、冗談よ」と、泉がポニーテールを揺ゆらして明るく笑う。泊さんとは違ちがい、喜き怒ど哀あい楽らくのはっきりしたこいつの表情は分かりやすい。「ごめんね、はーちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そう言って、しゃがんだ体勢のままこちらをうかがってくるので、僕も泉の顔を見返した。

　つもりだったのだが。

「…………」

　……先に、言い訳をさせてもらおうか。

『相手の顔を見て話をしましょう』と小学校のときには習ったけれど。動くものがあったり、気になるものがあったら、そっちに視線が行ってしまうのは仕方のないことだと思うんだ。

　そして、まあ、あれじゃん？　僕だって高校一年生の健全な男子じゃん？

　女の子のこととか、気になっちゃうお年とし頃ごろじゃん？

　女の子の、普ふ段だん見えない部分とか気になっちゃうお年頃じゃん？

　…………。

　まあ、つまり。何が言いたいかというと。

　しゃがみ込んだ格好の泉の、スカートのその奥が丸見えであることに気づいてしまったのだ。青色と白色だった。縞しま々しまだった。

　家族同然のつき合いをしてきた仲とはいえ、いきなりそんなところが見えてしまって視線が釘くぎづけになった僕を、一体誰だれが責められようか。

「え、と……」

　指し摘てきしようにも上手うまく言葉がまとまらない僕に、「ん？」となお一層、泉は心配げに顔を寄せてくる。近い近い。距きよ離りとかその他諸々が色々と近い。

「大丈夫、はーちゃん？　そんなに痛かった？」

「いや、そうじゃないんだけど……」

　言葉を濁にごす僕に、きょとんと目をしばたかせていた泉だったが、やがて僕の視線が自分の顔を捉とらえていないことに気づいたようで、その行き先を追うようにして下を見た。

　で。僕と同じように固まる。

　ほどよく日焼けした肌──泉は運動部だ──でもはっきりと分かるくらいに、羞しゆう恥ちの朱しゆが広がっていく。

　一秒にも一分にも一時間にも感じられた気まずい沈ちん黙もくだったが。

　それを破ったのは僕が先だった。

「悪い！」と謝る。立ち上がりながら、目をそらしてもう一度。「……ごめん」

「あ、ううんううん！」

　合わせるようにして立ち上がって、泉がすごい勢いでポニーテールを左右に揺らす。
















「悪くない悪くない！　はーちゃんは悪くない！　はーちゃんに悪気がなかったことは、あたしはよく分かってるから！　見えちゃったのは不ふ可か抗こう力りよくだから！」

「いやでも、すぐ目をそらせば──」

「はーちゃんは悪くない！」

　僕を遮るように断言した泉だったが、その先の言葉は考えていなかったようで、「えと、その」と考えた末に。

　考えてしまった末に。

「はーちゃんは悪くないわ！」

　だって、と。

「だって、あたしがパンツを見せたかったんだから！」

　そんなことを宣言して。

　思いっきりスカートをまくり上げた！

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「……正気に戻もどったっぽいけど、今の気持ちは？」

「……恥はずかしさで死にそう」




　……まあ、とにかく。

　詳しいエピソードをまたの機会に譲る必要のなくなった『底なし沼のお人好しスポイト・スポイラー』に加えて。

　白水泉の第二の特とく徴ちよう。

『ドジっ子バタフライ・エフエクタ』。
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　今のは見なかったことにしてくださいお願いします！　と土下座せんばかりに頭を下げてくる幼馴染みに、分かった分かった、いいから行けよ、何か急いでたんだろ？　と返し、そうだった！　部活始まってるから急いでたの！　と（大方、また頼たのまれごとでもしていたのだろう）走り去り別の人にぶつかりかけるのを見送ってから、僕は保健室へと再び歩き出した。到とう着ちやく。

「失礼します」

　と、声をかけ、戸を開けたそこには──。

　特にどうという特別な事態は発生していなかった。

　いつも通りに、久凪崎先生が机に向かって、仕事をしている振ふりをしながら雑誌を読んでサボっているだけだ。

「いやいや、甘口。お前、ナチュラルに人のこと馬ば鹿かにするのやめろよ」

「先生こそ、ナチュラルに人の心を読むのやめてください」

　あんたたち姉妹のその謎なぞスキルは何なんだ。

「今だってサボってるわけじゃなくて、ちゃんと仕事してるんだぞ」

「雑誌を読んでるのに？」

　ああ、そうか。『雑誌を読んでいる』と表現すると、あたかも娯ご楽らくとして雑誌を楽しんでいるように見えるが、世の中にある雑誌とは別に娯楽のための物だけではない。本屋に行けば語学や資格の勉強用の物も並んでいるし、それこそ、書店では売っていないような専門性の高い書物もあることにはある。だから、久凪崎先生が読んでいるのもそういう物なのだろう。

「なるほどなるほど──とか思ってたのに、覗のぞき込んでみたら思いっきり学生向けの情報雑誌じゃねえか！」

　ナースサンダルを履はいた長い脚あしを組んで。煙草たばこを片手に。ぺらぺらと投げやりな感じでページをめくる姿に仕事をしている感は欠片かけらもなかった。

「おいおい甘口。人が読んでる雑誌を覗き込むとか行ぎよう儀ぎが悪いなぁ」

「仕事時間中にサボってる人に言われたくねえよ！」

「いやだから。これも仕事の一いつ環かんなんだって」

「というと？　言い訳を聞こうじゃありませんか」

「端はなから言い訳と決めつけるなよ……」

　半眼になる久凪崎先生。

「私の職務は養護教きよう諭ゆだろ？」

「ほうほう」

「養護教諭の仕事は、生徒の健康をケアすることだ」

「ほうほう」

「それには、精神面に関するケアも含ふくまれるわけだよ」

「ほうほう」

　相あい槌づちの打ち方が腹立つなー、と笑いながら久凪崎先生は続ける。

「つまり、今、生徒がどんなことに関心を持っているかを知ることも、養護教諭にとっては大切な業務の一つなんだよ」

「おお……」

　と、僕は感心した。

「思っていたより論理的な反論だ」

「お前は私をどんな阿あ呆ほうだと思っていたんだ……」

　煙草を燻くゆらせながら、ますます目を細める久凪崎先生。

「で」と、僕。「ほんとのところは？」

「いや、こういう系の雑誌持ち込むこと校則で禁止されてるじゃん。まあ一応禁止されてるだけで、ここ、こういうことにそれほど厳しい学校じゃないけどさ。ちょっと嫌いやなことがあったから、八つ当たりに権力振ふりかざして没ぼつ収しゆうしてきたんだよ。で、どんな記事が載のってるのかなー、と興味本位で眺ながめてた」

「最悪だ！　最悪の養護教諭がここにいる！」

「うわ、この特集見てくれよ。『新・学校七不思議』だって。『恋こいの叶かなうおまじない』『踊おどる骨格標本』『死の呪のろい』エトセトラエトセトラ。馬ばっ鹿かだねー。何で学生ってこんな馬鹿な内容信じちゃうんだろうな」

「批判の声に耳を貸さないその姿勢は、マジですごい！」
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　とかまあ。

　その後も何やかんや久凪崎先生に絡からまれるという面めん倒どうくさいやり取りがあったのだが、何とか写真つきの生徒名めい簿ぼを手に入れた僕は図書室に戻った。

　戸を開けたそこには──。

　特にどうという特別な事態は発生していなかった（二度目）。

　ただカウンターの近くに持ってきた椅い子すに座った病夜宮が、カウンターの内側の泊さんとおしゃべりをしていただけだ。

「で……」

　と、何やら口を開く泊さんに、

「ふむふむ」

　と熱心に相槌を打つ病夜宮。

　泊さんの話を、病夜宮が聞いている、という状じよう況きようみたいだ。

「でね……そのとき……私がノックをせずに……扉とびらを開いたら……はっくん……慌あわてて布団引き上げて……開いていた『姉コレ～髪かみコキ特集～』をその中に……」

「何の話をしてるんだよ、泊さん！」

　特にどうという特別な事態が発生していた！

　肌はだ色いろ比率が高い本を読みながらとある行こう為いにふけっている場面について同級生の女子に話されるという、特別な事態が発生していた！

　え、というか、あのとき泊さん見てたの!?　上手うまく隠かくせたつもりだったのに!?

「うわー、それは引きますねー。高校一年生にしてそのフェティシズムは引きますねー」

「お前すげえな病夜宮！　僕が聞いてるの分かっててその感想！」

「あれ、甘口君いたんだ。何か誰だれか叫さけんでると思ったら」

「しらばっくれ方がとても下手！　ていうか、泊さん、どういう流れでそんな話になったの!?」

「え……？」

　と、泊さんが小首をかしげ、ふわふわの三つ編みが床ゆかを向く。

「病夜宮さんが……はっくんの話を……聞きたいって……言うから」

「それで何でそのチョイス！」

「……？」

　小さな顔を傾かたむけたまま、ゆっくり二度瞬まばたきをした。

　僕が何に憤いきどおっているのか、さっぱり分からない。という風だ。

　ビブリオマニア、本に対する絶対記き憶おく──『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』──に続く、白水泊の特徴その三。

　よく言えば、孤こ高こうの感性の持ち主である。悪く言えば……まあ、僕に泊さんを悪く言う言葉の引き出しはない。

　人の感情の機き微びに疎うといところのある泊さんは、ときどきこういう風なことをやらかしてくれたりするのだった。

　まあ、これも、具体的なエピソードはまたの機会に譲ゆずるとして──。

　カウンターへと近づきながら事態の収拾を図るために頭を巡めぐらす僕に向け、

「……ねえ」

　と、病夜宮が声をかけてきた。腰こしまである長い髪かみを、くるくると指先で弄もてあそびながら。

「甘口君、ロングヘアの年上の女性が好きなの？」

「……？」

　若干唐とう突とつに感じられる問いを、僕は訝いぶかしむ。

　怪け訝げんな思いは、はっきりと表情に出ていたと思うが、そんな僕に病夜宮は何も続けることなく、僕の返答を待っている。

　病夜宮の白魚より白い指が、艶つややかな黒髪を渦うず巻まかすのを見ながら──

　僕は言った。

「何言ってんだよ、僕は泊さんが好きなんだよ」

「……ふぅん」

　と。病夜宮は言った。

　能面のように白い無表情からは、何の感情もうかがえない。

「ふぅん」ともう一度言う病夜宮からカウンターを挟はさんで。

　泊さんが立ち上がり、僕に向かって小さな手を伸のばしてくる。

「ありがとう……はっくん。私も……はっくんのことが……好きだよ」

　そう言って僕の頭を撫なでようとする泊さんのために、身をかがめつつも、僕は病夜宮を横目で見る。

　どこか白けたような白い顔を、僕たちに向けていた。




「で」

　と、僕は話を本題に戻もどした。

「持ってきたぞ、生徒の名簿」

「え、何のために？　髪の綺き麗れいな子でも探そうってこと？」

「いつまでそのネタ引っ張ってんだ！」

　僕は話を本題に戻したって今書いてあっただろうが！

「冗じよう談だん冗談」

　と、病夜宮がぱたぱたと手を振った。

「ありがとう、甘口君」

　くすりと笑ったその顔から視線をそらし、僕は泊さんを見る。

　はい、泊さん、と名簿を手て渡わたした。ん……と、小さな手でそれを受け取った泊さんは、慣れた手つきで──つまり、本の形をした物を開き慣れている手際で──一ページ目を開いた。

　と。次の瞬しゆん間かん。

　泊さんの、『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』が発動した。




　泊さんの小さな身体からだが、光を放ち始める。

　淡あわく、強く、薄うすく、煌きらびやか。

　様々な強さの、色の、輝かがやきが、渦を巻き、飛び、ぶつかり、溶とけ合あい、混じり合い。重なっては離はなれ、遠ざかっては引かれ合う。力の奔ほん流りゆうに、泊さんの緩ゆるくウェーブのかかった髪が揺ゆれ動うごく。

　意志を持っているかのように踊り出すそれは、泊さんの小顔の周りを取り巻き、もっと本を寄よ越こせと要求しているかのごとく、さらに力強さを増していく。

　光が、うねりが。

　強弱を経ながらも、紛まぎれもなく強さに満ちていくそれらが、ついにその頂点を極めたとき。

　──世界の様相が、一変した。




　とかいうようなことは、当然起きたりしない。

　ぱらぱらとページを繰くった泊さんが、数十ページはあろうかという、生徒の顔写真つき名簿をただ、ものの数秒もかからずに見終わったというだけだ。

　名簿を丁てい寧ねいに閉じた泊さんは、それを僕に返しつつ、「……六ページの……左から二列目の……上から三人目」と言った。続けて、「十四ページ……一番右の列……下から二人目」と。同様の調子で、あと三回──三人の写真の位置を告げていく。
















　今の数秒だけで全て探し当てたのだ──ということではなく。

『本に対する絶対記憶』。

　一いつ瞬しゆんでも目にした内容を忘れることがない。逆に言えば、ひとまず全ページに目を通しておいて、後からゆっくりと本文の情報を吟ぎん味みする、ということができるのだ。よくよく観察していたら、写真の位置を告げていた間、記憶を探るように視線が僅わずかに動いていたのが分かったはずだ。その脳内に膨ぼう大だいな書しよ籍せきデータが蓄たくわえられていることを考えれば、別名、歩く電子書籍と呼ぶこともできるだろう。

　まあ、泊さんのことをそんなふざけた名前で呼ぶ奴やつがいたらぶっとばしてやるが。

「はー、相変わらず、その能力すごいですよねー。歩く電子書籍って感じですか」

「…………」

「あ、あれ？　何か甘口君にすごい目で睨にらまれてる？」

「…………」

　ご、ごめんなさい？　と、何で睨まれているかは分からないがとりあえず謝っておこうという風に謝罪を口にする病夜宮から視線をはがし、僕は持っていた名めい簿ぼを開く。

　泊さんが教えてくれた生徒を確認しておこう。えーと、まず八ページだっけ？　と、ページをめくると。

「違ちがうよ……六ページ……」

　泊さんまで謎なぞスキルを発動した……！　と驚おどろいていると、珍めずらしく、思考の過程を解説してくれた。

「ページをめくる……音が、一ページ分……厚かった」

　……そんなところまで分かるんだ。まあ、音が一ページ厚い、という感覚はさすがの甘口・《泊さんマスター》・廿日でも謎だが。

　一ページ戻って確認する。二年生の女子だ。

「どれどれ」

　と、病夜宮が杖つえに寄りかかるようにして立ち上がってくる。

　長い髪が、名簿に落ちてそれを持っている僕の手にもかかりくすぐったい。

　ごめんごめん、と笑いながら──だろう、手元を覗のぞき込まれているので後頭部しか見えないが──、病夜宮が髪を横に払はらった。シャンプーか何かの、香かおりがする。

「──ん？　どうかしたの？」

　顎あご下から覗き上げるように視線を向けられて、僕はことさらに目をそらし、名簿を下に下ろした。

「そんな覗き込んでこなくても、見えやすいようにしてやるから」

　ありがとう、とくすりと笑った顔から名簿へと、視線を移して僕は尋たずねる。

「知ってる人か？」

「ん、別に。甘口君は？」

「何で一年生の僕に訊きく」

　私だって一年生だよ、と病夜宮。

「白水先せん輩ぱいは知ってますか？」

　当然否定すると思ったので、「知ってる……」と答える泊さんにとても驚いた。

「え、どういう関係ですか？」

　と病夜宮に勢い込んで訊かれ、泊さんは逆にきょとん、というようにも見える表情をしてみせた。

「……？　その絵本を……借りに来た人……だよ？」

　……あー、と病夜宮が曖あい昧まいな相あい槌づちを打つ。

　何ともまあ泊さんらしい返答だった。

「まあ、ともかく」と、気を取り直したように、病夜宮が一つ頷うなずいてみせる。「件くだんの五人に、順に話を聞きに行ってみようか」

　そう言う病夜宮のカウンターの向こうで、

「……いってらっしゃい」

　と、小さな手を振ふる泊さんのカウンターの向こうで、

「いってらっしゃい」

　と、僕も手を振る。

「え!?」

　と、病夜宮は隣となりにいる僕を、何故なぜか驚いたように見た。

「甘口君、一いつ緒しよに行ってくれないの!?」

「え？　いやだって、僕、泊さんと一緒にいたいし」

「いやでもほら、甘口君、『病夜宮係』でしょ？」

「……お前な、僕が『病夜宮係』であることを最優先すると思ってるのなら、大おお間ま違ちがいだぞ？」

　単なるいつもの軽口のつもりだったのだが。

「……え、あ」

　返ってきた反応は、そんな風に戸と惑まどったものだった。

「……そうか、そうだよね……。いつも構ってくれてるけど、甘口君にも都合とかあるもんね……」

　ごめんね……と、本気で落ち込んでいる様子の病夜宮。

「…………」

　やべえ。ただの冗談だったんだけど（泊さんと一緒にいたいのは本気だけど）。言い出しづれえ。

　助けを求めて泊さんを見てみるが、ん……？　という顔で見返されただけだった。

　……まあ、自分で蒔まいた種は自分で刈からないとな。

「えっとその……病夜宮」

「ん？」

「いやその、ごめん。冗談だから。ちゃんとお前に付つき添そうから」

「え!?」

　と。さっきと同じ一音節だが。表情が全然違っていた。きらきらとした黒目が、僕を見る。

「ほんと？　よかった！　ありがとう甘口君！」

　いやまあ……と言おうとした言葉は何故かもごもごと口から出て行かなかった。

　何となく視線をそらすと、また泊さんと目が合った。

「…………」

　何か言いたげだが、何も言わないその小さな顔に、はっくんはほんとにもう……、という言葉を読み取ったのは──自分の心境の鏡写しだったのだろうか。




「じゃあ、行くか」

　と、歩き出そうとしたが、「あ、ちょっと待って」という病夜宮の言葉に、振り上げた足をその場に下ろす。振り向むくと、病弱少女は泊さんの方を見ていた。

「白水先輩。さっき何か変な顔してませんでした？」

「さっき……？」

「はい。その絵本が返へん却きやくされたとき」

　病夜宮の問いに、泊さんが考え込むようにちょっと眉み間けんに皺しわを寄せている。可愛かわいい。

「変な顔……変な顔……？」

「泊さん泊さん、『私がしていたのは果たして変な顔だったかな？』で悩なやまないであげて」

「あー、えっとその、つまり、何か気にかかるようなことがありませんでしたか？」

　病夜宮が質問の仕方を変えれば、こくりと頷きが返ってきた。

「……うん」

「…………」

「…………」

「…………」

「……で、泊さん、何が気にかかったの？」

　泊さんが、

「重さが……」

　と言いかける。

　それは、あとから考えれば重要なヒントであったのだが──。

　しかし。

「あ、いた！」

　いつの間にか開いていた戸から投げられた言葉に、遮さえぎられた。司書の先生だ。

「白水さん、ちょうどよかった！　あなた確かすごく記き憶おく力よかったわよね！　ちょっと手伝ってほしいことがあるの！」

　そう言ってカウンターの内側に入り、泊さんの小さな手を引き、立ち上がらせる。悪いわね！　と僕たちに謝り、司書の先生は入ってきたときと同じ唐とう突とつさで、図書室から出て行った。ずるずると引きずられるような泊さんとともに。

　あとには、僕と病夜宮だけが残された。ぽかんと開け放たれたままの戸を見ていた病夜宮だったが（一応言っておくと、ぽかんとしていたのは戸ではなく病夜宮だ）、

「ま、まあ」

　と、気を取り直したように言った。

「とりあえず、本を借りた生徒たちに、話を聞きに行こう」




　　　　＊




　とまあ。そう図書室を出たのはいいものの。

「失礼しました……」

　と病夜宮は肩かたを落として教室を出て行った。僕もあとに続く。杖のリズムに合わせてゆっくりと揺ゆれる長い髪も、どこか気を落としてしょんぼりしているようだった。

「……まあ、あれだ」

　と、僕はそんな背中に声をかける。

「普ふ通つうに、今放課後だしな。用事もないのに、残っている生徒なんて普通いないよ」

　まあ、何というか。

　件の五人の生徒（全員、偶ぐう然ぜんなのか二年生の女子だった）の内、四人目を訪れたところだったのだが、残っていたクラスメイトに尋ねても「もう帰ったはずだよ？」との返答だったのだ。これまで話を聞こうとした女子生徒たちも皆みな、帰ったかクラブの最中という証言をクラスメイトから得ただけだった。収しゆう穫かくゼロである。

「そうだよねー」

　と、力ない返答をしてくる病夜宮。

「用事もないのに残っている生徒なんて、甘口君くらいだよね」

「よし、帰ろう」

「あ、うそうそ。今のなし。甘口君は私に構ってくれてるんだよね。ありがとう。とても感謝しています」

「ったく……」

　隣に並びながら僕は言う。

「お前は、もっと自覚をした方がいい。お前の生せい殺さつ与よ奪だつ権は、僕に握にぎられているということを」

「マジで!?　確かに色々助けてもらってるけど、そのレベルでの話だったの!?」

「マジだ。僕がその気になれば、お前は一いつ瞬しゆんで死ぬ。社会的に」

「社会的に!?　やばい。私は一体、甘口君に何を知られているんだろう……心当たりがありすぎる」

　あるのかよ。

　とか、適当な会話をしながら角を曲がると（今日はコーナーで人にぶつかりかける日らしい）、そこに生徒がいた。僕より優に頭一つは大きい、大おお柄がらな男子だ。制服ではなく何故か胴どう着ぎを着ている。部活中に、用事で離はなれたとかか？

　運動神経の良さをお互たがい発揮して、お互い咄とつ嗟さに回かい避ひしたものの、お互い同じ方向に避よけたため結局ぶつかる──などというコントをすることもなく、大おお股またの一歩で相手が避けたので、衝しよう突とつしなかった。

「ちっ」と盛大に舌打ちされる。「気をつけろよ、一年」

　人でも殺したことがあるんじゃないかというくらい鋭するどい一いち瞥べつをくれてから、そのまま歩いて行った。

「うぉ、怖え」

　と、思わずそんな言葉が漏もれる。なあ？　と同意を求めようと振り返かえったら、

「……あれ？」

　あるべきはずの白い顔があるべきはずの高さになかった。下を向く。

「……お前、何ちっさくなってんの？」

「……違ちがうの」

　と何かを否定しながら、抱かかえていた頭から片手を離し、病夜宮が杖つえに体重を預けて立ち上がった。

「違う。別に私、怖こわい人が苦手とか、そんなんじゃないから」

「はぁ」

「ほんとだよ？　ほんとだよ？」

「分かった、分かったから」

　僕の首しゆ肯こうに気を良くしたように、「いやぁ、それにしても！」と病夜宮が勢いよく言ってくる。

「いやぁ、噂うわさに違たがわず迫はく力りよくある人だったねぇ、阪さか神がみ先せん輩ぱい！」

　ん、知り合いか？　と訊きいたら、逆に、「知らないの!?」と驚おどろかれた。驚きのあまりにかちょっと咳せき込むくらいに。

「三年生の番長だよ、番長！」

「時代錯さく誤ごって言葉自体が現代においては時代錯誤だと前から思っていたんだけど、あえて使おう。何その時代錯誤の言葉!?」

「いやまあ、それはさすがに冗談だけど……でも、ほんと、そんな噂を囁ささやかれるくらい、あまりいい話を聞かない人だよ」

「ふぅん。──胴着着てたのは、運動部にでも入っているからか？」

「ああうん、確か……剣けん道どう部？　だったかな？　ああ、そうだ、確かそうだ。勉強とか素行面ではいい話聞かないけど、剣道はすごい頑がん張ばってるらしいよ。進学も、それで推すい薦せんもらえそう、って話だけど」

「ふぅん」

　と僕はもう一度言い、「というか」と改めて病夜宮の顔を見た。歩みを再開しながら尋たずねる。

「お前、保健室登校のくせに何で三年生の男子のこととか詳くわしいの？」

「お姉ちゃんに聞いたの。体育の先生……門かど前さき先生だったかな？　から何か相談を受けたみたいに言ってた」

「三年生のことを、体育の先生が相談したのか？」

「確かそんなこと言ってた気がするけど……。授業を真ま面じ目めに受けてくれないとか、そんな話じゃないかな」

「なるほどね。てか、久凪崎先生に相談する先生なんているんだな」

「……甘口君からの評価はとても低いみたいだけど、お姉ちゃん、ああ見えて年下の先生から結構尊敬されてるらしいよ」

「へぇ、そうなのか……ん？　いやでも、お前も今、『ああ見えて』って言ったよな？」

　僕の言げん及きゆうを明後日あさつての方向を向くことでごまかす病夜宮。

　そんなあれこれを話している内に目的地に着いた。

　件くだんの絵本を借りた五人目の女子──さっき図書室に返却しに来た女子だ──の教室だ。

　廊ろう下かにまでざわめきが聞こえてくるところからして、誰だれかは残っているようだ。

　だけどまあ。と期待せずに僕は戸を開けた。

「失礼しまーす」

　と挨あい拶さつすると、笑いの混じった声がぴたりとやむ。残っていた生徒が一いつ斉せいにこちらを向いた。

　女子が数人。

　その中に──幸運なことに──探している女子もいた。

　後ろを振ふり返ると、病夜宮も当然気づいたようで、こくりと一つ頷うなずいた。杖を突ついて教室へと入る。

　その姿自体に、女子たちが驚いた様子はさほどない。病夜宮は二年生の間でも──あるいは、間では特に──名が知られているのだ。まあ、保健室の吸きゆう血けつ鬼き・病夜宮美闇がここにいることには、若干訝いぶかしげな顔をした者もいたが。

「どうしたの、病夜宮さん？」

　と、女子の一人が声をかけてくる。

「うん、ちょっとね」と病夜宮は応じて、絵本を返へん却きやくに来た女子へと顔を向ける。「ちょっといい、山やま本もとさん」

　名を呼ばれた（名前は名めい簿ぼで知った）女子──山本先せん輩ぱいが、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。「何？」と答えた声が硬かたい。

「さっき図書室に本、返しに来たじゃない」

「行ったけど？　汚よごれてたりした？」

「あ、ううん、そうじゃなくて。何のために借りたのか、訊きたいなって思って」

「何のため？　本って、読むため以外の理由で借りるものなの？」

　枕まくらにする奴やつが僕の目の前にいたが、口は挟はさまなかった。

「それとも」

　と、山本先輩はどこか奇き妙みような口調で続ける。何だろう、まるで挑いどんでくるような言い方だ。後ろめたいことがあるような、隠かくしたいことがあるような。

「高校生にもなって絵本を読むのが変だとでも、言いたいの？」

「ん？」

　首をかしげる病夜宮。

「あれ、私、絵本のことだって言ったっけ？」

「……え？」

「いや、山本さん、確かさっき、何冊か一いつ緒しよに返却しに来たでしょ？　何で、絵本のこと訊かれてると思ったの？」

「……えっと」

　困ったように言葉に詰つまる。

「な、何となくよ！　何となく『絵本のことかな？』って思ったの！」

　僕でも分かる明らかな噓うそだったが、病夜宮は「ふぅん……」と深くは追つい及きゆうせず、話を変える。

「まあ、でも分かるよ」

「え──？」

　驚いたようなリアクションを見せる山本先輩だったが、続けられた「あの絵本、高校生が読んでも面白い内容だもんね」という言葉に、ほっと胸を撫なで下おろすように息を吐はいた。

「そ、そうね」

「特にあの、主人公が熊くまに襲おそわれるシーンとか、飛び出す仕し掛かけも相まってすごい迫力だよね」

「ああ、そこね。あたしも、いいなって思ったわ」

「だよねー」

　と、病夜宮がくすりと笑う。

　じゃあ、ごめんね。変なこと訊いて。と、杖を突いていない方の手を振り、山本先輩に別れを告げる。ううん、気にしてないよ、と明らかに安あん堵どした様子の山本先輩。

　病夜宮を先に教室から出し、後ろ手に僕は戸を閉める。

　お前、先輩には敬語使えよ。いいのいいの、病夜宮さんなので許されるのです。と軽口を言い合ってから、

「にしても」

　と、僕は言った。

「お前、意外と性格悪いよな」

「え、何が？」

「いや……」と僕。「あの絵本、熊とか出てこなかったよな？」

　くすり、と病夜宮が笑みを浮うかべた。

「そうだね。──これで、山本さんがあの絵本を読んでないことが分かったね」

「だな。……でも、さっきの山本先輩の言葉じゃないけど、読む以外の理由で、何で本を借りるんだ？」

　さあねえ、と、病夜宮が首をかしげる。

「とりあえず、図書室へ戻もどろうか」
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　図書室に戻ると、泊さんはまだ用事が終わっていないようだった。代わりに、カウンターの内側に先ほどの司書の先生が座っている。あら、また来たの？　本、好きなのね、と声をかけてくる司書の先生に、ええまあ、と答え、僕たちはカウンターから遠い席を選んだ。聞かれてまずいこともないだろうが、一応の配はい慮りよだ。杖を突いた病夜宮のために椅い子すを引いてやり（嫌いやがらせ的な意味ではなく）、それから、その正面に腰こしかける。

「まあ、収しゆう穫かくとしてはそこそこかな」

　病夜宮のその言葉に、「そうか？」と僕は眉をひそめる。

「情報、全然増えなかったじゃねえか」

「そんなことないよ」

　と、病夜宮が首を振る。テーブルに垂れた長い髪かみが埃ほこりをいい感じに払はらっていた。

「山本さんが本、読んでないことが分かったでしょ。ってことは──他の四人も同じだという仮定の上での話だけど──本の内容は、今回の件には関係ないことが判明した」

「ふむ」

「つまり、ソフトではなくハードの問題、ってことだよね」

　と、病夜宮は手にした絵本に──カウンターの返却ボックスに置かれていたのを司書の先生に断って持ってきていた──目を落とした。

「言いい換かえれば、似た内容の他の本では駄だ目めだってことに……」

　うーん、と艶つや々つやとした黒髪を指でくるくると巻きながら病夜宮が呻うめく。「……わ、何か埃ついてる」

　髪についた埃を、白魚より白い指先で神経質そうに除いていた病夜宮は、

「そういえば」

　と、何か気づいたように顔を上げた。

「図書室を出てく前、白水先輩、何か言いかけてたよね」

「言いかけてたけど……え、何で今それ思い出したの？　埃と何か関係ある？」

「え、いや別にないけど。あれ、何か関係してないと駄目？」

「いや構わないけど……」

　わざわざ描びよう写しや挟はさんできたから何かあると思うのが普ふ通つうじゃん？

「えっと、確か……」と、病夜宮。「『重さが……』みたいに言ってたよね」

「言ってたけど、今の顔と口調が泊さんの物もの真似まねならぶん殴なぐるぞ」

「白水先輩に対して過保護がすぎる……」

　え、結構似てたでしょ？　と問うてくる病夜宮を僕は視線で黙だまらせた。似てたから怒おこってんだよ。一いつ瞬しゆんどきりとしたじゃねえか。

「重い、って何のことだと思う？」

「内容のことじゃねえの？」

「重い内容の絵本とか、どんな子供が読みたいと思うのさ……。というか、何でそんな風に曲解するの。普通に『重い』って言ったら、物理的な話じゃないの？」

「おい、やめろよ。僕の前で物理の話とか。蕁じん麻ま疹しんが出るだろうが」

「いやだから、そんな難しい話でもなくて。重さの話、おーもーさーの」

「ああ、何だ、そんな話か。じゃあ、始めからそう言えよ」

　始めっからそう言ってたよ、という目を病夜宮がしているが気のせいだ。

「でも」

　と、僕は病夜宮から絵本を受け取って、ぺらぺらとめくってみる。

「重さが、っつっても、絵本の重さがどうしたって言いたいんだよ？」

　正直、考えるのも面めん倒どうだったので、適当に話を振ってみることにした。

「だからさ、それを言いたかったのは私じゃなくて、白水先輩じゃん。白水先輩が何か言いかけてたこと、甘口君なら見当がついたりしない？」

「そういうことか！　つまり、泊さんについて考えろ、ってことだな！　それなら俄が然ぜんやる気が出てくる！」

「何そのやる気パラメータの振り切れ方……」

　白水泊。

　私立朝霧橋学園の三年生。身長は低く、横にも細い。そんな小さな体格とどこか常に遠くを見ているような瞳ひとみのせいで、一種お人形さんのような──「いやいや」と。

　僕の思考に割り込むように、机に突つっ伏ぷした病夜宮がこちらに伸のびて僕を下から睨にらみ上げていた。

「『白水先輩について考える』の意味が違ちがう」

「だから、お前のその謎なぞスキルは何なんだ。心を読むのはお前の『特技』の領分じゃないだろう」

「人の考えていることを察知するのは、だから普通のコミュニケーション能力」

　真ま面じ目めに考えてよ、と可愛かわいく唇くちびるを尖とがらせる。

　そんな文句を言われる筋合いは、本当のところはないのだが、まあ乗りかかった船だ。

　分かった分かった、と言って僕は病夜宮を押し戻す。口には出さなかったが、今の体勢は視線のやり場にとても困ったのだ。いやその、天板に押し潰つぶされて形を変える胸とか？

「でも、考えると言っても、重さについて考えることなんてそうないだろ。『重さが増えた』『重さが減った』のどちらかじゃないのか？」

「だよねぇ。あと、『重さが変わらない』っていうのも一応候補に挙げられると思うけど」

「重さが変わらない？」

「重さが変わるべき状じよう況きようにおいて、重さが変わっていないのは言げん及きゆうすべき事こと柄がらでしょう？」

「ああ、なるほど」

　それには納得できたが。

　が。

「でも、結局『重さがどうしたんだ？』って話になるよな」

「だね。だからまあ、順に検討してみようか。まずは、簡単そうな『重さが変わらない』件について」

「うーん……」

　と、考える素そ振ぶりは見せたが。『簡単そうな』と言っているからには、病夜宮も同じ意見だろう。

「『重さが変わっていない』ことを泊さんがわざわざ言及しようとしたってのはないだろ。その絵本が、『重さが変わるべき状況』にあったとは思えない」

「私もそう思う」

　同意を得られたので次に進もう。

「『重さが増えた』『減った』っていうのも、根本としては同じことだろ？　元から何か変化があったか、この絵本から見み出いだせるか？」

「うーん……」

　と、僕が手て渡わたし返した絵本を、ぱらぱらと再びめくる病夜宮。司書の先生に、さっきからあの二人はなに絵本の押しつけ合いをしているのだろう、という顔で見られていた。

　狼おおかみに飛び出されたり城に飛び出されたり、その他様々なものに飛び出された病夜宮だったが、逆に目玉が飛び出すような発見はなかったようだ。

「駄目だねぇ」

　と、絵本を閉じる。

「少なくとも重さが減るような変化があったとは、思えないかな。話のつながりに変なところがあるとも思えないし、最後も綺き麗れいに終わってる。ページが切り取られたり何なりで、減っているっていうことはなさそうかな」

「じゃあ、重さが増えてる？」

「というのもなぁ」

　言いながら、またページを繰くった病夜宮は、「こ、これは……！」と、驚きよう愕がくの表情を絵本に向けた。

「最終章が削けずられる前の、幻まぼろしの初版本……！」

「いやないから。そんな稀き覯こう本ぼんミステリーみたいな展開ないから」

　だよねー。と病夜宮が舌を出してみせる。可愛らしい仕草ではあったがまあ別に口に出すことでもない。

　図書室の本には全て、私立朝霧橋学園のスタンプと貸出用のバーコードが貼はられているのだ。別の本にすり替かわっているとか、ありえない話だろう。

「じゃあ、どういうことなのさ」

「って言われてもなぁ」

　結局堂どう々どう巡めぐりだ。腕うでを組んで天てん井じようを見上げる僕。

「ページが増えたり減ったりしてるほどの変化なら、絶対に見て分かるはずだしなぁ」

　何気ない発言だったのだが。

「……ん？」

　と、何やら病夜宮は引っかかるものがあったようだ。

「ちょっと待って、甘口君。今、何て言った？」

「ページが増えたり減ったりしてるほどの変化なら、絶対に見て分かるはずだしなぁ」

「…………」

「え、何でそこで黙るの？」

「……あ、いや、もっとこう、『いや、そこじゃなくてもっとあと』みたいなやり取りをする場面かと思ったので」

　コピペしたかのように正確に繰り返されたので拍ひよう子し抜ぬけしただけ。と言った病夜宮は、「そう、それ」と気を取り直したように指し摘てきしてきた。

「『ページが増えたり減ったりしてるほどの変化』だって、何で甘口君──私もだったけど──思ってるの？」

「え？　いや、そりゃお前、持っただけで変化に気づけるなんてそれくらいの──」

　言いかけて、理解した。

「……そうか、泊さんだもんな」

　──『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』。

『ページを一枚多くめくっただけ』の音の差を聞き分けられる泊さんだ。例えば、紙が一枚差し込まれているだけの変化にも気づけるのではないだろうか。

「……ところでさ」

　と、病夜宮が半眼をこちらに向けてくる。

「物語の核かく心しんを突くシーンっぽいところで、話変えちゃうんだけど」

「何だよ？」

「その……」『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』？　と首をかしげる。長い髪がしなやかに揺ゆれた。「その仰ぎよう々ぎようしい名前、呼んでて恥はずかしくない？」

「え、どこがだよ？　格好いいだろ？」

「いや、少なくとも私は……」っていうか、と病夜宮。「事実、そう呼んでるの甘口君だけだよね？　『「物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド」と呼ばれるそれ』みたいな地の文があったけど、そう呼んでるの、君以外いないよね？」

「おいおい、そういうメタな突っ込み入れるなよ」

　まあ、事実なのだが。せっかく格好いい二つ名を考えたのに、僕以外誰だれも使おうとしないのだ。

「『狂言回しワードバーサーカー』の甘口廿日としては不可思議なことこの上ないぜ」

「その名前も実はどうかと思ってたんだけど……」

「『狂言回しワードバーサーカーリボルブ』でもいいかと思ってるんだけど」

「一回やられて進化した感じー！」

　とか病夜宮が叫さけぶから、司書の先生に「図書室では静かに」と叱しかられた。

　病夜宮のせいで。

　閑かん話わ休きゆう題だい。本の謎に話を戻もどそう。

「──ということは」

　と、病夜宮が絵本を矯ためつ眇すがめつし、白魚より白い指であちこちいじる。飛び出してきた狼に嚙かまれたり、城門に阻はばまれたりしていたが──

「……ビンゴ」

　やがてギミックの隙すき間まから抜ぬき出した指先には、小さく折りたたまれた紙が握にぎられていた。Ａ６サイズよりもずっと小さい紙だ。可愛らしい絵え柄がらが見みえ隠かくれするところからして、便びん箋せんだろうか。奥の方に隠すように入れられていたので、これまで気づかなかったみたいだ。

「レターセットの一部みたいだね」

　と言いながら、病夜宮が便箋を広げた。文字を追っているのが、透すき通とおった黒目の動きで分かる。やがて、「……なるほど」と頰ほおを赤らめた病夜宮は便箋を元通りに折りたたんだ。

「いや、折りたたむなよ。僕にも見せてくれよ」

「駄だ目めです」

　と、何故なぜかきっぱりとした口調で断る病夜宮。

「これは、女の子情報保護法の対象に該がい当とうする文書です。男子である甘口君には見せられません」

「……何だそれ？」

「いやまあ」と、病夜宮。「一言で言えば、ラブレターでした」

「ラブレター？」

「Love Letter」

「いや、そんな発音よく言い直されても反応に困るが……つまり、どういうことだ？」

　このあとこの絵本を想い人に借りさせたら、一風変わった告白方法と思えなくもないが……でも、じゃあ、五人連続で借りた、っていうのはどうなるんだ？

　てっきりそこまで分かっているのだと思っていたが、病夜宮の返答は「さあ？」だった。

「でもまあ、とりあえず」

　と、くすりと笑う。

「こうやって切り札も手に入ったことだし、もう一回山本さんに話を聞きに行こう」

「……お前、本当に案外性格悪いよな」




　　　　＊




「失礼しまーす」

　と、教室の戸を開けると二年生の女子たちはまだ残っていた。山本先せん輩ぱいも、もちろん。先ほどと同じように、視線が僕らに集中する。

「あれ？　また来た」と、山本先輩ではない女子が声を上げた。「どうしたの？」

「ごめん、山本さんにもう少し訊ききたいことがあって」

　病夜宮の返答に、山本先輩の表情が不ふ機き嫌げんそうに強こわ張ばる。

「何よ？」

「ちょっと、面白いものを見つけて」

　病夜宮が、杖つえを突ついていない方の手からちらりと折りたたんだ便箋を覗のぞかせてみせた。

　反応は、劇的だった。

「ちょっ！」

　絵柄から、それが己がラブレターだと分かったのだろう。山本先輩が焦あせった顔でこちらに駆かけ寄よってくる。そのまま病夜宮に激げき突とつしそうな勢いだったので、僕は割って入った。腕を摑つかむ仕草をする僕を邪じや険けんに振ふり払はらってから、山本先輩は廊ろう下かに出ようと提案する。

　廊下に出た僕たちは──というか山本先輩は、念入りに周囲に誰もいないことを確認してから、

「……見つけたの？」

　と病夜宮に訊いてきた。

「うん、絵本の間から」

　頷うなずく病夜宮に、「はあ……」とため息。それから、ぱん、と両手を合わせて頭を下げてくる。

「一生のお願い！　このことは先輩には黙だまっておいて！　ってか、誰にも言わないで！」

　先輩、というのが──誰なのかは知らないが──彼女の想い人なのだろう。

「それはもちろん言うつもりはないけど……代わりに、何で本にラブレター挟はさんだりしたのか、教えてくれる？」

　病夜宮の疑問は当然のものだと僕は思ったのだが、しかし、「へ？」と、山本先輩は間ま抜ぬけな顔を晒さらした。

「あ、れ……病夜宮さん、知らないの？」

「え、っと、知らない……んだけど」

「そっちの男子の子ならともかく、女子の病夜宮さんが？」

　その確認に、病夜宮が僅わずかに目を泳がせる。え？　知らない私がおかしいの？　と考えているのがありありと分かる。数秒黙ったのは見栄を張ろうかどうか検討したのだろう。だが、結局素直に尋たずねることにしたようだった。

「その……うん」

「えっと、友達から聞いたこととかない？」

「……うん」

「ラインで回ってきたりとか？」

「うん……」

「メールとかも？」

「…………」

　やめてあげて！　保健室ぼっちの病夜宮のライフはもうゼロだよ！

　僕の心の叫びが聞こえたわけでもないだろうが、山本先輩は追つい及きゆうの手を緩ゆるめてくれた。

「えっとね、その……」

　恥じらうように頰を朱しゆに染める。

「……七不思議の一つの、『恋こいの叶かなうおまじない』なんだけど」




　山本先輩の話を要約すると、こうだ。

　まず、誰か（つまり、ラブレターを書いた当人以外）が借りてきた絵本にラブレターを挟んで返へん却きやくする。翌日、別の誰かがそれを借りて返却する。また翌日……という風に四日連続繰くり返し、五日目に本人が借りて返却。そして最後、次の日にもう一度借り、ラブレターを取り出して、そのラブレターで告白すると絶対に恋が叶う──。

　というおまじないが、女子の間で絶賛ブーム中らしい。そういえば、久凪崎先生が読んでいた雑誌に、そんなフレーズが載のっていたか。




「それで、その……みんなに、協力してもらってたの……」

　赤らめた頰のまま俯うつむいて話す声はとても小さい。

「あたし、好きな人がいるから……」

「なるほど」

　と頷く病夜宮は平然を装っているが、『病夜宮係』である僕には分かる。『女子の間で絶賛ブーム中』のものを知らなかったことに、かなりの女子的ダメージを受けていることを。その証しよう拠こに、「何でさっき教室にいた子たちには頼たのまなかったの？」とかどうでもいいことを訊いている。

　ダメダメ！　あいつら、口、かっるいから！　とぶんぶん振った両手を、山本先輩はまた打ち合わせた。山本先輩が国家錬れん金きん術じゆつ師しでないのなら、『お願い！』のポーズだろう。

「だから、そのラブレター、本に戻しておいて！　明日あしたでおまじない、終わりだから！」




　山本先輩の『お願い！』を快かい諾だくし、病夜宮と僕は図書室に戻った。

「おかえり……なさい」

　と、カウンターの内側に座った泊さんが出で迎むかえてくれる。何だったか知らないが、頼まれていた用事は終わったようだ。

「それで……何か分かった……？」

「はい……」

　とまだ落ち込んでいるのか、力ない声ではあったが、病夜宮が泊さんに事の真相を話す。気落ちした声の聞き取りにくさを除けば、理路整然とした分かりやすい説明だった。

「──ということでした」

　病夜宮の説明を聞いて、泊さんがこくりと頷いた。

「……ありがとう」

「まあ、こんなくだらない都市伝説、私も白水先輩も知らなくて当然……」

　声が尻しりすぼみになったのは、泊さんが縦に振った首を、病夜宮の言葉の途と中ちゆうで横に傾かたむけたからだ。

　ま、まさか……！　という恐きよう怖ふに満ちた顔を、病夜宮がする。

　そんなことに忖そん度たくせずに発言するのが、泊さんの泊さんたる由ゆ縁えんだ。

「……私は……聞いたことが……あったよ……？」

「ぎゃぁあああ！」

　と、病夜宮の悲鳴が図書室に木霊こだまする。病弱少女らしからぬ、絶ぜつ叫きようだった。
















「な、何故なぜに……？」

「ん……友達が……言ってた……」

「え、泊さん」と、僕。「聞いたことがあったのに、今回の件、そのおまじないのことだって、思い当たらなかったの？」

「どの本かとかは……話してくれなかった……『泊にはまだ早い』って……」

「というかですね！」と、病夜宮。「白水先輩、友達とかいるんですか!?」

「お前、泊さんを何だと思ってるんだよ」

「え、だって『本だけが友達』とか、言いそうな人じゃない！」

　私の仲間だと思ってたのに！　とわめいて咳せき込む病夜宮を尻しり目めに、

「……そっか」

　と泊さん。

「あのおまじないの本って……この本のことだったんだ……」

　カウンターに置かれた件くだんの絵本に向ける慈いつくしむような視線に、僕は尋ねる。

「あれ、泊さん、本が読まれないことに、憤いきどおってたんじゃないの？」

「うん……」

　と頷いてから、すぐに「でも……」と首を横に振る。

「こういう楽しみ方も……本の持つ魅み力りよくの一つ……」

　私が……心配してたのは……と、つけ加える。

「例えば……本を……枕まくらにするような……使い方」

　まだ一人ぶつくさ言っていた病夜宮だったが、その言葉に明後日あさつての方を向いてひゅーひゅーと下手な口笛を吹ふいていた。

　そのリアクションに、訝いぶかしげに見えなくもない顔をしてから。

「この本も……そうやって楽しんでもらえて……喜んでるよ」

　泊さん──白水泊は。




　はっきりと。

　──花が咲さくようにして微笑ほほえんだ。




　　　　＊




　それと後日談として。

　数日後、山本先せん輩ぱいが三年生の男子と仲良く並んで歩いているのを見かけた。あのおまじない、案外ほんとに効果があるのかもしれない。……ふむ。




「あ、そういえば甘口君、何かこの前の絵本、借りたんだって？」

「ななな、何で知ってんだよ!?」

「え、何その動どう揺よう。白水先輩に聞いたんだけど。図書室で本を読んでるときに、こそこそと借りてくのを見かけた、って言ってたよ」

「くっ、カモフラージュのために経済学の本とかまとめて借りてもやはり意味がなかったか……！」

「……何でそんなえっちな本買うみたいなことしてるの？」

「ど、どうでもいいだろ別に!?　ぱらぱらとしか読めなかったからちゃんと読みたくなったんだよ！」

「いやそれは別にいいんだけど……え、ほんとにその目の泳がせ具合は何？」

　他の誰だれに言えても、お前だけには説明できねえよ。

　──まあ結局。

　そのおまじないの効果を僕が試すことはなかった。

　そういったことは、自分の力で叶えないと意味がないと思ったからである。

　茶化さず協力してくれそうな人間を四人集めることができなかったからでは、決してない。
















[image: 第二話　白水泉はよく転ぶ]




　病やみ夜や宮みや美み闇やみとは、哺ほ乳にゆう類るい霊れい長ちよう目ヒト科ヒト属に分類される吸きゆう血けつ鬼きの名前である。

　生息地・私立朝あさ霧ぎり橋ばし学園保健室。




　　　　＊




「病夜宮、いるかー？」

「いないよー」

「いるじゃねえか」

　と、くだらなかったが礼れい儀ぎとして突つっ込んでおいて、僕は保健室の戸を閉めた。

　とある日の放課後。

　いつも通りベッドの上で上半身を起こしたスタイルで病夜宮は本を読んでいた。

　近づき、鞄かばんから預かり物を取り出す。

「これ、先生からのプレゼント」

「わーい」

　と、病夜宮がおざなりな様子で喜んでみせ、読んでいた本──というか雑誌──を閉じて横に置き、宿題を受け取る。ぱらぱらと内容を確認して、はあ、と細い息を吐はいた。

「……難しくなさそうだけど、面めん倒どうそう」

　というか、と僕を見る。

「甘あま口くち君、何でまだ体操服着てるの？」

「ふっ、体操服が俺を放してくれなくてな」

　格好つけて言ってみたが、別に格好よくなかった。

　昼休みに制服がびしょ濡ぬれになり、まだ乾かわいていないのだ。

　というのも──。




　昼休み。僕は、保健室へと向かっていた。

　四時間目の授業の終わったあとで、『病夜宮係』として、宿題を持っていくよう仰おおせつかったのだ。正直面倒くさい。が、まあ、すっぽかしても心象が悪くなるだろうし（先生とか……その他にも、まあ）、素直に僕は廊ろう下かを、保健室の方へと進んでいた。

　と。

「っ、すみません」

　角を曲がってきた先生とぶつかりかけた。というか、教材とぶつかりかけた、という方が正しかったが。美術の教材を抱かかえるようにして運んでいた先生は、「ああ、すまない」と謝ってきた。僕のクラスの美術も受け持っている先生で、割と気さくな人だ。

「午後の授業は外でするつもりなんだよ」

「へえ」

　手伝いましょうか、と訊きこうか迷っている内に、「じゃあ」と、そのまま先生は教材を抱えて去ってしまった。まあ、ならいいだろう、と僕は特に気にしない。あのお人ひと好よし──白水泉なら、追いかけてでも手伝っていただろうが、僕は泉でもなければお人好しでもない。

　気にせず保健室へと再び歩き出す。が。

　情けは人の為ためならず、とはよく言ったものだ。いや、この場合にその格言を当てはめるのは牽けん強きよう付ふ会かいにすぎるだろうけれど。

　お天道様は見ている、という方があっていたかもしれない。

　まあつまり。何があったのかと言うと。

　僕が前を通るのを見計らったかのように、手洗い場の水道がいきなり壊こわれて水が噴ふき出してきたのだ。制服はびしょ濡れになるし、やって来た先生には「お前が何かしたんだろう」とあらぬ疑いをかけられるしで散々だった。

　で、結局、保健室には行けなかった。ので、まあ、放課後行こうか。




　ということである。

　今日体育があって助かった。というより、五、六時間目が体育だったので、昼休みからずっと体操服でいても目立たなかったのが助かった。ちょっと、「甘口、体育楽しみにしすぎじゃね？」とからかわれたくらいだ。

　……ん？　というか今さらだが、病夜宮がさっき『まだ体操服』という表現を使ったことに気がついた。……気にすることじゃないか。授業自体は受けていなくても、自分のクラスの時間割を把は握あくしていて何もおかしなことはない。

　そんなことを考えながら、勝手知ったる何とやら、椅い子すを持ってきて座──ろうとすると。

「そんなことよりも！」

　と、突とつ然ぜん大声で言われて、危うく椅子から滑すべり落ちかけた。

「甘口君、知ってる!?」

「何をだよ」

　僕の返事に、病夜宮は我が意を得たりとばかりに、ポーズを取った。両りよう腕うでを顔の前で交差をさせた、良識のある高校生が取っちゃあいけない格好だ。かっこをつけているようだが、テンションがおかしい。

「もちろん、今流行はやりの、踊おどる骨格標本の噂うわささ！」

　何がもちろんなのか分からなかったのでまず首をかしげた。

　で、どこかで聞いたようなフレーズであったことに、さらに首をかしげた。

　首をかしかしげていた僕は、その角度がちょうどよかったのだろう、病夜宮が読んでいた雑誌に目を止める。

　どこかで見たことあると思ったら、この前、『恋こいの叶かなうおまじない』事件カルテのとき、久く凪なぎ崎さき先生が読んでいた雑誌だ。あれはあのあと確か、没ぼつ収しゆう（ないしは略りやく奪だつ）された生徒に返へん却きやくされたはずなので、それとは別に買ってきた雑誌なのだろう。

　誰だれが？　──病夜宮が。

　この病弱少女は、校内で広まっている噂を知らなかったという事実に、女子的にそれなりにショックを受けたみたいで、こうやって女子力の向上を図っているらしかった。そこで、直接知り合いなり何なりに聞かない辺りが、人間力的にはどうなのかと思うが、まあ病夜宮らしいと言えば、ひどくらしい。おまけでつけ加えれば、『今流行り』と言ったが、その噂はもう随ずい分ぶん下火のはずだ。……そんなところも、保健室ぼっちらしいなぁ、とはとても思います。

　そんな僕の内面に気づいた様子もなく、どや顔で病夜宮は指を振ふる。

「まあ、よくある怪かい談だんなんだけどさ」

　と、かいつまんで説明してくれたところによると──詳しよう細さいについては僕も知らなかったのだが、本当によくある怪談だそうだ。

　夜中の学校に忘れ物を取りに来たら、何やら保健室が騒さわがしい。覗のぞいてみると、骨格標本が踊っていたとのこと。正直、何だそれは、と思わなくもない話なのだが、まあ怪談とはそういう一面があるのもまた事実だろう。

　まあ、なので、そこまでは分かる。

　分からないのは、病夜宮が今その話題を持ち出した理由だ。尋たずねる僕に、病夜宮は、気づかない？　と細い首を傾かたむけた。問われて、僕は無意識に保健室を見回す。何かヒントがあるのかと思ったし、何よりここには、その俎そ上じように載のっている骨格標本が──。

　と。気づいた僕に気づいたらしく、「そう」と病夜宮は頷うなずいた。

「骨格標本が無くなってるんだよ。盗ぬすまれた、のかな」

　それとも、ダンスホールにでも出かけたとか？　と、病夜宮はくすりと笑った。




　　　　＊




　そして、物語は最終局面だ。

「犯人はお前だ」

　と、僕は指し摘てきした。

「え？」と犯人は目を丸くする。「ど、どういうこと？」

「簡単な推理だよ」

　狼ろう狽ばいする犯人を見下ろし、僕は笑みを見せた。

「ホームズだって言ってるだろ。若干うろ覚えだけど」

「ホームズが？　探たん偵ていの？」

「ああ、何て言ったっけ？　ほらあれ、『不可能を皆みな殺ごろしにしてでも生き残れ！　あり得ないマストな真実よ！』みたいな奴やつ」

「『不可能を消去して、最後に残ったものが如何いかに奇き妙みようなことであっても、それが真実となる』のことを言ってるなら、うろ覚えっていうか誤訳が過ぎる……」

　マストな真実って何なのさ、と犯人。

「で、君はどんな不可能を皆殺しにしたの？」

　簡単な推理だよ、と僕は繰くり返かえす。

「ずっと保健室にいるお前の目を盗んで、かつ骨格標本まで盗むことなんてできるはずがないだろうが」

　僕の完かん璧ぺきな推理に、犯人──病夜宮美闇はそっと胸むねを撫なで下おろした。

「ああ、なんだ、そういうことか……。いや違ちがうの、それには理由が──」

「言い訳なら署で聞こうか」

「警部！　事情を説明させてください！」

　どうやら警部らしい僕は、いい加減話を進めようかと続きを促うながす。

「あのね」と、病夜宮は話し出した。「今日の五、六時間目、私たちのクラス、体育だったでしょ」

　相あい槌づちを打つ。保健室登校である病夜宮は参加はしていないが……。

「でも、調子がいいときとかは見学するようにしてるの」

　そういえば、確かに女子の体育を見学している病夜宮を、幾いく度どか見かけた覚えがあるな。男子と女子で体育の授業は別に行われるので、あまり意識していなかった。

「で、戻もどってきたら、骨格標本が無くなってたんだ。昼休みには間ま違ちがいなくあったはずなのに」

「なるほど。誰もいなかったから誰でも盗めた……って、いや、久凪崎先生は？　そのときいなかったのか？　ていうか今もいないな。またどこかでサボってんのか？」

「残念、今はちゃんと会議で席を外してるんだよ」

　残念って言い方でいいのかな？　とどうでもいいことを一いつ瞬しゆん気にしてから、どうでもいいかと首を振る。

「お姉ちゃんもそのときいなかったらしいよ。体育館まで私に付つき添そってくれたあと、そのまま保健室には戻らなかったって。別に取とり扱あつかい注ちゆう意いな薬品とかは鍵かぎのかかった棚たなに入ってるし、応急手当に来る生徒もいるからって、部屋自体の施せ錠じようはいつもしてないそうだよ」

「なるほど。やっぱり誰でも入れたってわけか……」

「そう。もし盗まれたんだとしたら、誰にでも犯行は可能だったってこと」

　なるほど、と僕はもう一度言って、頷いた。

　そして、病夜宮を見る。

「それで？」

「それで？」

　質問と同じ単語を繰り返し、白い首を傾ける病夜宮に、僕は言った。

「いや、お前が犯人じゃないっていう証しよう拠こは？」

「へ？」

「や、今のは誰にでも犯行が可能でした、っていう話だろ？　じゃあ、お前にも可能だったってことじゃん。自分が盗んだんじゃないっていう潔白はどう証明するんだ？」

「へ、あ、え？　いや、その……え？」

　と、病夜宮が黒い黒目と白い白目を白黒させて慌あわてる。

「い、いや、だって、私はやってないし……」

「犯人はみんなそう言うんだよ」

「え、いやでも、ほら……」

　目を超ちよう泳がせる病夜宮。

「…………」

「…………」

「……わ、私がやりました……？」

　何でそうなる……。

　もうちょっと追おい詰つめても面白そうだったけど、「冗じよう談だんだよ冗談」と、僕は追つい及きゆうを打ち切った。

　病夜宮がほっとした様子でまた胸を撫で下ろす。

　撫で下ろされた胸が、制服の上から想像していた──じゃない、想定していた──でもない、妄もう想そうしていた──でもなくて……光受容体から得られる情報を３Ｄモデルとして脳内レンダリングしていた以上に弾はずんで……目のやり場に困る。

　とか考える僕に気づいた様子もなく、「あー！」と病夜宮は大声を上げた。

「っていうか、今の理り屈くつだと甘口君が犯人かもしれないんじゃん！　何で私ばっかりが責められる感じになってたの!?」

「だって、僕はその時間、体育の授業で鉄てつ壁ぺきのディフェンスをしていたっていう鉄壁のアリバイがあるし」

「しまった、それがあったか！　私だって見学してたっていうアリバイがあったのに！」

「ふっふっふ。すぐに気づかなかったお前が悪い。幸運の女神には前まえ髪がみしかないんだぜ？」

　女神様の割にパンクな髪かみ形がたしてるよねー。と病夜宮。

「そういえば」

　と、僕は今さら思い出した。

「この前、『学校の七不思議について調べてほしい』、っていう投書が来てたな。同時に、『やっぱりいいです』的な紙も入ってたから伝えてなかったけど」

「よし、後半の紙は見なかったことにしよう」

「お前な……」

「いいのいいの。その人も、気になったから調べてほしい、って一度は書いたんでしょ。なら調べても問題ないよ」

　というわけで、と病夜宮が首を傾けるようにして笑う。

「犯人探しのため、情報収集にレッツゴー」




　　　　＊




「って、言ってもな」

　ベッドの上にいるときはいつも緩ゆるめているタイを締しめる病夜宮を見ながら、僕は言った。

「さっきの話によると、誰もが犯人でありうるんだろ？　どうやって犯人を探すんだよ」

「それには、まあ少し心当たり……って言っていいのかな？　思い当たることがあるから、まあ順に行こうよ」

　慣れた様子で杖つえ──ロフストランドクラッチ──を身につけた病夜宮がベッドから降りようとするので手を貸してやる。立ち上がり、制服の乱れを確認してから、長い髪を後ろに大きく払はらった。「ありがとう、甘口君」と笑う。

　保健室を出て、最初の目的地はすぐそこだった。

「まずは、ここ」

　と白い手が示したのは、保健室を出て数メートル行ったところの廊ろう下かだ。通行止めになっている。何故なぜかというと、まあ、昼休みに僕をびしょ濡ぬれにした手洗い場がある場所だからだった。水の噴ふん出しゆつ自体は止まっているが、配管か何かが経年劣れつ化かで壊こわれたらしく、業者を呼ばないと修理ができないそうだ。ただ、業者の手配がどうしてもつかなかったらしく、修理は明日あしたになるとのことだった。で、とりあえず今は通行止めにしてあると。

「──っていうのをお姉ちゃんに聞いたんだけど」

「ほう」

「でも、酷ひどいよねー」

「何が？」

「何かとどめを刺さしたのは男子生徒らしいよ」

「濡れ衣ぎぬだ！　二重の意味で！」

　二重の意味で？　と目をきょとんとさせている病夜宮に、「それはともかく」と、問いかける。

「これがどうかしたのか？」

「つまり、保健室に来るにあたって、こっちの廊下は使えなかったってことだよ。床ゆかの濡れ具合を見る限り、誰だれかが無理やり通った形けい跡せきもないし」

「なるほど」

　一応僕も確認してみたが、確かに人が通った跡あとはなかった。

「でも、若干繰り返しになるけど……それがどうかしたのか？　お前が住んでいる保健室は、別に陸りくの孤こ島とうってわけじゃないんだし、廊下が一つ通れなかったところで渡わたり廊下と体育館の方からも来られるから、状じよう況きようが変わるわけじゃないだろ？」

「それが変わるんです。というか、別に私は保健室に住んでいるわけじゃないけどね」

「え、でも、お前の名前の表札出してあるじゃねえか」

「あっはっは、そんなわけないでしょ」

　笑って否定した病夜宮は、次はこっち、と杖を突つき突き、保健室へと戻り──「……そんなわけがあったーっ！」

『保健室』と書かれたプレートに提げられた『病夜宮美闇』という表札を見て、絶ぜつ叫きようした。

「何でこんな恥はずかしいことしてあるの!?　誰が!?　何で!?」

「さあ？　でも確かしばらく前からこうしてあるぜ」

「マジで!?　全く気づかなかった！　何のために!?」

「いやだから知らないけど……表札ないと郵便屋さん困るからじゃないか？」

「いやだから、ここに住んでいない私宛あてに郵便とか届くわけない──っていうか、これお姉ちゃんの字だ！」

　筆ひつ跡せきに見覚えがあったらしい病夜宮は、杖を突いていない方の手で携けい帯たい電でん話わを取り出すと、高速で操作して耳に当てる。が、しばらくしてから舌打ちをした。

「こんなときに出やがらねえ、あの女！」

「あの女ってお前……」

　僕の呟つぶやきも聞こえていない様子で、また高速で端たん末まつを操作すると荒あら々あらしくそれをポケットにしまった。

「文句のメッセージ送っておいた！　行こう、甘口君！」

「久凪崎先生のところに？」

「違ちがう！　犯人探しの続き！」

「ああ、そっち……」

　でも、その前に、と僕は表札を指差す。

「これ、外しておこうか？　お前の許可のもとに行われてると思ってたから、別に今まで何も言ってなかったんだけど」

「え？」

　と、怒いかりも露あらわにいかり肩がたで歩き出そうとしていた病夜宮が振ふり返かえる。

「ああ、そうか、背の高い人なら届くのか。自分じゃ無理だからその発想はなかった」

　病夜宮はそう言うが、それは身長よりも、足の悪さのせいだろう。杖を突いた状態では腕うでを伸のばすことはできまい。

　お願いします、と言われ、僕はさっさと手を伸ばす。幸い、テープでくっつけられているだけだったので、あっさりと外せた。その『表札』をどうしたものか、と思ったが、とりあえず「はい」と渡しておく。病夜宮も、もらってもどうしたものか、という感じだったが、「ありがとう」と受け取った。

「ありがとう、甘口君。……こういうとき、背の高い人って頼たよりになるね」

「僕は別に男子の中じゃ高い方じゃないけどな」

　僕の言葉を謙けん遜そんと受け取ったのか何なのか、「ありがとう」と、病夜宮はもう一度笑った。

　僕はその笑顔を見て……まあ、返す言葉に困る。




「で、次のポイントはこちらです」

　と、バスガイドよろしく病夜宮が案内してくれたのは、壊れた蛇じや口ぐちから保健室を挟はさんで反対側、こちらの校舎と向かいの校舎をつなぐ渡り廊下だ。一階なので、中庭に出られたりもする。

「ふむ……」

　辺りを見回してみるが、『ポイント』と言われる由ゆ縁えんがよく分からなかった。

「今は別に何もないんだけど」

　と、病夜宮が解説してくれる。

「五、六時間目はここで美術の授業が行われていたの」

　そう言われて僕は、昼休みに美術の先生とぶつかりかけたことを思い出す。『外で授業を行う』と言っていたからもっと『外』かと思ったのだけど。

「『ここでも』っていう表現の方が正しいのかな？　美術室からデッサン用の教材をいくつか持ち出して、光の当たり具合でどんな影かげができるか、っていう授業をしてたらしく、色んな場所に散らばってデッサンをしていたそうなんだ」

「なるほど」

「で、ここにも何人か生徒がいた。二年生の女子だったんだけど、ちょうど知り合いだったしさ。訊きいてみたんだよ。『誰かこの廊下を通らなかった？』って」

「流れからして、誰も通らなかった、っていう答えだったわけだな」

　そうそう、と病夜宮が頷うなずく。

「噓うそをついている可能性はあるけどさ、あの場で私に質問されるのは想定外だったはずだし、それなのに複数人の生徒が上手く口裏を合わせられたっていうのは不可能だと判断していいと思う」

　手回しのいい奴やつだ、と聞いていて思った僕は、だが、「ん？」と首をかしげる。

「タイムテーブルなんかおかしくないか？　病夜宮、体育の授業が終わってから戻もどってきて骨格標本が無くなっていることに気づいたんだよな？　それから久凪崎先生に施せ錠じようの件とか聞いて、美術受けていた女子にも目もく撃げき証言訊きに行ったのか？」

「え？　ああ、ううん」

　と、病夜宮は首を振る。

「違う違う。私は、六時間目の授業が終わる前にここに戻ってきたの。で、骨格標本無くなってることに気づいて、お姉ちゃんに『普ふ段だんいないときは施錠どうしてるの？』って訊いて、そのときついでに、手洗い場が壊れた件も聞いて見に行って、で、渡り廊下の方行ったら、ちょうど授業が終わったところだったから、教材片づけようとしていた女子生徒に『誰か通らなかったか』って訊いたの」

「なるほど……ってか、ちょっと待て。お前それ一人で行ったのか？」

　しまった、という顔を病夜宮がした。『フィジカルガラスシンドローム』。突とつ然ぜんの貧血を起こすかもしれないので、一人では出歩いてはいけない、という話のはずだが……。

「……ちょっとだけだし、いいかな、って」

「……まあ、それをお前の姉にチクるのはまたあとにしよう。というか、それなら何でまた保健室にいたんだ？　そのまま調査に出かけたらよかったじゃないか」

「え？」

　問われた病夜宮は、不思議そうに目をしばたかせた。

「だって、甘口君がいなかったし」

　当然のようにそう言われ、しばらく考えたが意味が分からなかった。

　そんな僕を見てだろう、病夜宮もしばし首をかしげ……そのまま弾はじけるように左右に振った。

「違う違う違う！　違うの！　甘口君と一いつ緒しよじゃないと寂さびしいとかそういう意味合いのあれじゃなくてね！　甘口君がいてくれると色々と助かる、っていうそういうあれだから！　現にさっきも『表札』取ってくれたし、あんな風に甘口君がいないと困ることだって今までもあったじゃん！　だからね！　そういう意味だからね！　か、勘かん違ちがいしないでね！」

　激しくゆらめく長い髪の隙すき間まから覗のぞく首筋が真っ赤だ。そんなに全力で否定されては僕もリアクションに困る。

「甘口君、ほら、あれじゃん！　病夜宮係だし、私に『餌えさ』を持ってきてくれる飼い主みたいなものだし！　ほら！」

　ほら、だから、違うのー……うー……それにもう一つ理由が……と、火照った頰ほおを冷まそうとするかのように白い手を当てる。

　正直いやその、すげえ可愛かわいい仕草だと思ったが、だからこそ反応することができなかった。

「──で」と、話を変える。「次のポイントはどこなんだ？」

　僕の平然とした──つもりの──顔を見て、病夜宮が「え」と小さな声を出す。それが不満そうに聞こえたのは、僕の自じ意い識しき過か剰じようだろう。
















「えっとね……」

　そう言って病夜宮が杖つえを突いて歩き出す。

「次はこっち」

　何となく無言のまま、たどり着いたのは体育館に通ずる廊ろう下かだった。

「次の、っていうか最後なんだけど」

　と、病夜宮。

　そう言われて僕も気がついた。

　保健室へ行ける廊下は三つに絞しぼられる。

　一つ目が、壊こわれた手洗い場のある廊下。二つ目が、先ほどの渡り廊下。最後が、この体育館に通ずる廊下。最初の二つが使えなかった、ということは……。

「そう」

　僕の思考を読み取ったように、病夜宮が頷く。

「あの時間に保健室に行けたのは、体育館にいた人だけ──つまり、私たちのクラスに犯人がいると思うんだ」




　　　　＊




　病夜宮の言葉に、僕は考えをめぐらせる。

　まず、『私たちのクラス』という表現だが、僅わずかに語ご弊へいがある。体育の授業は二クラス合同なので、正確には『私たちと隣となりのクラス』ということに……いやいや、どうでもいいことだ。そんなどうでもいいことを気にしているのは、病夜宮の言った言葉に頭が混乱しているからだろう。

「……窓からは？」

「うん？」

「いや、窓から入った可能性があるんじゃないのか？　それなら『廊下が通れなかった云うん々ぬん』の話は無視できるだろ」

　まず、と病夜宮は白い指を立てる。

「まず保健室は、戸は施錠されていなかったけれど、窓の方はちゃんと閉まって鍵かぎがかかっていました。犯人が使用したとは思えません」

「廊下側の窓から出入りしたとか？」

「廊下側の窓の方はもちろん全部確認したりはしてないけど……」

　そもそも、と立てた指を振ふる病夜宮。

「今回の『通行止め』はそもそも偶ぐう然ぜんに起きたことじゃん。手洗い場の故障は経年劣れつ化かで今日壊れることなんて予想できないし、美術の授業だって普段は美術室で行われるのに今日、外で実じつ施しされたのはたまたまだし、さらに、あそこにいた女子に訊いたら、あの渡わたり廊下に陣じん取どったのも特に何の理由もなかったそうだよ。それを全部予想して保健室に侵しん入にゆうする算段立ててるとか、おかしな話でしょ」

「ふむ……論理的な話では、あるかな」

　でしょ、と病夜宮。

「ひとまず、『あのとき体育館にいた人が犯人だ』っていうので話を進めてみよう」

　そう言った病夜宮は、言おうかどうか迷った、というような間を少し空けた。

「……実は、犯人にはもう目星がついてるの」

「誰だれだよ？」

「まだ名前はちょっと……。でね、そこに至る過程を順に話していくから、変なところがあったら指し摘てきしてほしいかな、って」

　それが、甘口君を待ってたもう一つの理由。

　と、病夜宮が言う。

　伏ふせたまなざしの長いまつ毛を見下ろしながら、「分かった」と僕は言った。

「で、まずはどう考えたんだよ」




　　　　＊




　現場百ひやつ遍ぺん。ということもなく、特に体育館の方は見に行かなくていいらしい。

　僕たちは保健室に戻ってきた。相変わらず久凪崎先生はいない。杖を外す病夜宮に手を貸してやりながら、僕たちはいつものスタイル──ベッドの上で上半身を起こす病夜宮とその横で椅い子すに座る僕──を取る。

「消去法で考えていったんだよ」と、病夜宮。「まず、体育の授業中に──まさに授業が行われている最中に抜ぬけ出した人はいなかった。生徒も、先生も含ふくめてね」

「ふむ。……六時間目の途と中ちゆうでお前、出て行ったって言ってなかったっけ？」

「ああ、うん。もちろん、そのあとのことは分からないけれど、でも、私、体育館出たら保健室に直行したし、そのあとに出て行った人がいても無視してもいいでしょ」

　僕は頷うなずく。確かに病夜宮は杖を突ついている関係で歩くのが遅おそいが、それにしたって、こいつのあとから体育館を出て、かつ、こいつに見つからないように迂う回かいして保健室に行き骨格標本を持ち出すなんて時間的に……というか、そうか、迂回してたら、壊れた手洗い場と渡り廊下にいた美術の授業を受けていた生徒のせいで保健室にたどり着けないのか。

「というわけで、犯人は、休きゆう憩けい時間に出て行った人たちに絞られると思うんだ」

　病夜宮の言葉に、僕は再び首しゆ肯こうした。

「で」と病夜宮。「私、体育館の入り口の側そばにいたから、出て行った人たち全員覚えてるの。ただ……」

「ただ？」

　恥はずかしそうに、病夜宮は目を伏せる。

「……名前が分からない人がいる」

「……ああ」

　保健室登校で、普段クラスメイトと交流がないからか。

　仕方ないことだと思うが、病夜宮にとっては気恥ずかしいことのようだった。ごまかすように言う。「白水先せん輩ぱい状態だよ」

「泊とまりさんと自分を同じ序列で語ろうなんて百年早いんだよ！」

「ガチ切れされた……」呟つぶやく病夜宮は気を取り直したように言ってくる。「だから、今から私が出て行った人の特とく徴ちようを言うから、甘口君、名前を教えて」

「あ、いや、それだったら」

　いい物がある、と僕は立ち上がった。久凪崎先生の机に近づき、積まれた書類の山をどける。探し物はすぐに見つかった。それを手にして戻もどってくると、はい、と病夜宮に手て渡わたす。写真つきの生徒名めい簿ぼだ。

「……何で甘口君、これがあそこにあるって知ってたの？」

「いや、この前『恋こいの叶かなうおまじない』事件カルテのあとにそれ返したら、無造作に机の上に放ってたから、久凪崎先生のことだしそのまま置いてるだろうと思って」

「甘口君の、お姉ちゃんへの評価がますます下がってる気がする……」

　呟きつつも、病夜宮は名簿を開いた。『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』があるわけでもない病夜宮は、普ふ通つうにぺらぺらとめくっていって、名前を全員分確認した。

「日ひ野のさん、七なな草くささん、丹たん波ばさん、門かど前さき先生──それと、白水さん」

「……七草さんだけ知らないな。隣のクラスの女子だよな？」

　確認のために尋たずねたら、白眼視が返ってきた。

「……私たちのクラスの子だよ？」

「……ああ！」

　と、言っておく。思い出せてないのだが。まあ今の話には関係ないし。教室登校でも、交流のないクラスメイトはいるのだ、仕方がない。僕の人的記き憶おく力に問題があるわけではない。

　そんな内心を見み透すかすような目を病夜宮がしてくるが、深くは追つい及きゆうしてこなかった。「でね」と、話を続ける。

「日野さんと七草さんは、出て行ったすぐのところでおしゃべりしていてずっと声が聞こえてたの」

「一応言っとこうか。レコーダーとかを使ったトリックの可能性は？」

「ないでしょ」

　そう即そく答とうする病夜宮。

「誰が出てくるかも分からないんだから、レコーダー使って声だけしてたら、そこを通った生徒が間ま違ちがいなく不ふ審しんがるよ」

　同意見だったので、肩かたをすくめて続きを促うながす。

「丹波さんは手を怪け我がして、私と一いつ緒しよに見学してた。から、骨格標本を持ち出すなんて無理だと思う」

「はい」と、僕は手を上げる。「その怪我が欺ぎ瞞まんだった可能性」

「それも多分ないと思う。座るときに間違って手をついて、すごい痛そうな顔してたし。丹波さん、そんな演技ができるタイプじゃないと思うんだけど……」

　普ふ段だんの様子をあまり知らないからだろう。若干、自信がなさそうな表情で病夜宮が僕の顔を覗のぞき込んでくる。澄すんだ黒目にどぎまぎしてしまう。

　丹波さん──丹波凜りんは、よく言えば表裏のない、悪く言えば単純な性格の持ち主だ。

　確かに、猜さい疑ぎ心しんに満ち満ちた、この世のあらゆるものを疑うことを生きがいにしている病夜宮を騙だませるような名女優だとは、とても思えなかった。

　ので、「ああ、そうだな」と頷いてやったのだが、何故なぜだか病夜宮は不満げだ。

「何か今、甘口君とても失礼なこと考えてなかった……？」

「はっ」と、僕は笑い飛ばす。「何を証しよう拠こに、それこそ失礼なことを言うのだね」

「そんな風にキャラがぶれるときは、心にやましいことがあるときだ……」

　と、猜疑心に満ち満ちた、この世のあらゆるものを疑うことを生きがいにしているような目を向けてくる病夜宮。ほらな、僕の言った通りの性格をしてるだろ、こいつ。

　なおも何か言いたそうに病夜宮はしていたが、話を進めることを優先することにしたみたいだ。「で」と、次の人物の名を出す。

「門前先生は出て行ったけど、すぐ戻ってきたから保健室まで往復している時間はなかった」

「──あれ？」

　と僕は首をかしげる。

「門前先生でもないのか？」

「……うん」

　何か言いたげにする病夜宮に、僕は首を傾かたむけたまま、言った。

「──じゃあ、犯人いなくなるじゃねえか」

「……え？　どういうこと？」

「どういうことも何も、そのままの意味だけど。門前先生まで犯行が不可能だってんなら、犯人候補がゼロになる」

「……え、っと……」

「ああ、それともあれか。一いつ旦たん全員を否定しておいてから、実はあの人が、ってなるパターンか？」

「えっと、いや……」

　病夜宮が、どこか探るような目を向けてくる。

「えっと……甘口君、その……」

「何だよ？」

　なおも言いよどむような仕草をしてから、病夜宮は問いかけてきた。

「……私の話、聞いてた？」

「聞いてたけど？」

　病夜宮が何でそんな言いづらそうにしているかが分からない。

「えと、だったらさ、もう一人、いるよね？」

「え？」

　僕は視線を上に向け、先ほどの病夜宮の言葉を思い返す。

「日野さんと七草さん……丹波さんと……それと門前先生だろ？　全員、犯行は無理だった、ていう話だったよな？」

「…………」

　病夜宮は依い然ぜんとして困ったように眉まゆ尻じりを下げていたが、決意したように一つ頷くと、僕の目をまっすぐに見てきた。

「ごめん、甘口君が冗じよう談だんで言ってるなら、空気読まないこと言っちゃうけど……白水さんも、私、名前挙げてたよね？」

「……ああ」

　何が言いたいのかと思っていたら、そのことか。疑問が解決して僕は朗らかな気分になったが、病夜宮の表情は変わらなかった。

「何だそんなことか。その可能性なら、考えなくていいよ」

「……考えなくて、いい？」

「いやだって」

　病夜宮が何でそんな悩なやましげな顔をしているのか分からない。

「あの、お人ひと好よしが、物を盗ぬすんだりするはずがないだろ？」




　　　　＊




　僕としては、それで全てを表せるような、明確な回答だったのだが、眼前の病弱少女には納得のいかない理り屈くつであったようだ。「いや、でも……」と、何か言いかける。

　のを遮さえぎる。

「ああ、そうか、お前は、僕ほど泉とつき合い長くないもんな」

　例えばだな、と僕はあのお人好し──白水泉のエピソードを思い出す。

「中学生のときなんだけど、あいつ、交通事故に遭あったことがあるんだよ。青信号の横断歩道を渡わたろうとして、信号無視の車にはねられて」

「…………」

　病夜宮美闇は、何も言わない。

「そのあとで病院行ったらまあ骨折してるって診しん断だんだったんだが、相当の激痛だったと思うんだよ。ああ、言い忘れてたけど、僕もその場に居合わせてたんだけどな。実際、俯うつむいてすげえ苦しそうな顔しててさ。見てるこっちにも痛みが伝わってくるような」

「…………」

　病夜宮美闇は、何も言わない。

「けどさ、運転してる男の人が降りてきて、その人も動転してたんだろうな。『すみません！　母が危き篤とくって連れん絡らくがあって急いでて……』とか、言い訳してるんだよ。実際、轢ひかれた方からしたら言い訳以外の何でもないだろ。そんなの知ったことかと。僕ならそう怒ど鳴なってただろうけどな」

「…………」

　病夜宮美闇は、何も言わない。

「けど、あいつ、何て言ったと思う？　車、降りてきたその男の人に、顔上げて、それまでの痛がってる表情、噓うそみたいに消して、笑顔まで作ってさ、こう言ったんだぜ。──『それは大変ですね。お母さんのところに急いであげてください』って」

「…………」

　病夜宮美闇は、何も言わない。

「噓みたいな話だろ？　あいつ──あのお人好しは、骨折してるような状じよう況きようにおいても、自分よりも相手のことを優先するんだよ」

「…………」

「そんな馬ば鹿かみたいなお人好しが、人の物盗んだりするもんか」

　Ｑ．Ｅ．Ｄ．という代わりに僕は肩をすくめてみせた。

「さ、もう一度初めから考えてみようぜ。何か見落としが──」

　言いかけたのを。

　遮られた。

「見落としなんて、ないよ」

　病夜宮の表情が硬かたい。

「私だって何度も何度も考えたんだし。同級生を泥どろ棒ぼう呼ばわりすることになるんだもん」

「じゃあ、まだ足りないんだよ。もう一回考えたら別のアイデアが──」

「別のアイデアなんてないよ。甘口君だってさっき言ってたじゃん。『不可能を消去して、最後に残ったものが如何いかに奇き妙みようなことであっても、それが真実となる』。──甘口君がどれだけ白水さんを信じたくなくても、白水さんが犯人だってのが、真実なの」

「いやいやいやいや、そんなことあるはずがないって」

　と、僕は携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「そこまで言うなら白黒つけようじゃないか」

「どうするの？」

「本人に、訊きくんだよ」




　　　　＊




「え？　あ、うん。骨格標本持ち出したの、あたしだけど」

　バスケ部が練習している第一体育館まで出向いた──部活中に携帯電話が通じるはずもなかった──僕たちが、休きゆう憩けい時間を待って呼びつけた白水泉に事情を説明したところ、あっけからんとした表情でそう返された。

　僕と病夜宮の顔を交こう互ごに見て、「あ、あれ？」と泉が慌あわてる。

「あたし、あれ？　何かまずいこと言った？」

「……お前が、そんな奴やつだったなんて」

「え？　え？」

「お前が、学校の備品を盗み出すような奴だったなんて！」

「ちょ、はーちゃん、何いきなり言い出してるの！」

　何でもないんです何でもないんです！　と、体育館の中央を振ふり返かえり慌てたように叫さけんでから、僕の背中を押し、体育館外へと連れ出す。

　僕と、ついてきた病夜宮の顔を順に確認しながら、泉が尋たずねてくる。

「えっと、ごめんなさい、はーちゃん、一体何の話をしてるの？」

「何って……お前が骨格標本を盗み出した話だよ」

「盗み……え？」

　きょとんと目を瞬またたかせる泉。

「え？　何のこと？」

「しらばっくれるなよ。今お前が自白を──」

「ちょっと、ちょっと待って！　はーちゃん勘かん違ちがい！　勘違いしてる！」

　ポニーテールを振り乱みだして、泉が制止してくる。

「あたし、ちゃんと久凪崎先生に許可もらったわよ!?」

「……へ？」




　泉の説明によると、こういうことだった。

　体育の休憩時間に体育館の外に出た泉は、用があって渡り廊ろう下かの方に行き、転んで、そこにあったデッサン用の人形にぶつかり壊こわしてしまった。

　代わりを何か探してきます、と言ったら、人の形をしていてポーズが取れるものなら何でもいいとのことだったので、咄とつ嗟さに思いついたのがすぐ側そばの保健室にあった骨格標本だった。

　久凪崎先生の携帯電話に連絡し（『ドジっ子バタフライ・エフエクタ』によってよく怪け我がをする泉を見かねたらしく、連れん絡らく先さきを教えてくれたそうだ。怪我したときに連絡くれたら、手当の方法を教えてやるからと。意外に生徒思いである）、許可をもらって持ち出した。

　渡り廊下に持っていったら「これでいい」ということなので引き渡して、授業が終わったら保健室に戻もどしておいてくれる、と言ってくれたので、その言葉に甘えることにした。

　──ということらしい。




「……えと」と僕。「じゃあ、何で今も保健室に骨格標本ないんだ？」

　それは分からないけれど、と泉。

「間ま違ちがって他の教材と一いつ緒しよに、美術室に戻されたのかも」

　ごめんね、最後までちゃんと確認するべきだった、と申し訳なさそうな顔をされれば、「あ、まあ、いいんじゃない。どこにあるか分かってるのなら」と返すことしかできなかった。




　バスケ部の休憩時間が終わり、元気に戻っていく泉に「怪我すんなよー」と声をかけ──「大だい丈じよう夫ぶー」という返事の直後に転びかけている後ろ姿を見ると不安しかなかったが──、残された僕と病夜宮の間の気まずい空気ったら。

　……さて、どうしようか？　と病夜宮が問い、……美術室に確認しに行ってみる？　と僕が答える。が、気まずい空気に二人して視線が泳ぎ、意見もいまいちまとまらない。

　と。

　着信音が。病夜宮の携帯電話だ。

　これ幸いとばかりに、病夜宮が電話に出る。今なら、「下着の色は？」とか訊いてくる悪戯いたずら電話にだって正直に答えそうなほどはきはきした口調で、「もしもし！」と言っている。

『あ、ミヤか……』

　端たん末まつの設定か大声で話しているのか、隣となりに立っている僕にまで声が聞こえてきた。久凪崎先生だ。

『悪い悪い、ほんの冗じよう談だんのつもりだったんだよ。だけど甘口の奴も他の奴も誰だれも突つっ込こまないから逆に外すタイミングを……』

　気まずそうにそう言う久凪崎先生を遮り。

「そんなよく分かんない話よりも、お姉ちゃん！」

『分かんないってお前……会議が終わって携帯電話確認したら妹から罵ば倒とうのメッセージが盛大に届いていた私の気持ちは……』

「白水さんに骨格標本持ち出していいって言ったって、ほんと？」

　ほんと？　と言いつつも、別に疑っている調子ではなかったが。

『うん？』

　案の定、返ってきたのも肯こう定ていの返答だった。

『ああ、言ったな。六時間目の前だったかな？　何に使うのか知らんが、急いでるようだったし、あのお人ひと好よしのことだから心配もないだろうし、何も聞かずに許可したけど』

「何で、私にそのこと言ってくれなかったの？」

『へ？　いや、別にミヤに言う必要ないだろ？　訊かれたわけでもないし』

「訊いたじゃん。六時間目が終わるかどうかのときに」

『え？　……いや、あのときミヤが訊いたの、施せ錠じようがどうの、ってのだけだったよな──』

　遮さえぎるような早口で。

「……分かった、ありがとう！」

『あ、おい……』

　何やら言いかける姉の声に耳を貸さず、病夜宮は通話を終しゆう了りようさせた。僕の顔色をうかがうように見てきて、聞こえていたことが分かったのだろう、「えーと」と気まずそうに言う。「まあ、あれだよね」

　泳ぐ視線が、空中をクロールしていた。

「何事も、確認って大切だよね」

「……いや、何か教訓めいた感じでまとめようとしてるけどさ」

　お前が、と僕は釘くぎを刺さす。

「初めからちゃんと確認していたら、こんな事態には陥おちいらなかったってことだよな」

「…………」

　病夜宮が目をそらした。

　──今から思えば、確か渡わたり廊下にいた生徒に『誰か通らなかった？』と訊いて『誰も』という回答を得たと言っていたが、『誰か来なかった？』と質問すれば、『一年生が』と答えが返ってきていたわけだ。

「……まあ、あれだよね！」

　と、開き直った口調で、病夜宮が繰くり返す。

「七不思議とか都市伝説とかも、ちゃんと調べてみたらすぐ解決することも多いんだよね。何か不安に思ったら、きちんと調査してみるのが『不安病』を治す方法かな！」

「いや、だから教訓めいた話でまとめようとするな。ちゃんと調べずに『謎なぞだ』と決めつけて推理を始めた人間が」

「……もうーっ、しつこいなーっ！　ちゃんとごめんなさいって言ってるじゃん！」

「いや、言ってねえよ!?　ごめんのごの字も言ってねえよ！」

「ごーめーんーなーさーいー！　ほら、これでいいでしょ!?」

「何で逆切れしてんだよお前！」




　それからも、侃かん々かん諤がく々がく体育館の前で言い争う僕たちを行き交う生徒が不思議そうに見ていき、その声は体育館の中まで届いていたようで、何かしら？　というようにこちらの様子をうかがっていた白水泉が──また転んでいるのが視界の端はしに映った。

　──まったく、あいつは実によく転ぶ。




　　　　＊




　それと後日談として。

　骨格標本はやっぱり間違って美術室に片づけられていたそうで、その後ちゃんと保健室に戻された。

　が、そのせいで、『踊おどる骨格標本』の七不思議は、『踊り歩あるく骨格標本』へと進化を遂とげるのだが。それはまた別の話。




「ねえ、甘口君、『踊り歩く骨格標本』の話、知ってる？」

「ああ、知ってる。泉が何かばつが悪そうにしてた」

「白水さんが？　何で？」

「いや、『あたしのドジが学校中で広まってる気分になる……』だそうだ」

「あー、なるほど。……にしても」

「何だよ」

「甘口君の白水さんに対する信しん頼らいは何なのあれ」

「何なの……って言われても困るんだけど。まあ昔からのつき合いだしな」

「ふぅん……ちょっと羨うらやましいかも……」

「へ、羨ましい？　何が？」

「何でもないですよー」
















[image: 第三話　病夜宮美闇は悩みを治す]




　病やみ夜や宮みや美み闇やみ。

　という文字列を見て、人は何を思い浮うかべるだろうか。

　──呪まじないの言葉？　──何か不ふ吉きつそう。──あれだよ、お札とかに書いてある奴やつ。

　人によって様々な感想を抱いだくだろうが、まあ何にせよ、良い意味であるとは思うまい。何せ、夜の闇が病んでいるような五文字だ。

　しかし、これは。驚おどろくなかれ。

　何と人名なのである。




　　　　＊




「いや……甘あま口くち君」

　と、病夜宮が呆あきれたような顔で僕を見てきた。

「何でまた今さら私の名前の紹しよう介かいしてるのかとかにも言げん及きゆうしたいんだけど……」

　あれなの？　と長い髪かみをさらりと流して首をかしげる。

「私の名前とか貶けなさないと物語始められないシステムなの？」

「お前が何を言いたいのかさっぱり分からない」

　メタな突っ込みは封ふう殺さつするシステムだ。

　なおも不満げな顔をしている病二夜三宮五美一闇四だったが──「人の名前に返り点を打たないで。しかも文法的にめちゃめちゃ」

　メタな突っ込みは封殺するシステムだ。

　まあともかく。

　いつもながらに保健室である。

　ベッドの上で上半身を起こし、腰こしの下に枕まくらを挟はさみ、長い髪を巻き込まないように──痛いから──慎しん重ちように横に流したスタイルで、病夜宮は『家庭の医学』を読んでいた。そういえば、いつもここでそれを開いているので、てっきり保健室の備品だと思っていたが、どうやらこの血に魅み入いられたように赤い書物は、病夜宮の私物であるらしい。裏表紙をめくったところに、綺き麗れいな字でこいつの名前が書いてあった。

「今日は割と調子いいみたいだな」

　僕の言葉に、「ふふふ……」と病夜宮は声を漏もらすと、『家庭の医学』に栞しおりを挟んで閉じた。そしてそれを両手で摑つかみ──気合を込めるように目も閉じて──数回呼吸をしてから──ふるふると震ふるえる腕うでで『家庭の医学』を持ち上げ──

　そのまま脇わきのテーブルに叩たたきつけた！

「お前……泊とまりさんが見てたら殺されてるぞ……」

「いや違ちがう！　手が滑すべったの！　叩きつけたかったわけじゃない！　置きたかっただけなの！　調子がいいときならこんなくらい持てるぜ、ってところを見せたかっただけなの！」

　弁明しながら几き帳ちよう面めんに『家庭の医学』の縦横を整える病夜宮。ごほん、と咳せき払ばらいをしてから、「それで」と、訊きいてきた。

「甘口君、今日は何の用なの？」

「何で用があると思うんだよ」

「だって、何も用事がないなら普ふ通つう、放課後に保健室に来たりしないでしょ」

　それに、と。病夜宮の視線が、スキャンするように僕の全身を上下する。

「怪け我がとかしてるわけでもないみたいだし」

「？　何でそんなこと──」

　分かるんだよ、と言いかけて思い出した。

　病夜宮美闇の『特技』。

「──『アスクレピオス』」

「……そういう名前で呼ばれると、とても気き恥はずかしいものがあるんだけど」

　病夜宮の文句──というかまあ格好いい呼び名に対する照てれ隠かくしだろうけれど──には耳を貸さず、「ふぅん」と病夜宮の目を見返す。普段は漆しつ黒こくに輝かがやく瞳ひとみが、僅わずかに青みがかって見えるのは、こいつが『特技』を使っているときの特とく徴ちようだ。

『アスクレピオス』。

　見ただけで、相手の体調、怪我の有無、それらの詳くわしい症しよう状じようまで、全てが把は握あくできる『特技』である。同性相手になら、女性的固有器官──具体的表現は避さける──に関する事象まで診しん断だんできるらしい。

　泊さんの『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』と同じく、超ちよう能のう力りよくじみた力だが、こちらもあくまで『特技』の一種だ。顔の赤い人を見て「熱がある」と判断できるというのの延長線上だと、以前に病夜宮が話していた。「『家庭の医学』を私みたいに読み込めば、甘口君も同じことができるようになるよ」と。……噓うそくさい話だが。

　最初聞いたときには全く眉まゆ唾つば物ものの『特技』だったが、幾いく度どか使用している場面に遭そう遇ぐうしてからはその存在を疑っていなかった。また、意識的にオンオフできるそうで、普段は基本的にオフりっ放しらしい。

「──お前のその『アスクレピオス』ってさ」

「……だからさ、そういう風に呼ぶのはやめてほしいんだけど」

　と、やはり謙けん遜そんしてみせる病夜宮を無視して、僕は言う。

「自分の体調も分かるんだっけ？」

「うん？　まあ、それはまあ、当然」

　まあだからね、と病夜宮は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「私は、鏡を見るのが嫌きらい」

　あっけからんと言ってみせるところが、逆にそれが本音であるということを伝えていた。

　病夜宮は──当たり前、かもしれないのだが──病弱である自分の身体からだを好いてはいなかった。

　それが、『特技』を『基本的にオフりっ放し』にさせている理由でもあるのだろう。鏡なんて今の世の中いくらでもあるし、ガラスが鏡のように光を反射させることもある。どこで衝しよう突とつ事故が起こるか分からない。

「…………」

　触ふれてほしくなさそうな話題であることを感じ取った僕は、「……そういえばさ」と、話を変えてやった。つまり、病夜宮の髪の毛が撥はねているのを教えてやることはできなかったということである。

「『何も用事がないなら放課後に保健室云うん々ぬん』言ってたけど、ずっと保健室にいるお前に言われたくねえよ。そんなんだから保健室に住んでるとか噂うわさが広められるんだぜ──僕に」

「私はちゃんと必要があって残っ──『僕に』!?　あれ、その噂って甘口君が出どころなの!?」

「違う違う」

「ああよかった……」

「出どころは知らないよ。僕は広めただけだ」

「よくなかった!?　それで罪が軽くなると思ったら大おお間ま違ちがいだよ！　それはどちらも同罪だからね!?」

「弁護士を呼んでくれ。それまで私は何もしゃべらんぞ」

「しかも有罪確定の奴だーっ！」

　いやあ、的確な突つっ込みを入れてくれる奴だ。

「──で、何のために残ってるんだって？」

「日が暮れるのを待ってるの」

「吸きゆう血けつ鬼きだから？」

　違う、と病夜宮。「……いや、違わないのかな。ほら、私……」

　と、言葉を濁にごしている様子で思い当たった。『フィジカルガラスシンドローム』。紫し外がい線せんの忌き避ひ。

「全く浴びられないわけじゃないから、どうしようもないときは日ひ傘がさと日ひ陰かげで乗り切るけどさ。そのあと体調悪くなるときもあるから、できるかぎり避けたいの」

　お姉ちゃんが早く帰れるときとかは車で送ってもらったりしてるんだけど。いつもいつもそういうわけにもいかないでしょ。と言った病夜宮は、あえて明るく──といった調子で──「ところで」と話を変えた。

「そんなことより。──甘口君の『用事』はいいの？」

「用事？」

「甘口君──『病夜宮係』としてだと思うけど──何か用事があって、保健室に来たんじゃないの？」

「ああ、そうだった……」

　と、そこで、病夜宮の言い方に引っかかりを覚えた僕は、「ん？」と、病夜宮を見る。

「用事がある、って僕、言ったっけ？」

「ううん」

　と、病夜宮は首を振ふった。

「けど、甘口君、さっき『何の用なの？』って言葉を否定しなかったから、そうじゃないのかなって」

「じゃあ、『病夜宮係』としてってのは？」

「いやだって、用があるのなら、『病夜宮係』としてに決まってるじゃん」

「いや……」

　一いつ瞬しゆん言いよどんだが、結局言ってみた。

「個人的にお前に会いに来た、とかかも」

　僕の言葉に、病夜宮も一いつ瞬しゆん詰つまった。

「甘口君が、私に、個人的に用がある、っていう発想がなかった……」

「…………」

　お前の中で僕はどんな奴やつなんだ……。……まあいいんだけど。

「──で」と僕。「用件なんだけど」

「うん」

「僕たちのクラスとか担当してくれてる、門前先生いるじゃん」

「体育の？」

　尋ねる病夜宮に、僕は、そう、と頷く。

「その門前先生が、突然、休職届を出したそうなんだ」

「え？　門前先生辞めるの？」

「いや、辞職じゃなくて休職。一時的な奴だよ」

「ああ、そっち。何でまた急に」

「それが、理由が分からないそうなんだ。訊いても曖あい昧まいにはぐらかされたって」

「ふぅん……」

　と、相あい槌づちを打つ病夜宮。

「それはまた、何か不安になる話だね。自分たちの身近なことなのに、自分たちは何も知らない、ってのは」

「だろ？」と、僕。「実際、騒さわぎ、っていうほどでもないんだけど、軽く噂みたいに話してる奴もいて、お前が言うみたいに不安を覚えている生徒もいるらしい」

　つまり、と僕はまとめる。

「お前の出番ってわけだよ。生徒の悩なやみを癒いやす、保健室吸血鬼名探たん偵ていの」

「いや、そんな怖ろしく語ご呂ろの悪い二つ名を、普段から呼ばれてるみたいに呼ばないで。初めて言われたよ？」

「マジか。いい名前だと思ったんだけどな……。──で、どうだ？」

「どうだって……、何が？」

「いやだから、門前先生が突然休職する理由だよ。何か思いつかないのか？」

「って言われても──その話だけで、分かるわけがないじゃない。それとも、甘口君は何か思いついたの？」

「いや、何も」

　でしょ、と病夜宮が言い、首をかしげた。

「他に何か関連する話とかはないの？」

「あー……これはまだオフレコなんだけどな──」

　言いかけた僕は、

「──何がオフレコなんだ？」

　いきなり後ろから聞こえてきた声に、飛び上がりそうなほどに驚おどろかされた。

　保健室の入り口を振り返かえると、シャツとスラックスの上に白衣を着た長身の女性が、音もなく開けた戸を閉めているところだった。綺き麗れいに整えられた髪かみが、頰ほおの横で揺ゆれている。

「──久く凪なぎ崎さき先生、驚かさないでくださいよ」

「お前が勝手に驚いただけだろうが」

　戸を閉めた久凪崎先生は僕に一いち瞥べつくれて、自分のデスクへと近寄った。胸ポケットから煙草たばこを取り出し──かけ、病夜宮をちらりと見てやっぱりしまう。

　一応、病弱な妹の前では吸わないようにしているらしい。まあ二次喫きつ煙えんとかあるし、最近は三次喫煙というのも問題視されてきているそうだが──喫煙の六次産業化も間近である──、それでもこの人なりに、妹を大事にしているのだろう。多少口さびしそうにしながら、高い位置にある腰こしをデスクに乗せる。

「──で、悪い、話の邪じや魔ましたらしいが、何の話だったんだ？　オフレコがどうとか言ってたけど」

「ああ、ええと……門前先生のことなんですが──」

「あぁ」

　と、僕が話し終わるよりも先に、久凪崎先生の口が動く。

「私に話せることは何もないぞ」

「……いや、まだ何も言ってないじゃないですか」

「今、後うし路ろに関する話題なんて、『何で休職するんですか？』しかねえだろうが」

　誰だれのことかと一瞬思ったが、門前先生の下の名前らしい。二十代後半の久凪崎先生に対し、門前先生は確か二十代前半。先せん輩ぱい後こう輩はいとして、結構親しくしているそうだ。

「……まあ、それを訊きこうとしたんですけども」

「私に話せることは何もないからな」

　そう繰くり返して久凪崎先生は口くちの端はしを歪ゆがめた。

「何せ緘かん口こう令れいがしかれてるからな」

　その言い方は、暗に自分が何か知っていることを示すものであったが──しかし。緘口令を盾たてにするということは、知っていても話す気がないということだろう。久凪崎先生は、そういう性格だ。

「ん？」と、久凪崎先生は唐とう突とつに眉まゆをひそめ、白衣のポケットをまさぐる。携けい帯たい電でん話わを取り出し、メールでも着信したのか、ディスプレイを確認すると、嫌いやそうに盛大に舌打ちした。

「何だよ、また呼び出しかよ」

　ったく誰だ、保健医になれば一日保健室にいれて楽だなんて言ったのは……、とぶつぶつ呟つぶやきながら、出入り口に向かう。

「悪いミヤ、送ってほしいならもうちょっと待っててくれ。甘口は、用事が終わったらさっさと帰れよ」

　と、珍めずらしく教師らしいことを言った。と思ったら。

「まあ、もっと残ってたいかもしれないけどな。──ミヤがいるんだし」

　いや何言ってんだよあんた！　と僕に反論させる暇ひまも与あたえず、そんなことを言い残していく。

　なるべく平静を装って病夜宮を振り返ると、「私がいるし？」と不思議そうに首をかしげていた。「何で？」

「いや、久凪崎先生の単なる冗じよう談だんだよ」

　僕がそう応じると、あっさりと「あ、そっか」と病夜宮が頷うなずいた。その淡たん白ぱくさに、どこか不満を覚えている自分がいて、何だかなぁと我ながら思う。

「──で、何なの？」

「え!?」

　まだ掘ほり下さげてくるのか？　と思ったら、「え、何その驚き？」と返された。

「さっきのオフレコ云うん々ぬんの話だけど」

「ああ、そっちか……」

　そっち？　と病夜宮が黒髪を傾かたむけるので、「いや、えっとな」と、急いで僕は話を続ける。

「僕の知り合いがな、この前の土曜日に──一昨日おとといか──門前先生の姿を見かけたそうなんだ。学校の外でな」

「ふぅん。一人だったの？」

「ん？　そこは聞いてないけど、友達とかとじゃないか？　映画を見に行ったって言ってたし」

　僕の答えに、病夜宮はくすりと笑う。

「違ちがう違う。甘口君の知り合いじゃなくて、門前先生の方だよ」

「ん、ああそうか、そういう意味か。まったく日本語ってのは難しいな」

　勘かん違ちがいを、自分のせいではなく日本語のせいにする男がここにいた。

「『俺のパンツを洗ってくれ』だとプロポーズになるのに、『お前のパンツを洗いたい』だと変態になるからな」

　くすり、と病夜宮がまた笑う。

「前半の方でも今どきそんなプロポーズはされたくないけどね。──それで門前先生、誰かと一いつ緒しよだったの？」

「ああ──そこが、オフレコの部分なんだけどな」

　声をひそめる僕に、うん、と神しん妙みように頷く病夜宮。

「三年の阪さか神がみ虎こ太た狼ろう先輩、いるじゃん。あの怖こわい人」

「いや、私は別に全然全くあんな人怖くないけど全くね」

「…………」

　お前のその怯おびえてると思われることに対する怯えっぷり何なの一体？

「で」と、僕。「その三年二組の一いつ匹ぴき狼おおかみ、『論ロン理リウルフ』の阪神先輩がさ」

「ちょっと待って、何さらっと何か挟はさんできてるの」

「格好いいだろー。僕が考えたんだぜ」

「まあそうだろうとは思ったけど……」

　で、その阪神先輩が？　と病夜宮。

「話の流れからいって、ひょっとして、阪神先輩が門前先生と一緒にいたってこと？」

「ああ」

　と、僕は頷く。

「二人でファーストフード店にいたらしい。で、僕の知り合いは二人から離はなれた席に座ってて基本、話聞こえなかったそうなんだけど、トイレに立ったときに、少しだけ会話が聞こえてきたらしくて」

「何て？」

「阪神先輩が門前先生に向かって、こう言っていたそうだ」

　一いつ拍ぱく、間を置いて言う。




「──『やめろ』って」




　その言葉の意味が充じゆう分ぶんに浸しん透とうするように、数秒待ってから口を開いた。

「それが一昨日の土曜日。僕が昨日その話を聞いたときは、単なる世間話で終わったんだけど。月曜日になったら、この休職騒そう動どうだ」

　……さて。と僕は言う。

「いかにも何か、ありそうじゃないか？」

「それは確かに……関係ないって思う方が、どうかしてる気がするね」

「阪神先輩が、何か門前先生の弱みにつけ込んで、脅きよう迫はくしたってことか？」

「そうとは、断定できないけれど……」

　肯こう定ていはしなかったが、そう言葉を濁にごすということは、病夜宮もそれを疑っているということだろう。
















「──だったらさ」と、僕。「何で『休職願』なんだろうな？」

「……つまり、何で『辞職』じゃないか、ってこと？」

　ああ、と頷く僕に、病夜宮はしばし考え込む顔をしていたが、静かに首を横に振ふった。長い髪が滑なめらかに宙を舞まう。

「分からない」から、と続けた。「もっと情報が欲しいかな」

「阪神先輩に会いに行くか？」

「それはちょっと……」

　怖いわけじゃないんだよ？　怖いわけじゃないからね？　と念を押すように繰り返す。

「ちなみにそれ、『病夜宮係』として投書とか来てたりしてる？」

「いや、別に。……けどまあ、いいんじゃないか。結構校内でも気にしてる生徒いるみたいだし」

「だよね。じゃあさあ、その、例えば、甘口君、その知り合いの人から話を聞くことって、できる？」

「ああ、できる。……というか」

「というか？」

　押しつけがましくならないように気をつけながら、僕は言った。

「お前がそう言うと思って、約束取りつけておいた」

　僕の言葉に、病夜宮が目を丸くする。黒々とした黒目がきらきらと輝かがやいた。それから、小首をかしげるような可愛かわいらしい仕草とともに、笑う。

「ありがとう、甘口君」

　その笑顔を眩まぶしく思いながら、僕は肩かたをすくめた。

「どういたしまして」




　　　　＊




　制服の上着を着て、杖つえをつけて、慎しん重ちように立ち上がる病弱少女に手を貸してやり、ともに保健室を出る。向かったのは体育館だ。

　開け放たれた扉とびらの向こうから、ボールを突つく音、シューズが床ゆかを擦こする音、人が跳とぶ気配が伝わってくる。バスケ部の練習中だ。邪じや魔まにならないように入り口の外で少し待ち、休きゆう憩けいの声が聞こえてきたので、中を覗のぞいた。熱気が顔に当たる。何人かがこちらに気づき、その内の一人が探している人物だったので、手間が省けた。左手首のリストバンドで汗あせを拭ぬぐっていたその人物が、ぱたぱたとポニーテールを揺ゆらしてこちらへとやって来る。

「何だ」と病夜宮。「『知り合い』なんて言い方するから誰だれかと思ってたら、白しら水みずさんじゃない」

　白水泉いずみは朗らかな笑顔を浮うかべると、僕と病夜宮に順に挨あい拶さつをしてきた。それから、僕に視線を据すえて一層笑みを深める。

「どうかしたの、はーちゃん？　誰かに用事？　呼んできてあげるわよ」

　その一つの台詞せりふに、泉の特とく徴ちようが漏もれなく凝ぎよう縮しゆくされていた。『底なし沼のお人好しスポイト・スポイラー』と『ドジっ子バタフライ・エフエクタ』。晴れやかな笑顔からして明らかだが、昼休みに伝えた約束はすっかり忘れられているようだ。『お前がそう言うと思って、約束取りつけておいた』と格好をつけた僕の言葉が台無しである。

「…………」

　僕のジト目に、泉が困った顔をする。

「あ、あれ？　あたし、何か変なこと言った？」

「……今日の昼、お前が卵焼きを頰ほお張ばってるときに言った言葉、覚えてるか？」

　数秒きょとんとしていた泉だったが、「──ああっ！」と大声を上げ、集まった周りの視線に振り返かえって何度も頭を下げる。すみませんすみません、何でもないんです！　……どうでもいいことだが、頭の上下運動に合わせて馬の尻尾しつぽが僕に当たりとても鬱うつ陶とうしい。

　振り向むき直してきた泉が、ひそめた声で言う。

「……阪神先輩のことね」

　そして、ちらりと視線を病夜宮に向けた。泉には、病夜宮が阪神先輩のことが好きで話を聞きたがっている、と説明したのだ。状じよう況きようの説明が面めん倒どうだったので。

「……じゃあ」

　と、泉は体育館の壁かべにかかった時計を振り返った。

「ちょっとだけ待ってて。今日、先生いなくて、練習早く終わる予定だから」

　休憩終わりー、という声に泉は、こちらに小さく手を振って走っていく。




　保健室に鞄を取りに行ったあと病夜宮と一緒にそのまま体育館の外で待っていると、本当に間もなく練習終しゆう了りようの声が聞こえてきた（じゃあ、何であんなタイミングで休憩挟はさんだんだ、という感じだが）。練習用ユニフォームを着た女子部員たちが、おしゃべりをしながら出てくる。上級生らしき女子が多いのは、一年は片づけのために残っているからだろう。一いつ旦たん途と切ぎれた人波が、今度は一年生を構成要員として復活する。その中に泉の顔を探す──が、いない。完全に誰も出てこなくなり、病夜宮と顔を見合わせてから中を覗くと──。

　そこには誰もいなかった！

　噓うそである。泉が一人──何故なぜか──残り、片づけをしていた。

「……何お前、いじめられてるの？」

「え？」

　と、振り返った泉が、両りよう脇わきに抱かかえたバスケットボールを見下ろしてから、違ちがう違う！　と慌あわてた様子でポニーテールを左右に振る。その拍ひよう子しにボールがすっぽ抜ぬけ、「あうっ」と呻うめいた。こっちに跳はねてきたバスケットボールを僕は、片手で持ち上げる。つもりだったが、思いの外分厚いわ重いわで取り落としても格好悪いので、両手でしっかりとホールドした（二度目）。

　病夜宮をそのまま待たせ上うわ履ばきを脱ぬいで中に入って──体育館はまた別に靴くつを履はき替かえないといけないのだ。今は持ってないけど──ボールを泉に渡わたしてやる。ありがとう、と満面の笑みを幼おさな馴な染じみは浮かべた。

「……何で、お前一人で残ってんの？　いじめられてるのか？」

「違うわよ」

　と、胸を張る泉。

「あたし、みんなと超ちよう仲いいもの」

　ただ、と胸を張り続ける泉。

「あたしのドジで一度片づけたボール散らかしちゃったから、もう一回片づけてもらうのも悪いし、帰ってもらったの」

　胸を張って言うことじゃないと思うが……。

「そこで、『構わないよ。一いつ緒しよに片づけよう』って言ってくれないってことは、仲悪いんじゃねえの？」

「言ってくれたわよ。だけど、あたしが断ったの」

　……まったくこいつは……。そして、他の部員たち。こいつの扱あつかい方が分かってねえな。

　ため息をついてから、僕は足下にあった他のボールを拾い上げた。

「あ、いいわよ、はーちゃん！　あたしが片づけるから！」

「いいから。僕も片づけたい気分なんだよ。──僕にも片づけをさせろ」

　そう言えば──

「……うん！」

　人の頼みを断ることを知らない僕の幼馴染みは、嬉うれしそうな笑顔で首を縦に振るのだった。




　お待たせしました、と体育館の外にいた病夜宮に頭を下げた泉は、ごめんもうちょっとだけ待っててね、と更こう衣い室へと向かった。ユニフォームのままで帰る運動部員も多い中、わざわざ制服に着き替がえてくるそうだ。「白水さんらしいね」「だな」と病夜宮と僕。

　やがてデオドラントの香かおりとともに戻もどってきた泉と一緒に下げ駄た箱ばこへ。

　靴を履き替え、戸の前で一いつ旦たん止まる。鞄かばんから折りたたみの日ひ傘がさを取り出した病夜宮に、「鞄持つよ」と手を差し出した。「ありがとう」という笑顔とともに渡された鞄と自分の鞄の二つをどう持とうかと呻しん吟ぎんしていると、隣となりに立つ幼馴染みと目が合った。

「……何だよ？」

「いえ、何もー」

　日傘を持った手と反対側の腕うでで杖を突き、ゆっくりと歩く病夜宮のペースに合わせてまずは校舎の外から保健室へ向かう。床ゆか上うえまで開閉する、窓と扉の中間くらいの出入り口があり、僕だけが靴を脱いでそこから中に入った。すぐ側そばに置かれている車くるま椅い子すを持ち出す。

　病夜宮の物である。校舎内とかの短たん距きよ離りでは杖を使っている病夜宮だったが、屋外等の長ちよう距きよ離りを移動するときには車椅子を使用しているそうなのだ。

　出入り口から外に出し、そこで停めてやると、「ありがとう、甘口君」と病夜宮は座面に腰こしかけた。日傘を持ったまま窮きゆう屈くつそうに杖を外そうとするので、日傘を持って差しかけてやる。またお礼を言って、外した杖を車椅子に固定した病夜宮は、長い髪かみが巻き込まれないように丁てい寧ねいに後ろでまとめた。日傘を返し、「押してやろうか？」と尋たずねると、「お願いします」という返答。

　片手で操作できる電動車椅子なので、日傘を差したままでも一人で移動できるのだが、人に押してもらうのが好きらしい。「この快感は、車くるま椅い子さーーにしか分からないね」と謎なぞの造語とともに以前力説していた。

　じゃあ、代わりに鞄持っててくれよ、と病夜宮の鞄を返すと同時に僕の鞄も渡す。そして、病夜宮の背後に回ると──それまでずっと黙だまっていた泉と、また目が合った。

「……何だよ？」

「いえ、何もー」

　そのまま学校を出る。

　本題の話は落ち着いた場所でしようと、しばらく世間話をし、下校路の途と中ちゆうにあるファーストフード店に寄った。車椅子の人でも利用しやすいように、テーブル間のスペースが広めに取られている店らしい（泉・談）。

　二人に席を取っておいてもらい、僕がレジに並ぶ。商品を受け取って、店内を見回すと、大声が僕を呼んだ。

「はーちゃん、こっち！」

　割合混んでいて騒さわがしかったのだが、それでもよく通る大きな声だった。当然、注目が集まる。『はーちゃん』を見た人間が半分と、泉を見た人間が半分。周囲の視線を受けて身を小さくする泉の正面で、病夜宮がくすりと笑った。

「お前な」

　と、病夜宮の隣に座りながら僕。

「そんな叫さけばなくても、大だい丈じよう夫ぶだから」

「だって……はーちゃん、気づかないといけないと思って……」

　俯うつむいているせいで、ポニーテールではなくパピーテールのようだ。

　そんなシュンとされたら、それ以上文句を言えようはずもなかった。

「ありがとな」と言うと、ばっ、と顔を上げ、「うん！」と笑顔になる。

　四人がけのテーブルの中央に商品を載のせたトレイを置くと、さっそく泉がハンバーガーを手に取った。

「一応言っておくと、晩ご飯前だぞ？」

「大丈夫。お母さんが作ってくれたご飯もちゃんと食べる」

　凜り々りしくそう宣言する泉がハンバーガーを食べ終わるのを待って──待っている僕と病夜宮に遠えん慮りよし急いで飲み込もうとして盛大に咳せき込み慌てて口にしたコーラでさらにむせ病夜宮の制服を炭酸飲料でべたべたにしテーブルに頭を打ちつけんばかりに謝ってまた店内の注目を集めるという一幕を経たのちに──僕たちは『本題』に入った。




「阪神先せん輩ぱいの話……よね」

　と、確認するように呟つぶやいた泉は、病夜宮を見る。

「あのね、病夜宮さん、これはあくまであたしの主観が入った話だからね。間ま違ちがってる可能性も大いにあるからね。変なこと言っても、気にしない方がいいかもだから」

　気き遣づかうようなその態度を不ふ審しんに思ったのだろう、病夜宮が僕の耳に口を寄せた。囁ささやく吐と息いきが頰ほおにかかり──いやまあその。「……白水さんに、何て言って約束をとりつけたの？」

「お前が阪神先輩のこと好きで、話を聞きたがってるって」

「…………」

「何だよその顔」

「安直だな、って。まあ、好きな人についての話を聞きたいっていうのは自然なこと……」

　何故かそこで言葉を濁にごす病夜宮。しまった図書室で私……とか呟くのを不審に思い僕は隣を見て、そんな僕たちを正面に座った泉が不思議そうに見てきた。

「内ない緒しよの話？　あたし、席外しましょうか？」

「いや」と僕は首を振ふる。「話を始めてくれ」

「えーとね……」と泉は言葉をまとめるように宙を見てから、口を開いた。「一昨日おととい、土曜日ね、友達と映画を見に行ったの」

　隣の市の名を挙げる。そこでしかやっていない映画だったそうだ。

「で、その帰りに、ここみたいなファーストフード店に寄ったの。──そうしたら、そこのお店に、その、二人がいたのよ」

　門前先生と阪神先輩が。そうはっきりと口にしなかったのは、他の客の耳を気にしてだろう。声量は抑おさえているし、私立朝あさ霧ぎり橋ばし学園の生徒が周囲にいない──バスケ部の練習が中ちゆう途と半はん端ぱな時間に終わったこともあって、ちょうどエアポケット的な時間のようだ──席を選んだみたいだが、あまり穏おん当とうではない内容になる。警けい戒かいしてしすぎることはない。

「地元じゃないし、一番奥の席に座っていたしで、二人ともあたしたちのことに気づかなかった──と思う。少なくとも態度には何も出てなかった。友達も、気づいていないみたいだった」

「むしろ、それ」と僕。「よくお前気づいたよな。阪神先輩は有名人らしいけど、門前先生とか体育のときくらいしか接点ないだろ」

　え？　という顔を横にいる病夜宮がして、「え？」という声が正面から聞こえてきた。

「あ、れ？　はーちゃん、知らないの？」

　何が？　と問う僕に、泉が戸と惑まどいの混じった表情で言ってくる。

「門前先生、バスケ部の顧こ問もんよ」

「……え？」

「だからさっき言ったじゃない。『先生いないから、早く練習終わる』って」

「……あー」

　確かに言われたが、それだけで気づけ、ってのは酷こくだろう。この事実を知っていたらしき病夜宮に、ちょっと呆あきれたような顔をされる。

「それで」と僕は話を戻した。「二人はどんな話をしてた──ってのは、そうか、聞こえなかったんだよな」

　それは事前に聞いていた。

「そう、離はなれた席に座ったから」

　と、頷うなずいて泉は続ける。

「先生と生徒が、学校の外で会うとか、普ふ通つうないじゃない。それで『え？』って思ったのもあったし──それに何より、二人の雰ふん囲い気きがすごく真しん剣けんで、近寄りがたい空気があったから」

「それに」と病夜宮。「阪神先輩、怖こわい人だもんね──あ、私は別に怖くないけどね」

「へえ、そうなんだ。病夜宮さんすごいわね」

　素直に賞賛する泉に、病夜宮がちょっと気まずそうな顔をした。そんな顔するなら、そんな噓うそつくなよ。

「で、そのあとだよな。肝かん心じんの言葉を聞いたのは」

　ええ、と泉は首を縦に振る。口を開きかけて、緊きん張ちようで渇かわいた喉のどを潤うるおそうというかのように、コーラのストローを咥くわえた。

　そして、むせた。

　…………。お前、炭酸苦手なんじゃないの、実は。

　幸い今度はテーブルの対面までは届かなかった。げっほごっほ、と盛大に咳き込んでいる泉に紙ナプキンを渡わたしてやる。

「あ……ありがとう、はーちゃん。ごめん……ね、こんな見苦しいところ……見せちゃって」

　こんなときにまで他人の心配を優先するお人ひと好よしなのだった。

　喉が落ち着いたのちに、もう一度謝ってから、泉は続けた。

「──でね、ちょっとしてからあたしお手洗いに立ったのよ」

「へえ、何分くらいだ？」

「…………」泉が沈ちん黙もくし、

「……最低」病夜宮に罵ののしられた。

「え、何そのリアクション!?」

「いやだって……」

　と、半眼の病夜宮。

「女の子にトイレの時間訊きくとか……」

「え、あ、そういうこと！　違ちがう、違います！　入店してからの経過時間について質問したんだ！」

「ああ、そういうこと……」

　えっとね、と泉。

「何分だったかしら……多分三十分は経ってなかったと思うけど……」

　お人好しにも真剣に悩なやみ始める泉に、ちょっと訊いただけだからと続きを促うながす。

「それで、二人の席の近くを通ったんだけど──」

　そのときに、聞こえたのよ、と泉は目を伏ふせた。

「──阪神先輩が、門前先生に『やめろ』って言ってるのを」
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「ふぅん……」と病夜宮が腕うでを組む。「それに対して、門前先生、何て返してたの？」

「何も。黙り込んで、何か考えている様子だった」

「白水さんが戻もどってきたときも？」

「ううん、あたしがお手洗いから戻ったときには、二人とももういなくなってた」

　ふぅん、ともう一度言って、病夜宮がジュースを手に取る。しかし、中身がないことに気づいて、そのままテーブルに戻した。

「席に戻ったとき、白水さんの友達、何か言ってなかった？」

「ううん、何も」

「だったら、特別騒ぎになることもなく普通に二人とも出て行った、ってことか……」

　呟く病夜宮を見つめて、泉が真剣な面持ちで言った。

「だけどね、病夜宮さん、『やめろ』って言ったとかっていうの、きっとあたしの聞き間違いだと思うのよ」

「へ、そうなの？」

　いきなりの発言撤てつ回かいに、病夜宮が大きな目をきょとんとしばたかせる。

「そうよ」

　と、泉が相手の戸惑いを吹ふき飛ばそうというかのように、力強く頷いた。

　──その仕草を見て、僕は嫌いやな予感を抱いだく。

「確かに、阪神先輩、あまりよい噂うわさを聞かない人だけど、だけどだからといって、先生を脅おどすようなことをする人だとは思わないわ」

「何で？」

　そう病夜宮が訊いたのは、当然のことであっただろう。泉の説明は、明らかに文節の接続がおかしかった。──そして、泉は本来、その程度の論理的思考もできない人間ではない。

　だが。

　膨ふくらむ僕の不安を裏づけるかのように、泉はその回答を用意しておらず、「えっとその……」と言葉を濁した。

「……でもでも」とまるでごまかすかのように話を続ける。「きっとそうよ」

「はあ」

「だからね、病夜宮さん、だから気落ちしなくていいと思うの」

「はあ、気落ち──え？」

「『やめろ』って言ったっていうのも、きっとあたしの聞き間違いだから」

　そこまで言われて、病夜宮はようやく自分が何故なぜか励はげまされていることに気づいたようだ。

「えぇと、白水さん？　一体何の話を──」

　もごもごと口ごもるような声は、泉には届かなかった。

「だからね」と、また言う泉。「病夜宮さん、阪神先せん輩ぱいのこと、嫌きらいになる必要とかないと思うわ、あたしは」

「うん、あ、え？　……あー」

　そんな設定になってたなー、という顔を病夜宮がする。それから僕を睨にらんだ。甘口君のせいで面めん倒どうなことになった。とその透すき通とおった黒目が語っているのが読み取れたが、悪い、と答えた僕のアイコンタクトは伝わったかどうか。

「ほんとほんと」

　何も言わない病夜宮が、まだ落ち込んでいると思ったのか、泉の声が普ふ段だん以上に明るくて──嫌な予感しかしない。

「阪神先輩、怖い人だけど、剣けん道どうすごいらしいし、よく見ると、結構かっこいい感じでもあるし」

「──だけどさ」

　と、僕は泉の言葉に割り込んだ。

　嫌な予感を胸に。

「聞き間ま違ちがいだってんなら、阪神先輩は本当は何て言ったんだ？　それに、門前先生が休職する件は？　単なる偶ぐう然ぜんだってのか？」

　僕の水を差す言葉に、泉は途と端たんに火が消えたように静かになった。

「それは……分からないけれど」

　テーブルを見つめて、ぼそぼそと答える。さっきまでの躁そう状態が噓のような、沈しずみ込んだ態度だ。その豹ひよう変へんぶりに、病夜宮が不思議そうな顔をしているのが、泉を見ている僕の視界の端はしに映る。

　そして──僕は思った。

　やっぱり、と。

　──やっぱり、こいつが病夜宮を励ましていたのは、病夜宮のためじゃない。




　──自分のためだ。
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　白水泉。

　絶対的なお人好しであるこいつには、それが故に、一つ弱点がある。

　他者に優しくすることを至上命題としているからか──

　他人に厳しい者の存在に極きよく端たんに弱いのだ。

　その『弱さ』というのも、厳しいことを言われたときにショックが大きいといった類たぐいのものではなく──厳しいことを言う人間が存在しているという、その事実そのものに、『弱い』のである。

　相手に厳しくするという行こう為いが、そもそも理解できないからだろうか。そういった行動を取る人間の存在によって、自分の『お人好し』という体質を否定されたように感じるからか。

　それは分からないが、ともかく白水泉は他者に厳しい人間が存在するという事実に極端に『弱い』──むしろ、そういった事実に対して恐きよう怖ふを覚えてしまう、といった方がいいかもしれない。

　同じ論理で、白水泉は悪人の存在を決して認めない傾けい向こうにある。

　一いつ般ぱんの人間は悪人──例えば、詐さ欺ぎ師しに騙だまされたときにどう考えるか？

『相手が悪い』と、当然にそう思うだろう。

　だが、こいつは──

『相手にもやむにやまれぬ事情があったんだ』

　と、そう思う──思い込むのである。

　白水泉にとって、この世界に悪人など一人もいないのだ。

　完全なる性善説論者なのであった。

　お人好しもここに極まれりだ。

　白水姉妹の姉は、他人の心が理解できず──

　白水姉妹の妹は、他人の心を理解するのを恐おそれているのである。

　理解したとき、その悪意に、自分の心が耐たえられないかもしれないから。

　だから、僕はときどき、こいつに『厳しい』話を向けることにしている。

　こいつが、この世界で生きていけるほどの耐たい久きゆう力を身につけられるように。

　単なるおせっかいに過ぎないのは分かっている。僕がそう思うのが、偽ぎ善ぜんに過ぎないのも分かっている。そんなことを偉えらそうに言えるほど、僕が立派な人間でないことも分かっている。

　だが。だけど。

　──あんな、涙なみだのたまった笑顔を見るのは、二度とごめんだから。
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　だから、泉は、病夜宮を励ます振ふりをして（もちろん、その好意自体には一片の曇くもりもないのだろうけど）、自らの心を鼓こ舞ぶしていたのである。テーブルの向こうで俯うつむき、もう残り僅わずかになったコーラのカップを見つめている幼おさな馴な染じみの少女を見ながら、僕はそう思う。

「……えーと」

　病夜宮が、僕と泉との間に、その理由はともかく暗雲が垂れ込めているのには気づいたようで、語るべき言葉はまだ見つかってないけど、とりあえず声を出してみたという風な感じでそう言い、僕たちを交こう互ごに見た。

「……えぇと……、……そうっ、白水さん、きっとそうだよ！」

　名前を呼ばれたのに顔も上げない少女に戸と惑まどった様子を見せながらも、病夜宮は泉に向かって明るく声をかける。

「阪神先輩にはきっと何か事情があったんだよ。それに、『やめろ』ってのも何か別の意味があったり、何か他の言葉を聞き違えたのかもしれないし！」

「……そう……なの、かな……？」

　泉が姉そっくりの儚はかなげな口調で言うと、僅かに視線を上げ、病夜宮を見て次いで僕を見た。「…………」

　数秒、間を置いて、──言い過ぎたかな……。そう思い、僕は首を縦に振った。

「……ああ、そうだろうな。多分、阪神先輩の言葉をお前が聞き間違えたんだよ」

　弾はじかれたように顔を僕に向ける泉。何故なぜかこいつは、良くも悪くも僕の話に異常なほどに影えい響きようを受ける傾向にあるのだ。そんな少女に向かって、僕はさらに言い募つのった。

「もしくは、病夜宮の言う通りに意味を取り違えたのかもな。日本語ってのは、難しいんだぜ？」

　例えば、この前読んだ本にな、面白い日本語クイズが載のってたんだけどな。と僕。

「ある男の子が、お父さんに『人の嫌がることを積極的にしろ』って教えられたから、お父さんに対してその通りにしたら、怒おこられた。さて、何故でしょう──って問題なんだが」

「文字通りに、お父さんが嫌に思うことをお父さんに対してしたからでしょ」

「……即そく答とうとはさすがだな、病夜宮……」

　僕の称しよう賛さんに、むしろ困こん惑わくしたように病夜宮は言った。

「いや、自信満々に今のクイズを紹しよう介かいしてくれた甘口君には悪いんだけど……、それ、かなり有名な問題だよ」

「えっ、そうなの？」

　と、驚おどろいた僕は、問いかけるように泉を見る。

「うん……、あたしも知ってた」

　まださっきの話のダメージを引きずっているのか、少しだけ元気のない口調で泉が答えた。

「…………」

　二人の、──え？　そんなことも知らなかったの？　という視線に晒さらされた僕は、

「日本語って難しいものだよな！」

　と、もう一回言っておいて、とっておきの例を出すことにした！

「『毎朝お前のみそ汁しるを飲みたい』だとプロポーズになるのに、『毎朝お前にみそ汁を飲ませたい』だと強要罪になるからな！」

　日本語って難しいものだな例・プロポーズバージョンその二！

　どうだ！

「……はは」

　泉はやや受けだった。

　タイミングを外したのか、さっきは楽しそうに笑ってくれた病夜宮も半笑いだった。

　…………。まあ、だが泉が何となく調子を取り戻もどしたような表情になったから、よしとするか。それが狙ねらいだったんだしな。……ほんとだよ？

「──さてと」

　僕は携けい帯たい電でん話わの時刻表示に目を落とした。

「もうこんな時間だし、そろそろお開きにするか」

　僕がハンバーガーの包み紙とドリンクのカップが載ったトレイを持ち上げようとすると、「あっ、待って、まだ残ってるの」と、泉がカップを取り上げ、ストローを口に咥くわえる。

　一気に残りのコーラを吸い上げ、そして、むせた。

　…………。

　お前、マジで二度とコーラを飲むな。

　立ち上がるために中ちゆう腰ごしになったところに至し近きん距きよ離りからコーラを吹ふきかけられた僕は、炭酸が目に入った激痛に耐えながら、マジでそう思った。
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　その日は結局、特に解決への糸口が見つかることもなく、そのまま解散という流れになった。病夜宮の携帯電話へ連れん絡らくしてきた久凪崎先生が妹（病夜宮）を車で迎むかえに来て、僕と泉もついでということで家まで送ってもらう。そして、翌日。

　昼休み。弁当を食べ終えた僕は、プリントを一枚持って保健室の戸を開けた。

「よう、病夜宮いるかー……って、あれ？」

　病夜宮がいつも占せん有ゆうしている一番奥のベッド。普ふ段だん、放課後に来たときには開いているカーテンが今は引かれており、ベッドとその周囲を遮さえぎっていた。

　薄うすい素材のため窓からの光で僅かに透すけて見え、制服の上着らしきものが壁かべにかけられているのが分かる。誰だれかが寝ねそべっているのか布団が丸く膨ふくらんでいた。じっと身動きをしていない。カーテンと床ゆかの隙すき間まに、上うわ履ばきが置いてあった。

「ミヤなら、今はお休み中だぞ、甘口」

　開いた戸の正面で、デスクに向かい頰ほお杖づえをつき雑誌を読んでいた久凪崎先生が、顔も上げずに言う。

「お休み中？　何だ病夜宮の奴やつ、調子悪いんですか？」

「あ？」

　と、久凪崎先生が頰に手を当てたまま視線を上げ、意外そうに訊きいてきた。

「何だ、お前、昼休みに保健室来たことなかったっけ？」

「はい。普段は放課後ばっかりだし」

「なら知らなくても仕方ねえか」

　興味なさげに雑誌に目を戻しながら言う久凪崎先生。

「ミヤは、いつも昼食った後、お昼ひる寝ねしてんだよ」

「……お昼寝？」

　ああ、と久凪崎先生がページを繰くる。

「食べてすぐ寝ると牛になるって言うが、ミヤが言うにはむしろ、短い昼寝をした方が身体からだにいいんだとさ。熟じゆく睡すいし過ぎないようにアラームをかけてな」

「……何その、お腹なか一いつ杯ぱいで眠ねむたい目を擦こすって午後からの授業を受けている教室登校を腹立たせる保健室登校は」

「私に文句を言うな。ミヤの習慣なんだから」

　病夜宮の調子が悪いのかと尋たずねたけど、言ってしまえば、あいつはいつも調子が悪い。

「私だって被ひ害がい者しやなんだからな」

　と、久凪崎先生が不満げに続ける。

「こんな妹でも、生徒は生徒。寝てる間に何か悪戯いたずらする人間がいねえように、基本的に昼休みはずっと保健室にいないといけねえんだよ。お陰かげで、こいつが入学してからこっち、私は昼休みに煙草たばこも買いに行けないんだ」

「病夜宮がいなくても、仕事中に煙草を買いに行くな」

「ああ、保健室に煙草の自じ販はん機きでも置いてくんねえかなー」

「置いてくれるわけがないでしょうが」

「何で甘口が決めつけるんだよ。ここは私の城だぞ。ここのルールは私が決める。保健室のルールブックはこの私だ」

「なら、僕はルールブック改かい訂てい版です」

「ああ、だったら、しゃーねえな」

「仕方ないんだ!?」

「何言ってんだよ、改訂版の方が偉いに決まってるじゃねえか」

　一応乗ってくれてはいるが、こんなやり取りどうでもいいとばかりに久凪崎先生は視線も上げない。

「偉いついでにどうだ？　ミヤに悪戯でもしてくか？」

「……ついで、ですかそれは？」

「眠るお姫ひめ様に必要なのは、王子様の熱いキッスだろ？」

「僕は王子様って柄がらじゃないですよ」

「姉の私が言うのも何だが、結構可愛かわいいだろう、あいつ」

「…………」

「おっ」

　と、久凪崎先生が意外そうに顔を上げる。そこに貼はりついているのは猫ねこが鼠ねずみを見つけたときのにやにや笑いだ。

「何だ、否定しないってことは、甘口もそう思ってるのか」

「……どう思ってるにせよ、実の姉の前で今の言葉は反対できないでしょう」

「でも、本当は、お前もそう思ってるんだろ？」

　口くちの端はしを上げ、重ねて問うてくる久凪崎先生。僕はちらりとベッドの方に視線を向け、カーテンの向こうの影が微び動どうだにしないことを確認してから、肩かたをすくめてみせた。

「……まあ、否定はしませんけどね」

「だろ？　こいつは私の自じ慢まんの妹なんだよ」

　と、得意げに久凪崎先生は笑う。

「……じゃあ、駄だ目めじゃないですか。そんな大事な妹を僕みたいなどこの馬の骨か分からない奴に悪戯させたら」

「おう、もちろんだとも。だから、甘口が調子に乗って実行しようとしたら、お前の腕うでをねじり上げて、他の教師を呼んでそのまま停学処分にしてやるつもりだった」

「…………」

　僕はおそろしい罠わなに引っかけられるところだったようだ。うっかり手を出そうとしなくてよかった。

「片思いしている相手のお姉さんが手助けをしてくれるとか、恋れん愛あいにそのようなショートカットはないのだよ、少年」

「ちょっと待ってください。その言い方だったら僕が病夜宮のことを好きみたいじゃないですか」

「あ？　何だよ、今さら言い逃のがれするつもりか？　お前、さっきミヤのこと可愛いと思うって言ったじゃねえか」

「可愛いと思うって言ったんじゃなくて、結構可愛いと久凪崎先生が言うのを否定しなかったんですよ」

「一いつ緒しよじゃねえか」

「全然違ちがいます。僕の主観か、久凪崎先生の主観か、という点において、大いに異なります」

「……だけど否定しなかったんだし、結局どっちも甘口の主観になるんじゃねえか？」

　言いつつも、まあいいや、と細かいことは気にしない久凪崎先生だった。口にしてから、変なことを言っていると僕も自覚していたので、その大おお雑ざつ把ぱな性格に助けられた。

「でも甘口」

　と、久凪崎先生がいやらしく笑う。

「お前、さっき自分は王子様って柄じゃないって言ったが、ミヤがお姫様ってのは否定しなかったよな？」

「…………」

　思わず黙だまる僕に、にひひ、と声に出して久凪崎先生は笑った。

「まあ、あれだ、ミヤと仲良くなりたかったら、地道にこいつの進級の手助けでもしてやることだな。お前には『シンギュラリティ』っていう、武器もあるんだし」

「自分でコントロールできない能力を、武器にすることなんてできませんよ」

「案外、トレーニングしたら何とかなるかもしれないぜ」

　トレーニング程度でできるようになるのだったら、もうどうにかしている。そう不ふ機き嫌げんになる僕に忖そん度たくした様子もなく、「今はあれだよな」と久凪崎先生は話を変える。

「後路の『休職騒さわぎ』について、調べてるんだろ？」

　何だか妙みように愉ゆ快かいげな調子の久凪崎先生に、僕は眉まゆをひそめた。

「そうですけど……、何でそんな楽しそうなんですか？」

「いんや、別に。ただ、ミヤの気を引くために頑がん張ばってる甘口が健けな気げだなぁ、って思って」

　……この人は何が何でも、僕が病夜宮に片思いをしていることにしたいようである。その思いが、僕にため息を吐つかせる。

「違います。僕が病夜宮と一緒にいるのは、僕が『病夜宮係』だからです」

「またまたぁ、ほんとはミヤのことが好きなんだろ？」

「……久凪崎先生。あなたは僕に病夜宮を好きでいてほしいんですか？　それとも、嫌きらいでいてほしいんですか？」

「そりゃ決まってるじゃないか。大事な妹なんだ。あいつを嫌ってる奴なんて一人もいてほしくないさ」

「そうですか」

　と、僕は努めてあっさりと次の言葉を口にした。

「僕は病夜宮美闇のことを好きですよ。──これでいいですか？」

「いやぁ、甘口もツンデレっ子だなー」

　いや、甘口だけにツンアマだな、と勝手に人の属性を決めつけて、久凪崎先生は口の端を緩ゆるめる。

「じゃあ、そんなツンアマっ子にプレゼントだ。門前が休職した理由について、私が話せる限りで話してやるぞ」

「……いいんですか、緘かん口こう令れいがしかれてる、って昨日言ってませんでした？」

「ああ、いいんだよ、んなもん。人の口に戸は立てられない、って昔から言うじゃねえか」

　自分が受けた指示を破ることに何の罪悪も感じていない人間がここにいた。

「実は私は今回の休職にあたって、後路から相談を受けててな、本人たち以外に真相を知る唯ゆい一いつの人間なのだよ」

　その台詞せりふの一部に引っかかった僕が、そのことを口にする前に、




「じゃあ、お姉ちゃん、阪神先せん輩ぱいがその真相に関わっているか教えてくれる？」




　カーテンの向こうから、そんな声が聞こえてきた。寝ね起おきではなく、何時間も前に目を覚ましていたような、はっきりとした声色で。みっともないくらいに自分の身体が硬こう直ちよくしたのが分かる。

　そんな僕の様子に当然気づくはずもなく、カーテン越ごしの影かげは布団をめくってむくりと起き出すと、ベッドの上で上半身を起こした状態で、上に手を伸のばした。ハンガーにかかっていた上着を摑つかみ、慣れた様子で袖そでを通す。制服の乱れを直すような仕草を見せた影は、そろりそろりとベッドの上で四よつん這ばいになった。そのまま影がこちらに手を差さし伸べてくる。カーテンよりも白い手が白布の隙間から覗のぞき、勢いよく引き開けた。

「布団の中で話は聞いてたよ、お姉ちゃん」

　病夜宮が僕と久凪崎先生を順に見て、言う。

「そういうことだったら、私が質問してもいい？」

　寝ぼけた様子など全くなく、しっかりと姉に目を据すえてそう口にする病夜宮に、

「いっ、いぃいや、病夜宮、そっ、その前に！」

　僕は生しよう涯がいこのときのことを黒歴史として忘れないだろうというくらいに声を震ふるわせて叫さけんだ。杖つえをつける手間を惜おしみ、ベッドの上で四つん這いになってカーテンに手を伸ばしたため、ブラウスの襟えりが重力に引かれて奥まで丸見えになっていたが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

　案の定、病夜宮が不ふ審しんそうに僕を見る。

「……？　どうしたの、甘口君、そんなに動どう揺ようして？」

　きょとんと目を瞬またたかせる病夜宮。一片たりとも濁にごりのない白目を持つその目を何とか見返しながら、僕は頰ほおが紅潮しているのを自覚しつつ大きな声で言った。

「お前、話を聞いてたのか!?」

「えっ、うん、そうだけど。……今そう言ったじゃない」

　それがどうしたの？　と、表情で尋ねてくる病夜宮に、またもや叫ぶ僕。

「いつから聞いてたんだ!?」

「えと、いつから、って……」

　僕の尋じん常じようならざる剣けん幕まくに戸と惑まどった様子で、病夜宮は答える。

「甘口君が『緘口令がしかれてる、って昨日言ってませんでした？』って、お姉ちゃんに言ってるところから」

「……今起きたばっかりかよ！」

『最初からじゃねえか！』って突つっ込む場面かと思っちゃったよ！　僕がお前のこと『可愛いとか好きだとか』言っているシーン、聞かれちまったのかと思ったよ！　言わされた感満まん載さいだったとは言え、聞かれたらかなり恥はずかしいシチュエーションだったよ！

　僕の叫びに、「え？　うん、そうだよ、起きたばっかり」と病夜宮が困ったように言ってきた。

「えーと……それがどうかしたの？」

「寝起きかなりいいなぁ、お前！」

「え、あ、うん。昔からかなりいい方だけど……」

「いやぁ、羨うらやましいっ！」

　と、僕はその話題をごまかすことに全力を尽つくすことにした。

　そんな僕の心中になんて気づいた様子もなく、

「アラームが振しん動どうしたところに、緘口令云うん々ぬんって聞こえてきたから、ああ、これは門前先生のことについて話してるんだな、って思って会話に参加したんだけど……」

　病夜宮が僕の顔色を窺うかがうように言う。

「……何かまずかった、甘口君？」

「いや、ちっとも！　全く何も！　これっぽっちも！」

　必死に否定する僕を尻しり目めに。

　一連のやり取りで久凪崎先生はデスクを叩たたいて大だい爆ばく笑しようしていた。




「──それで、何だっけ、ミヤ。何が聞きたいんだって？」

　ようやっと笑いの発作が治まった久凪崎先生は、涙なみだの滲にじむ目じりを指で擦こすりながら言った。

「阪神先輩のことだけど……」

　ベッドに腰こしかけ直した病夜宮は、姉の様子に眉をひそめる。

「お姉ちゃん、何がそんなに面白かったの？」

「面白いことなんて何もなかったぞ、病夜宮！」

「……？　何で甘口君が答えるの？」

　僕の方を見て不思議そうに首をかしげる病夜宮。

「そうそう、何も面白いことなんてなかったからな」

　と、ぱたぱた手を振ふりながらそう言う姉に視線を向け、ふぅん、と適当な相あい槌づちを打って、改めて病夜宮は質問した。

「門前先生が休職する理由に、阪神先輩が関わっているかどうか、お姉ちゃん、知ってるかと思って」

「阪神先輩？」

　まだ表情に笑いを残しながら、久凪崎先生が質問を返す。

「三年の阪神のことか？　二組だっけか？」

「うん、その阪神虎太狼先輩」

「あの、『一人前門の虎とら後門の狼おおかみ』の阪神だな？」

　しつこく確認する久凪崎先生に、病夜宮が頷うなずく。

「そう……だけど、何その怖ろしく語ご呂ろの悪い異名」

　視線がこちらを向くが、僕ではない。僕はそんなセンスのない異名はつけない。……いや、甘口君も相当だよ？　という目を病夜宮がしている気がするが、気のせいだ。

「……阪神が関係してるか、ねぇ……」

　頭の後ろで手を組み、椅い子すの背もたれを軋きしませる久凪崎先生。しばらく天てん井じようを睨にらみつけていた先生は、その体勢のまま、病夜宮に問うた。

「その話はどこから聞いたんだ、ミヤ？」

「甘口君からだけど」

「僕は泉からです。白水泉」

「あいつから？」

　と、久凪崎先生が訝いぶかしげな視線を僕へと向ける。

「噓うそつくなよ」

「噓じゃないですよ」

「あのドジっ子がそんな耳みみ聡ざといわけないじゃねえか」

「耳聡いっていうか、泉本人が、阪神先輩と門前先生が密会している現場を目もく撃げきしたんですけどね」

「はっ」

　そう、息を吐くようにして久凪崎先生は笑った。

「それはそれは。それなら白水泉らしい話だ。見ちゃならない場面を見てしまうってのが、実にあいつらしいな」

「……その言い方は」

　と、僕は慎しん重ちように言葉を選んで言う。

「阪神先輩が、今回の門前先生が休職する件と関係あると考えていいってことですか？」

　僕のこの問いに、何やら口が重たそうな久凪崎先生はてっきり否定するのかと思ったが、ああ、と意外にもそうあっさりと頷いてきた。

「……結構簡単に認めますね」

「まあな」

　と、久凪崎先生は口くちの端はしを上げて言う。

「ミヤや甘口は今回の『休職騒さわぎ』を壮そう大だいな話に考えている風だけどな、まあ、ぶっちゃけるとそんな謎なぞとか驚おどろきのどんでん返しとかないんだよ」

「……随ずい分ぶんとぶっちゃけますね。どういうことですか？」

「なあ、ミヤ」

　僕の質問を無視して、妹の方を向く久凪崎先生。

「後路に最近、変なところなかったか？」

「変なところ……って、どういうところ？」

「そこは訊きかずに。お前の見立てではどうだ？」

「うーん」

　と、腕うで組ぐみをして考える病夜宮。

「……別になかったと思うけど。いつも通りの門前先生だったよ？」

「お前の『目』で見てもか？」

　久凪崎先生があっかんべーをするときのように目の下に指を当てて言う。『アスクレピオス』のことだろう。きょとんした表情で姉を見る病夜宮。

「門前先生相手にその能力を使ったことないよ。頼たのまれたときとか、明らかに怪け我がをしてる人とかにしか使わないようにしてるもん」

　……ん、お前この前の放課後、頼んでもないのに僕に使ってなかったっけ？　と思ったが割り込むほどでもなかったので、黙だまっておいた。

「ミヤは偉えらいな」

　と久凪崎先生が笑う。

「まあ、つまりはそういうことなんだよ」

　ちっとも説明になっていない姉の結論に、病夜宮は眉み間けんに可愛かわいらしく皺しわを寄せた。

「……どういうこと？　門前先生が病気だってこと？」

「まあ、ある意味ではな」

「ある意味では？」

　そう病夜宮が繰くり返かえすも、久凪崎先生はにやにやと笑うだけで答えなかった。

　むうっ、と病夜宮が頰を膨ふくらませる。姉を相手にしているときは、語調や仕草が子供っぽくなる奴やつなのだ。




　　　　＊




「病夜宮いるかー、また来たぞ……っと、いないみたいですね」

　保健室の戸を開けながら挨あい拶さつを始めていた僕は、空っぽのベッドと、デスクの椅子を窓際まで転がしてその上に座り、窓を開けて煙草たばこを吸っている久凪崎先生──病夜宮がいないので喫きつ煙えんチャンスなのだろう──を見て、そう言った。

　五時間目と六時間目の間の休み時間である。

「何だ、もうお姫ひめ様に会いたくなったのか？」

　にひひ、と僕を見ていやらしく笑う久凪崎先生。

「違ちがいます。これですよ」と、僕は手に持っていたプリントを掲かかげてみせる。

「何だそりゃ？」

「定期試験の日程表です。病夜宮に渡わたしといてくれ、って担任に持たされたんですよ」

　さもさっき命じられたように言ったが、実は、朝のホームルームのすぐ後に渡され、先の昼休みに持ってきていたものだった。うっかり病夜宮に渡し忘れてしまったのだ。
















「はん、なるほど。さっきそれをミヤに渡さなかったのは、もう一度保健室を訪れる口実にするためだな」

「違いますよ。──ってか、何でさっき渡し忘れたの、知ってんですか？」

「だって、甘口、昼休み話してるとき、ずっとそのプリント持ったままだったじゃねえか」

「…………」

「てっきり、ミヤに何か届けに来たんだとばっかり思ってて、何で渡さねえんだろうな、って不思議だったんだが」

　…………。気づいてたんなら教えろよ、久凪崎美み陽ひろ。

「……で、病夜宮はどこ行ってるんですか？」

「ミヤならトイレだよ」

「じゃあ、すぐ帰ってきますよね。待ってますよ」

　僕がそう言うと、久凪崎先生は何故なぜか馬ば鹿かを見るように眉まゆをひそめた。煙けむりを吐はき出す。

「あのな、甘口」

「はい？」

「女性がトイレ行ってるときは、あんま待つってことはしない方がいいぞ」

「え、何でですか？」

　訊き返してから、僕はその答えを閃ひらめいた。

「あれですか、化け粧しように時間かかるからとかですか」

「まあ、大人の女性の場合は、それもある。ミヤは、まだ化粧とかしてないから関係ないけどな」

　そうじゃなくてな、と久凪崎先生は言う。

「何かの事情で、トイレから帰ってくるのが遅おそくなったら、恥はずかしいだろ」

「……そんなもんですか？」

「そんなもんなんだよ」

　と、久凪崎先生はまた煙を吐き出した。

「だから、それは私が渡しといてやるから、お前はとっとと教室に帰れ」

　ほら、と僕の方に手を伸のばす久凪崎先生に、……ありがとうございます、と応こたえながら、僕はそちらに歩み寄った。「じゃあ、お願いします」と、僕が差し出したプリントを、ほいよ、と煙草を持っていない方の手で受け取る久凪崎先生。

　一いち瞥べつすると、椅子に座ったまま行ぎよう儀ぎ悪く足で床ゆかを蹴けってデスクに近づき、その上にプリントを置く。すると、開いた窓から吹ふき込む風で飛んでいきそうになったので、久凪崎先生は適当な引き出しを開けると、そこにプリントを放り込んだ。

　煙草の灰を灰皿に落としている久凪崎先生を見ながら、何となく、訊いてみる。

「──煙草って、美味おいしいんですか？」

「あ、何言ってんだよ？　こんなもん、まずいに決まってんだろ」

　盛大に眉間に皺を寄せる久凪崎先生。ちょっと意外な回答であった。

「まずいんですか？」

「当たり前じゃねえか。煙だぞ？　煙が美味うまいわけねえだろ。煙が美味しいなんて言う奴は、火事現場にでも行って一酸化炭素中毒にでもなってろってんだ」

「……じゃあ、何で煙草吸ってるんですか？」

「惰だ性せいだよ、惰性。私は喫煙家だが、愛あい煙えん家かではねえんだよ」

「じゃあ、やめたらいいんじゃないですか」

「うわっ、酷ひでえこと言うな、お前」と、久凪崎先生が眉まゆ根ねを寄せる。「それは人生が辛つらいって言ってる人間に『じゃあ、死ねば』って言うのとおんなじことだぞ」

　それは屁へ理り屈くつだと思います。




　　　　＊




　同日。放課後。

　僕たち──僕と病夜宮は、図書室へと来ていた。用があるのでついてきてほしいと、頼まれたのだ。

　戸を開け、杖つえを突ついた病夜宮を先に通してやり、室内に入る。少し埃ほこりっぽさを感じる空気と本の匂におい。今日もまた、利用している生徒は誰だれもいないようだった。カウンターの内側で、絵画のような静かさで図書委員が本を読んでいるだけである。

　僕たちの方を見て、「あれ……？」と、首を数ミリだけ傾かたむける。

「はっくん、病夜宮さん……まだ帰って……なかったの……？」

　独特の儚はかなげな喋しやべり方。三年生であることを示すリボンタイの色。白水泊──泊さんだ。妹の泉が毎日アレンジしている長い髪かみは、今日は耳の上で、えーと何て言うんだっけ、名前分からないけど、フレンチクルーラーみたいになっていた。

「あれ、泊さん？」

　と、そちらへと近づきながら、僕も首をかしげ返す。

「今日って、カウンター当番の日だったっけ？」

　泊さんのことだから、当番じゃなくても図書室にいるのは想定通りだったが（まあ、つまり病夜宮についてきたのは泊さんに会うためというのもあったのだが）、カウンターの内側にいるのは想定外だった。

「ううん……違う」と、緩ゆるやかに泊さんが首を振ふる。

「じゃあ、誰かの代わり？」

「そう……代わったの……」

　そうゆっくりと頷うなずいた泊さんは、上げた頭を同じ速度で傾けた。

「……代わってくれたの……？」

「何で疑問形なんですか」

　と、病夜宮が応じたが、僕には泊さんの言いたいことが分かった。

「カウンター当番にはカウンター当番の味わいがある、って前言ってたもんね」

「うん……」

　と、泊さんが実に嬉うれしそうに微笑ほほえんだように見える仕草をした。

　分かりにくい泊さんの言い方だったけど、つまり。

　用事がある他の図書委員は泊さんにカウンター業務を『代わって』もらい、泊さんにとっては前述の理由でカウンター業務が嬉しいから『代わってくれた』と捉とらえた、とそういうことが言いたかったみたいである。

　図書室で、普ふ通つうの利用者として本を読むのと、カウンターの内側に座って読むのでは、何やら違う趣おもむきがあるらしい。通すぎて、僕には分からない領域の話だが。

　そんなビブリオマニアである泊さんの手には、当然相応ふさわしいハードカバーの分厚い本が──なかった。文庫サイズで、ミニスカートを穿はいた女の子が振り向むき様ざまにポーズを取っている可愛かわいらしいイラストが表紙の本だった。恋れん愛あい物だろうか、いわゆるライトノベルのようだ。

「あれ？　泊さんってそんな本も読むの？」

「……はっくん」

　僕の何の気なしの質問を聞いて、泊さんが僅わずかに目を細めたような気がした。

「本に、そんなもこんなもないの……」

「…………」

　いつも通りののんびりとした口調だったので分かりにくかったけど、間ま違ちがいなく僕は今怒おこられた。

「……ごめんなさい」

　僕がぺこりと頭を下げると、「ん……」と、カウンターの内側の泊さんが立ち上がり、小さな手を伸ばして、下げた頭を撫なでてくれる。許す、ということだ。小さいときからの習慣で特に気にしてないが、病夜宮が何やってんだか、という顔をしていた。

「……それで……はっくん……今日は……本を借りに……来たの……？」

「いや、病夜宮の付つき添そいで」

「むぅ……」

　という声とともに、頰ほおを膨ふくらませるような仕草を泊さんがしたが──実に可愛かった！『本を読まない』という系統の回答になってしまったため、お気に召めさなかったようだ。

「ああ、もちろん」

　と、僕はつけ加える。

「本も読みたかったからなんだけど」

「……ん」

　一転、嬉しそうに見える表情になる泊さん──実に可愛い！　のはいいけど、さて困った。何か本を探さなくてはならなくなった。

　病夜宮の手伝いでもしながら──調べものに来たらしい──探そうかと思ったけれど、「大だい丈じよう夫ぶだよ」と断られてしまった。ので、泊さんに訊きこう。

「泊さん、何かおすすめの面白い本ってある？」

「うん……」

　と頷いた泊さんは、自らの左にある一番近い本ほん棚だなを指差した。

「そこから……」

　その細い指を図書室一周させ、最後に右側にある本棚を示す。

「そこまで……全部」

「…………」

　さすがこの世の全ての本を愛する女、白水泊さん。

　面めん目ぼく躍やく如じよたる推すい薦せん内容だったが、しかし、何の参考にもならなかった。




　そこで会話は一いつ旦たん打ち切りとなり、僕は泊さんおすすめの本の中から真なる推すい奨しよう本を探す旅に出た。病夜宮は杖を突き突き、奥の方へ。泊さんは、読んでいたライトノベルの世界に再び没ぼつ頭とうする作業に戻もどった。

　それから五分ほど経たち、僕は時じ間かん潰つぶしに最適そうなパズルの本を見つけ、図書室中央の席に行って、カウンター正面の椅い子すに腰こしかけた。しばらくパズルに取り組んでいると、病夜宮が戻ってきた。抱だきかかえるようにして──今日は調子がいいみたいだ──何とか運んでいるのは……。

「……『家庭の医学』……だと……！」

　保健室で病夜宮がいつも読んでいるあれである。座ろうとするのを手伝ってやりながら「何で？」と尋たずねると、「え？　これ別版でさ。私が持っているのと表現が違ちがうところを調べたいの」という返答が当然のような顔で返ってきた。

　お前の『家庭の医学』に対するその熱意は何なんだ。

　そんな僕たちのやり取りで気づいたのか、泊さんがカウンターの向こうで顔を上げ、

「……そういえば」

　と独白のような声で呟つぶやく。泊さんの本気の独り言は本気で聞き取ることができないので、これは僕たちに話しかけているのだろう。

「バスケ部の、門前先生……お休みするらしいね……」

「へえ、泊さんの耳にも届いてるんだ」

「図書室は……色んな人が来るから……」

　その『色んな人』に聞いた（直接にか、話しているのを小耳に挟はさんだのかは分からないが）、と、そういう意味なのだろう。

「ちょうど……」

　と、泊さんが続ける。

「今の病夜宮さんみたいに……この前……図書室で……それを読んでた……」

「って、誰が？」

「だから……門前先生……」

　つまり、病夜宮が持ってきた『家庭の医学』を見て、門前先生の噂うわさを思い出したということか。

「門前先生がどこの項こう目もくを読んでいたか覚えていますか？」

　病夜宮の問いに、「はっ」と笑ってみせたのは僕だ。

「お前、『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』を有する──」

　その名前どうにかならないの？　という顔を病夜宮がしたのは気のせいだ。

「泊さんが、本に関する記き憶おくを忘れるわけないだろうが。泊さん！　言ってあげてよ！」

「ごめんなさい……分からない……」

「マジで!?」

「門前先生……背が高かったから……」

「？」

　意味の分からない説明だったが、もう少しやり取りを重ねてようやく理解できた。つまり、門前先生は椅子に座って『家庭の医学』を広げていたのではなく、本棚の間で立ったままページに目を通していたらしい。だから、ちっこく可愛い泊さんの目線からでは、ページそのものは見えなかったそうだ。

「じゃあ」

　と病夜宮が尋ねる。

「門前先生、どんな感じでした？」

「どんな感じ……？」

「ええ、どういう雰ふん囲い気きで『家庭の医学』読まれてました？」

「どういう……」

　ごく簡単に問いかけた様子の病夜宮だったが──泊さんは深く考え込むような表情を見せた。

　──その問いは、泊さんにとって鬼き門もんである。




『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』を持つ泊さん。

　本に対する絶対記憶。

　そして。当たり前の話だが──教科書も本なのである。

　暗記系の科目は当然のように満点を取る泊さんだった。

　泊さんの解答用紙につけられたバツ印によって、模も範はん解答に誤りがあると気づいた社会科の教師がいるというエピソードもまことしやかに語られるし、そもそも泊さんの解答をそのまま模範解答として流用している横着な化学教師もいる、という噂もある。

　それはさすがに伝説の域を出ないだろうと思うが、暗記科目で百点しか取ったことないというのは真実であった。

　逆に言えば、暗記だけでは解けない数学などの科目が苦手なのだ──と思いきや、数学もよほどのことがない限り、満点を取ってくる。

　泊さんにとっては、数学も暗記科目なのである。泊さんの感覚で言えば、教科書が本であるのと同様に、計算ドリルも本なのだった。公式を絶対に忘れることもなければ、一度解いたことのある式を間違えることもない。数学の減点が計算ミスと解法の記憶違いによるものであることを考えると、泊さんが数学でもほぼ毎回満点を取るのも頷ける話だった。

　おまけでつけ加えると、一番苦手な科目は意外なことに国語だった。読書家である泊さんは読解力は優れているが、生来の感情の希き薄はくさ故に、人間の心の機き微びを理解することを不得意としている。『この場合、傍ぼう線せん部は何を示しているか？』といった問題は解けるが、『作者はこの文章で何を言いたいのか？』というような問いをときどき間違っているみたいだった。

「閑かん話わ休きゆう題だい。本題は、泊さんがいかに可愛いか、という話だった」

「いや違うよ」

「だから、病夜宮、お前のその、人の心を読む謎なぞスキルは何なんだ。お前の『アスクレピオス』は身体面しか分からないはずだろ？」

「それはそうだけど……だけど今のは、思いっきり口に出てたよ？」

「マジっすか!?」

　こいつぁ恥はずかしいぜ！　僕が泊さんのことを可愛いと思っていることが、当人に知られてしまった！

「……いや、君がその気持ちを一ミリでも隠かくしているつもりだったのなら、それは逆に驚おどろきなんだけど」

　そう言ってジト目になる病夜宮なのだった。

　──さて、今度こそ本当に本題に戻ろう。

　結局、「……分からない」と、泊さんは首を振ふった。

「けど……」

　とつけ加える。

「私に……見られているのに……気づいたとき……門前先生……すごく驚いた顔を……してた……ように思う」

「驚いた顔……」

　病夜宮は考え込むように黙だまり込む。やがて顔を上げると、「ところで」と話を変えた。

「白水先せん輩ぱい、三年生の阪神先輩って知ってたりします？」

「阪神君って……私のクラスの……？」

「え、あ、そうか、泊さん、二組だったよね」

　甘口・《泊さんマスター》・廿日はつかとしたことがうっかりしていた。

「なら、ちょうどよかった。阪神先輩ってどんな人ですか？」

「ん……」

　泊さんが少し宙に視線を彷徨さまよわせ、答える。

　てっきり、多くの人と同じく『怖こわい人』という類たぐいの答えが返ってくると思っていたら……「いい人……」というのが、泊さんの返答だった。

「いい人？」

　病夜宮が首をかしげる。

「──ですか？」

「うん……」

　と、泊さん。

「二年のときも……同じクラスだったんだけど……私が……探していた本を……見つけてきてくれた……」

「……なるほど」

　と、病夜宮が若干苦笑を浮うかべて相あい槌づちを打つ。白水先輩らしい評価だな、と思っているのだろう。ただ、次の瞬しゆん間かんに少し眉まゆをひそめた。「……ねえ」と、僕に訊きいてくる。

「阪神先輩が、そんなことしてくれるとか、ちょっと意外なんだけど。私の気のせい？」

「いや、僕も同意見だ」

　うーん、と考え込む僕たちにきょとんとした顔をして、「それから」と、泊さんが続ける。「見た目が……かっこいい……」

「マジっすか!?　泊さん、ああいう人が好みなの!?」

　ああ、でも、確かに！　阪神先輩、目つきの悪さを除けば、造作そのものとしては整っている気がする！

　僕の驚きように、二度瞬まばたきをする泊さん。

「……って、クラスの子が……言ってた」

「セーフ！」

　と叫さけぶ僕を、甘口君うるさい、とでも言いたげに睨にらみつけてから、病夜宮が言う。

「ああ、確かに阪神先輩、結構もてそうな感じですもんね」

「もてる……？　……うん……力はある……と思うから……一いつ杯ぱい持てると……思う……」

　泊さんの返答に、病夜宮がくすりと笑った。

「ああいえ、そうではなくて、女子から好意を持たれているんでしょうね、ということです」

「ああ……そういう意味……」

　力なく首を縦に振って、泊さんは少し考えてから、答えた。

「……そうだと思う……。今年の……バレンタインも……すごかった……みたい……」

　僕を見る。

「はっくんの……十倍くらい……？」

「…………」

　……いやまあ、確かに僕がもらったチョコは泊さんと泉が合同でくれた一つだけだけど。

「待て、病夜宮、何だその目は」

「いや別に……」

　何故なぜか僕から目をそらす病夜宮。

「でね……」

　と、そんな騒そう動どうに頓とん着ちやくせずに泊さんが言う。

「たくさんもらって……困ってたみたい……だったから……一つもらって……泉ちゃんと一いつ緒しよに……はっくんにあげたの……」

「困ってた？」と病夜宮。「阪神先輩って甘いものが苦手なんですか？」

「ちょっと待て病夜宮！　今気にすべきはそんなことじゃない！　最後の部分だ！」

　今さらっと泊さんが大変なことを言った！

「えっ？　僕にくれたチョコって、本当は阪神先輩がもらったものだったの!?」

「うん……」

　僕の剣けん幕まくに驚いた様子もなく泊さんは頷うなずいた。

「あれ……？　言って……なかった……？」

「聞いてない！　初耳だ！」

「それは……ごめんね……言ってなくて……」

　と、ぺこりと頭を下げる泊さん。

　素直に謝ってくれたのは嬉うれしいが！　謝罪してほしいのは、言ってなかったことに対してじゃない！

　別に泊さんとか泉とかからのチョコに愛情がたっぷり詰つまっていると思っていたわけではないが、それでも他の男の二に番ばん煎せんじというのはかなりショックだった。

　打ちひしがれている僕を放ったらかしで、病夜宮の奴やつは平然と話を戻もどす。悪あく魔まのような奴だ。

「阪神先輩、甘いものが嫌きらいなんですかね？」

「ううん……そうじゃなくて……」

　えっと……、と記憶を呼び起こしているのだろう、泊さんが少し間を空けて宙を見上げた。本に関係しないことに対しては、泊さんの記き憶おく力は一いつ般ぱん人以下なのだ。本関連のデータがドライブの大部分を占せん領りようしているのだろう。

「……理由は言ってなかった……かな……？　ただ、もらっても困る……って」

「リア充じゆうの発言だ！」

「甘口君、黙ってて。彼女がいるとかですかね？」

　ふるふる、と泊さんが首を横に振り、「……言ってなかった」と繰くり返かえす。

『訊かなかった』じゃなくて、『言ってなかった』という返答がとても泊さんらしいと思う。阪神先輩がその話をしたときに、訊き出そうとしなかった様子がありありと思い浮かぶからだ。相手の領域に全く踏ふみ込まないのが、泊さんの基本スタンスである。

「あれ……？」

　と、泊さんはその小さな頭を傾かたむけた。

「……これは……他の人に言わないでくれ……って……言われてた……んだっけ？」

「えと、いえ、私は知りませんけれど」

　フレンチクルーラーを傾けたその姿勢をしばらく維い持じしてから、泊さんは傾きを直す。

「まあいいか……他の人ではあるけど……他人ではないから……」

　泊さんのややレトリックがかったその言い方に、

「……いいんですか？」

　と、病夜宮が確認するような口調で訊く。

「甘口君はまあともかく、私は他人でしょう」

　その言葉に泊さんがきょとんとしているような瞬きとともに病夜宮を見た。

「……だって……はっくんと……仲良し……なんでしょう……」

「ええと、それはまあ一応多分」

「何だその曖あい昧まいさは」

　睨む僕と明後日あさつてを向く病夜宮を交こう互ごに見て、

「……ほら」

　と、泊さんが口元を緩ゆるめた──ように思う。

「……仲良しさん。……だから、私とも……他人じゃない……」

「…………」

　泊さんの『友達の友達は友達』理論に、病夜宮が目を細めた。

　こういった良くも悪くも対人関係の垣かき根ねの低さが、泊さんの魅み力りよくの一つだ。それがきっと、阪神先輩をして『他の人に言わないでくれ』というような内容を泊さんに話さしめた理由に違ちがいない。

「──そういえば」

　病夜宮が、ふと思ったように尋たずねる。

「白水先輩はどうなんですか？」

「何が……？」

「いえ、白水先輩自身は、阪神先輩に恋れん愛あい感情を持っていたりとかは？」

　お前、すごい質問をぶっこむな。回答如何いかんによっては死人が出るぞ？

　僕が死ぬぞ？

「私……？」

　と、泊さんは首を傾けて、たっぷりと時間をかけてから答えた。

「……よく……分からない……」

　前述の通り、泊さんは人間の感情の機き微びに疎うとい。恋愛感情なんて多分、知識として有しているだけなのだろう。

「……よく……分からないから……こうして……」

　言いながら、カウンターの上に置いていたライトノベルを取り上げる。さっきから読んでいるものだ。

「……勉強してるの」




　泊さんにとって──

　教科書が本であると同時に──本は教科書なのである。




　　　　＊




　もう少しだけ雑談をして（というか、僕にとっては雑談ではなかったが。泊さんとの会話に雑なものなどありようはずがない）、僕と病夜宮は図書室を出た。

　杖つえを突つきながらゆっくり歩く病夜宮と、その横で『家庭の医学』を脇わきに抱かかえて運ぶ僕。結局、借りやがったのだ。で、おまけに、「図書室の中でくらいなら持ち運べるけど、保健室まではちょっと……」と言い出しやがる。なので、運んでやることにしたのだ。

　そんな僕の不満を感じたのか、隣となりを歩く病夜宮がにっこり笑って僕を見上げてきた。「やっぱり甘口君は優しいなー」リズムをつけるように、満面の笑みで言われれば……まあその、悪い気はしないけれど。

　何となくばつが悪くなり、笑顔を見返してはやらず、「なあ」と僕は尋ねる。

「さっきの門前先生の話、どう思う？」

「どうって……『家庭の医学』なんて誰だれでも日常的に読むものでしょ？」

「自分を基準に考えるな」

「逆に訊くけどさ、甘口君、どう考えてる？」

「まあ、普ふ通つうに考えて何か体調が悪かったんじゃねえの？」

「じゃあ、『驚おどろいた顔をしていた』ってのは？」

「泊さん、ちっこくて可愛かわいい上に、動作も静かで可愛いしさ、門前先生、泊さんがいることに全然気づいてなかったんじゃないのか」

「可愛いは文脈的に必要なかったと思うけど……そうだよねぇ」

　と言いつつも、病夜宮には別の考えがあるようだった。

　尋ねてみたのだが、「うーん……」という曖昧な答えが返ってくるだけだった。




　　　　＊




　バスケ部やバレー部が使っている第一体育館よりも、天てん井じようが低く奥行きも狭せまい第二体育館。その圧あつ迫ぱく感かんを覚える建物の中。

　板張りの床ゆかの上を裸足はだしが滑すべるように動く音。力強く踏み込まれた板が軋きしむ音。何と言っているのかよく分からないが大声を出した方が勝ちとでも言わんばかりに叫さけぶ声。それに混じりカンコンカンと軽いボールが高速で往復する音。そういった音が響ひびいている。

　翌日。放課後である。

　僕と病夜宮は、第二体育館の中、壁かべ際ぎわに座り剣けん道どう部の練習を見学していた。僕は直接床に正座で、病夜宮は隅すみにあった椅い子すを勝手に──僕が──持ってきて、腰かけている。お蔭かげで僕の顔のすぐ横に、真っ白な太ふと腿ももが……いや、別にどうでもいい話だけど。

　病夜宮はあまり剣道に興味がないのか、一分おきくらいに、隣で行われている卓たつ球きゆう部の練習の方に目を向けていた。かくいう僕も剣道に格別の興味を覚えるわけではないが、スポーツを見ているのは割と好きな方である。せっかくの機会だし、剣道部の練習をじっと見学していた。特に決まりはないのか、胴どう着ぎ姿で練習している部員もいれば、体操服で竹刀しないを振ふっている生徒もいる。

　練習場のスペースに比して、人数が多いなという印象を抱いだいた。実際、見学している僕たちのすぐ前まで広がって練習は行われている。下手したら、竹刀が当たりそうだ。というか、見学している僕たちのせいで、普段使っているスペースを使用して練習をすることができないようだ、と言った方が正確みたいだった。

　はっきりと僕たちの存在が迷めい惑わくに思われている空気を感じていた。ときどき、露ろ骨こつにこちらを睨にらんでくる部員もいる。僕はその手の視線を無視するスキルを獲かく得とくしているし、病夜宮も特に気にしてないのか退たい屈くつそうに剣道部と卓球部の練習を交互に見ていた。

　ついさっき知ったのだが、去年のインターハイ個人戦で阪神先せん輩ぱいは全国大会をかなりいいところまで勝ち進んだらしい。優勝こそならなかったものの、その雄ゆう姿しは部員の獲得に大いに貢こう献けんしたみたいで、手て狭ぜまに感じるのはそのせいもあるのだろう。

　誰もが懸けん命めいに竹刀を振るう中、先頭に、人一倍力強く竹刀を握にぎっている男がいた。胴着姿で、本当に正面に相手がいるかのように壁かべを睨んで、竹刀を振り下ろしている。

　と、僕がそこまで考えたとき、

「やめ！　十五分休きゆう憩けい！」

　鋭するどい声が響いた。

　ちょうど僕が今観察していた男が発したようである。いつもなのかそれとも今日だけなのか顧こ問もんがいないようで、練習の指示は全てその男が出しているみたいだった。

　僕の隣に座る病夜宮が心持ち姿勢を正す。僕もそれにならった。

　部員たちが思い思いの方法で休憩を取る中、その先頭の男は、水すら飲まずに竹刀を片手に僕たちへと近づいてきた。

　悪い、とも、待たせた、とも言われなかった。ただ目つきの悪い目が僕たちを見下ろしてくる。まあ、相手の心情からすれば当然だろう。僕たちは、部活の練習時間にやって来た邪じや魔ま者ものだ。

　短く刈かり込まれた髪かみに、精せい悍かんな顔つき。額に光る汗あせがその男振りを──悔くやしいことに確かに──上げていた。

　胴着の上からでも卓たく越えつした筋肉がその長身にまとわれていることが分かる。その胸元に縫ぬわれた『阪神』という文字は、決して好きな野球チームを宣言しているわけではない。

　三年二組、阪神虎太狼。いや今は、剣道部主将の阪神先輩と呼ぶべきか。

「で」

　と、阪神先輩が短く言う。

「何だ、話ってのは？」




　　　　＊




　話は、同日、昼休みに遡さかのぼる。

「病夜宮いるか？」

　僕はそう言いながら保健室の戸を開けた。

「いないよー」

「……いるじゃねえか」

　と、どうやらお気に入りらしい──くだらない割には──ジョークに礼れい儀ぎとして突っ込み、僕は保健室に入る。

　病夜宮がベッドの上で上半身を起こし、腰の辺りに枕まくらを当てるという、いつものスタイルで本を読んでいた。というか、解いていた。今日は『家庭の医学』ではなく、パズル雑誌に取り組んでいるようである。

　昼休みはお昼ひる寝ねをしているという情報を仕入れたばっかりだったので、お昼寝が終わっていそうな昼休み終しゆう了りよう間際に来てみたのだが、正解だったみたいだ。

　その情報を僕に教えてくれた養護教きよう諭ゆは、用事でもあるのか、保健室にはいないようだった。おそらく病夜宮が起きたから出て行ったのだろう。もしかしたら、煙草たばこでも買いに行ったのかもしれない。

　ボールペン片手に顔を上げる病夜宮。その目は僕を捉とらえたが、ボールペンは答えを書き込むために変わらず動いていた。

「……お前、そんな器用な解き方してると、間ま違ちがえるぞ」

「うん？　大だい丈じよう夫ぶだよ、この程度の問題、私が間違えるはずが……」

　言葉の途と中ちゆうで、病夜宮は雑誌に目を戻もどした。

「……って、あー、間違えた。しかもボールペン。どうしよう」

「修正テープでも使えよ」

　と、助言してやる僕を病夜宮が上うわ目め遣づかいで睨んでくる。

「甘口君のせいだ」

「自業自得だ」

　こんな間違い修正してやるー、と言いながら、傍かたわらのテーブルに置いたペンスタンドから修正テープを取り出して誌面に走らせる病夜宮に、僕は近づいた。時間もないので、立ったまま話す。

「……お前、余よ裕ゆうだな。勉強しなくていいのか？」

　病夜宮が僕を見上げて、きょとんとした。

「余裕？　勉強？　何の話？」

「出席日数云うん々ぬんは『病夜宮係』として助けてやれるけど、それとは別に試験は試験として受けないといけないんだろ、確か」

「それはそうだけど……え、ちょっと待って、何の話してるのか、見えないんだけど」

「だから、定期試験の話だよ」

「定期試験？　いつ？」

「昨日、お前にプリントを持ってきてやったろうが」

「プリント？　何それ見てないよ」

「……久凪崎先生に渡わたされなかったか？」

「お姉ちゃんに？　ううん、もらってない。お姉ちゃんから昨日もらったのは、『アリス』の特製プリンとエクレアだけ」

　プリント違いだな、と言っていいものか。

「甘いものばっか食べてると、身体からだによくないぞ」

「『アリス』のスイーツは素材が厳選されているので、女の子の心に優しいのは当然、身体にもハートフルなのです。──って、そんなことはどうでもいいの！　何、定期試験って！」

　縋すがるような顔で見てくる病夜宮に、とにかく事情を察した僕は首を巡めぐらして、久凪崎先生のデスクを見る。近寄り、勝手に引き出しを開けた。案の定そこには、昨日久凪崎先生に渡したプリントが放り込まれたときの状態で入っていた。

　それを取り出して病夜宮のベッドに戻り、見せつけるようにして渡す。

「ほら、これだよ」

「うわっ、ほんとだ。定期試験だ」

　うわー、うわー、と両手で摑つかんだプリントを穴が開くほどに見つめて騒さわぐ病夜宮。

「まずいなー、最近勉強サボってたからなー。やばいなー」

　……一日、保健室にいるんだから、勉強くらいはちゃんとしとけよ。

「……じゃあ、僕はちゃんと伝えたからな。今回の試験の結果で、十ヶ月後に留年することが決まっても僕を恨うらむなよ」

「うん、ありがとう。──って、あれ？」

　と、病夜宮は保健室から出て行こうとした僕を呼び止めた。

「甘口君、用件はそれだけなの？」

「ああ。そうだけど」

「……えーと」

　てことは……、と病夜宮が上目遣いに僕を見た。プリントで顔の下半分を隠かくすような仕草をする。

「……ひょっとして、それを伝えるためだけにわざわざ来てくれたの？」

「……まあな。久凪崎先生のことだから、もしかしたらお前にプリント見せるの忘れてるかもしれないと思ってな」

「……甘口君のお姉ちゃんに対する評価って、ほんと低いよね」

　うん、まあ分かるけど、と顎あごを引く病夜宮。

「というか、何でわざわざ来てくれたの？　メールとかでいいのに……」

　と、僕を見てくる病夜宮の、白い頰ほおが何だか赤く見えるのは、僕の気のせいか。

「たまたま、前通りかかったときに思い出したからだよ」

「……あ、そう」と、顔の下半分を隠していたプリントをどければ、何故なぜだか不満そうに尖とがった唇くちびるがあった。「……ありがとう」

　どういたしまして、と答えて僕は再び保健室の戸へ向かう。

　そこへ。

「待って、甘口君」

　と、再び病夜宮が声をかけてきた。

　振り返る僕の顔をまっすぐに見つめて、病夜宮は言う。

「えと、頼たのみごとがあるんだけど、聞いてくれる？」

「聞くだけなら、な」

　えとね、と病夜宮は言葉を選ぶように一いつ旦たん、口を閉じ、言った。

「私ね、美味おいしいものを食べるとき、万全の準備を整えてから食べたいタイプなんだ」

「……で？」

「例えば、ケーキだったら、箱から出してお皿に載のせて、箱を冷蔵庫に戻してフォーク持ってきて、テーブルの上を片づけて手を洗って、周りのフィルムをはがしてそれを捨てて、それから『いただきます』をしたいっていうことなんだけどね」

「まあ、分からん習慣じゃないけど──それがどうしたんだ？」

「でね」

　と、病夜宮は続ける。

「もうすぐ定期試験じゃない」

「だな」

「そういうときに、何か気になることがあったらテスト勉強に集中できないじゃない」

「僕は別にできるけど」

「私はできないの、というかしたくないの」

「まあいいけど……何か気になるのか？　窓の桟さんの埃ほこりとかか？」

「何で、私がそんなお姑しゆうとめさんみたいなところ気にしないといけないの」

　病夜宮が呆あきれたように目を細めた。

「そうじゃなくて、門前先生の件」

「ああ。まだ気にしてたんだ、あれ」

「当たり前だよ。まだ何も解決してないじゃない」

「でも、昨日、久凪崎先生言ってたじゃん。『ミステリーじゃない』とか『大したどんでん返しはない』とか。なら、別に気にしなくていいんじゃないのか」

「それとこれとは話が別。何か知ってるっぽいお姉ちゃんがどう言おうと気になるものは気になるの」

「ふぅん、そういうものか」

　そういうもの、と病夜宮は力強く頷うなずく。

「──で、結局、何が頼みごとなんだ？　僕に門前先生の件、考えろとでも言うのか？」

「ううん、そうじゃなくて。──お姉ちゃん、昨日言ってたじゃない。今回の件に阪神先せん輩ぱいが関係してるって」

「ああ、言ってたな」

　僕は思い出しながら、首をかしげた。

「泉が見た通りに、やっぱり阪神先輩が門前先生を休職に追い込んだのか？　それにしては事情知ってる風の久凪崎先生は、別に今回の話が犯罪であるとか問題であるとか思ってる感じではなかったよな。家では何か言ってなかったのか──って、久凪崎先生、今は家を出てるんだっけ」

「うん、お義兄にいさんと一いつ緒しよに暮らしてる。携けい帯たい電でん話わで少し話してみたんだけど、やっぱりはぐらかされた」

　だからね、と病夜宮は僕の目を見てくる。意外と力強いその瞳ひとみに、引き込まれそうだ。

「今回の件を解決するために、阪神先輩に会ってみようと思うんだ」

「あの怖こわい人に？」

「……怖くないよ？　私はちっとも怖くないよ？」

「あ、そう。じゃあ、一人で会いにいけばいいじゃねえか」

「噓うそです！　超ちよう怖いです！　怖い人、私、超苦手！」

「最初から素直にそう言えばいいのに……。ってか、何でなんだ？　子供のときに怖いおじさんに怒おこられたとかあるのか？」

「いや、特にそういう記き憶おくはないんだけど……。ほら、襲おそわれたことがなくても熊くまとか怖いじゃない。ああいう感覚だと思う」

「ふぅん」

「なので、甘口君とか優しい人の側そばはとてもほっとします」

　…………。すげえ反応に困ることを言われた。

　言った本人は自分がすごいことを言った自覚もなさそうで、普ふ通つうに言葉を続けた。

「だから、阪神先輩に会いに行くのに、同行してほしいの」

「……分かった」

　あれ、想定してたよりあっさりオーケーしてもらえた、と首をかしげる病夜宮は、やはり今の自分の言葉の破は壊かい力に気づいていないようだった。

「でね、重ねてのお願いで悪いんだけど……」

「何だよ」

「白水先輩、阪神先輩と同じクラスって言ってたじゃない。だから、阪神先輩に少し時間を割いてもらえるように、白水先輩から頼んでほしい──って、甘口君から白水先輩に言ってもらえないかな？」

「そんなくらいなら別に構わないけど……別に自分で泊さんに依い頼らいすればいいんじゃないのか？　お前も泊さんと仲いいんだし」

「でも、私、白水先輩の連れん絡らく先さき知らないし」

「いや、直接言いに行けばいいだろ」

「だって、私は保健室の吸きゆう血けつ鬼きなんだよ。ここから離はなれられないんだもん」

「…………」

「あ、ごめん、噓。そんな冷たい目をしないでよ」

　と、病夜宮が慌あわてて理由を説明した。

「だって、甘口君の方が、白水先輩と仲がいいでしょ？　私から頼むより、甘口君から話してくれた方が成功率が高いかな、って思って」

「まあ、泊さんなら、別にお前からの頼みでも喜んで──っていうと語ご弊へいがあるな──別にお前からの頼みでも何も気にせずに引き受けてくれると思うけどな」

　そうは言ったものの、僕は病夜宮に頷いてみせた。

「分かった。泊さんに頼んでおいてやるよ」

　病夜宮が相好を崩くずす。

「ありがとう、甘口君」




　　　　＊




　回想終わり。

　そして、僕は五時間目と六時間目の間の休み時間に三年二組の教室に行って、阪神先輩もいるその場で話を切り出すことはせずに、つき合いの長い人間にだけ分かる程度に訝いぶかしげな顔をする泊さんを廊ろう下かまで連れ出して、先の病夜宮の頼みを伝え、怪け訝げんそうに見える表情のまま頷く泊さんに後は任せて教室に戻もどったら、そこに泊さんからメッセージが届き、『確かに伝えたよ。放課後、第二体育館に来いって』という内容を泊さんなりの端たん的てきな文章で教えられ、六時間目が終わって保健室の病夜宮にそのことを伝えて第二体育館に出向いたら、もう剣けん道どう部が練習を始めていて、阪神先輩に目顔で隅すみで待ってるようにと命じられた──

　と、駆かけ足あしで説明すれば、そういうことである。




　泊さんからどういう説明を受けたのか、阪神先輩は『何の話だ？』と訊きいた直後に、場所を第二体育館から外へと移すことを提案してきた。僕たちは受じゆ諾だくし、『じゃあ、あそこで』とやや離れた木こ陰かげに移動する。

　単に外に出るのみにあらず、わざわざ木陰にまで歩いて行ったのは、病夜宮を慮おもんぱかってのことだ。『フィジカルガラスシンドローム』。紫し外がい線せんはできる限り避さけたい。

　充じゆう分ぶんな日ひ陰かげを作れるほどに生おい茂しげった枝の下、ランニングで日焼けした肌はだの阪神先輩と白より白い肌を持つ病夜宮が並ぶと、怖ろしいほどのコントラストを生み出していた。視界がハレーションを起こしそうだ。

　幹に背中を預けて自分を見上げてくる後こう輩はい──病夜宮──を見下ろし、阪神先輩が相変わらずの目つきの悪さで言う。

「白水さんから『話がある』と言われたときは、てっきり彼女本人が来ると思ってたんだが……どうやら俺の早とちりだったみてえだな」

　不ふ機き嫌げんそうな顔で、続ける。

「告られたりしたら、どうやって断ろうかと悩なやんでたんだけど」

「……はぁ」

　返すべきコメントに困る僕に、「冗じよう談だんだよ」と、冗談を言っているとは思えない不ふ愉ゆ快かいそうな顔で阪神先輩がつけ加えてきた。

　そんな鋭するどい目つきで言われても、やっぱり反応に迷うんだけど……。とりあえず笑っておけばいいのだろうか？　……というか、泊さんから告白されたら断るんだな。泊さん、客観的に見ても──もちろん主観的に見ても！　──背がちっこめでお人形みたいなかわい子さんだと思うけど。

　……ああ、そうか。阪神先輩、何かバレンタインのチョコをもらって困ってたとかいう話だったな。彼女がいるのか？　リア充じゆうめ。

「っていうか、いい加減、名前名乗れよ」

　もっともな文句だった。すみません甘口廿日です、病夜宮美闇です、と名前を口にする。阪神虎太狼だ、と知っていると分かっているだろうに、そう返してくれたのが意外だった。

「で、何だよ、話ってのは？　言っとくけど休きゆう憩けい時間終わったら、途と中ちゆうでも戻るからな」

「では、単刀直入に」

　と、僕は切り出した。今回は、僕がメインで話すことに決めていたのだ。「阪神先輩と直接話すの怖いなぁ……」と縋すがるような目で見られれば、誰だれが断れようか。

「門前先生の件なんですけれど」

『狂言回しワードバーサーカー』の本領発揮である。相手の反応を窺うかがうために、そこで言葉を切った。

　三年二組の一いつ匹ぴき狼おおかみ、『論理ウルフ』の阪神虎太狼。

　いつも不機嫌そうに、人を殺したことがあるような鋭い目つきをしている人だ。

　その目に。反応は顕けん著ちよに表れた。

　目が細められた、弓なりに曲げられた──というのではない。

　いや、この表現は正確ではないか。

　目は、確かに細められた。

　ただ、その細め方──その鋭さは、さながらテリトリーに侵しん入にゆうしてきた敵を見るような、野生の虎とらのそれである。その動きを弓なりに曲がったと表現すれば、弓は弓でも矢の番つがえられた弓だった──いつでも、こちらを射い抜ぬけるように狙ねらいをつけている。

「……何で」

　と、返ってきた声は、すさまじく低音域のものだった。

「そんなことを俺に訊く？」

「えーと、ですね」

　この反応は想定の範はん囲い内だったが、それでもその迫はく力りよくに、僕は言葉に詰つまった。

「阪神先輩と門前先生が一緒にいたところを見かけた奴やつがいるんですよ、知り合いに。もちろん校外で。それで、もしかしたら、阪神先輩が門前先生と個人的に親しいのかな、と思いまして」

　そこで、返答を待つために一度言葉を切ったのだが、阪神先輩は喋しやべれば不幸が起こるとばかりに押し黙だまっているだけだった。仕方なく、僕は言葉を続ける。

「例えば、久凪崎先生いるじゃないですか。養護教きよう諭ゆの。知ってますか？」

　この質問にはさすがに答えてもらえた。ああ、と頷く阪神先せん輩ぱい。

「知ってる。久凪崎先生には世話になってるからな」

「その久凪崎先生なんですけどね、実は病夜宮のお姉さんなんですよ」

「へえ」

　と言った阪神先輩が病夜宮を見る。別に、睨にらんだ、ということでもなかったのだが、びくりと病夜宮が身をすくませた。

「まあ、そういうわけで」

　と、軽く割って入りつつ、僕は尋たずねた。

「そんな感じに、阪神先輩と門前先生も実はご姉弟きようだいだったりするのかな、って思って」

「…………」

　何を警けい戒かいしているのか、阪神先輩は、話し出す前に随ずい分ぶんと考えをまとめてから言葉を口にしているようだ。

　剣道部の休憩時間が終わるまでというタイムリミットがあることを念頭に置くと、単なる時じ間かん稼かせぎと考えることもできるが……いや、やはり、何かしら、阪神先輩はこの門前先生の件に関して、警戒すべき事こと柄がらを有しているのだろう。そんな気がする。

　やはり、阪神先輩が門前先生を休職に追い込んだのか？

　その事実を暴かれるのを恐おそれているだろうか？

「…………」

　僕の質問に対して、阪神先輩は答えるのにさらに数秒の間を置いた。たかが数秒だが、『姉弟なんですか？』という、脊せき髄ずい反射でも答えられそうな問いに対しての数秒だ。「いや」と、僅わずかに首を横に振ふる。

「じゃあ、何で阪神先輩と門前先生は一いつ緒しよにいたんですか？」

「……いや」

　僕の質問に、阪神先輩はもう一度首を動かした。

「お前の知り合いの見み間ま違ちがいだよ」

「見間違い？」

「ああ、うしろ──」

　続けられた言葉に、僕は背後を振り返かえる。病夜宮と目が合ったが、特に異変はなさそうだ。振り向き直しながら、尋ねる。

「後ろがどうかしました？」

　訊かれた阪神先輩は、ひどく不機嫌そうな──これまでよりも──顔だ。

「……んなこと誰も言ってねえよ。──門前と俺がプライベートで会ったことなんて、一度もないからな」

　苦々しげなその表情が気になったが、僕は会話を続ける。

「一度もですか。街でばったり偶ぐう然ぜん出会ったとかの類たぐいも？」

「ああ、ない」

　と、必要以上に断言するように阪神先輩は首しゆ肯こうした。

「──話ってのは、それだけか？」

「ええ」

「じゃあ、悪いが、俺は部活に戻るぞ。もう休憩時間も終わる頃ころだろ」

　本当はまだ五分近く残っていたが、「そうですね」と、僕は同意した。

「すみません。こんな変な話に時間を取ってもらって」

「まったく。練習の邪じや魔まだ」

「すみません」

　僕はもう一度謝っておいてから、訊いてみた。

「ちなみに、門前先生が休職されるそうですが、その理由を知ってたりしますか？」

　もう体育館に戻ろうと僕たちに背を向けていた阪神先輩は振り向きもせずに言った。

「知るわけねえだろ、んなこと」

　ですよね、すみません、と阪神先輩から見えていないことは分かっていたが、僕は頭を下げる。さあ、これからどうするよ？　と、訊こうと僕が病夜宮を見たとき、

「──すみません、最後に一つだけ」

　ずっと押し黙っていた病夜宮が口を開いてそう言った。

「何だ？」

　歩みを止めずに言ってくる阪神先輩に向けて、病夜宮は訊く。

「ある人がある人に対して、『やめろ』って言ったとき──そこにはどんな気持ちが込められていると思いますか？」

　その問いを聞き、どう思ったのか、阪神先輩は足を止めた。

　数秒の考えるような空白の後、ゆっくりと振り返って僕たちを見る。

　病夜宮の、状じよう況きようも何も設定されていない、通常だとまず何か訊き返してくるだろう質問に、阪神先輩は一言だけを、何とも言い難い奇き妙みような表情で答えてきた。

「……懇こん願がん、かな」

　と、それだけを。ただ一言。




「……阪神先輩、絶対何か知ってるよな」

　広い胴どう着ぎの背中が完全に見えなくなってから、僕は言った。

「けど悪い、何も聞き出せなかったな。『狂言回しワードバーサーカー』の名折れと罵ののしられても仕方がない」

「罵るも何も、その名にどんな意味が籠こもっているのか、私知らないんだけど……」

　確認したいんだけど、と病夜宮。

「さっき、甘口君、何で私の方を見たの？」

「あれ？　聞こえなかったか？　阪神先輩が『後ろがどうの』って言ったから、お前がどうかしたのかな、って思ったんだけど」

「ふぅん……」

　と考え込む仕草の病夜宮。やがて、ぽつりと言った。

「門前先生だけ、呼び捨てだったね」

「？」

　意味が分からなかったが、阪神先輩の、名前の呼び方の話のようだ。『白水さん』『久凪崎先生』に対し、門前先生だけ『門前』と呼んでいた、と言いたいらしい。

「基本呼び捨てだけど、ある程度敬意を持ってる人には敬けい称しようをつける、って感じにしてるんじゃないか。久凪崎先生は『お世話になってる』って言ってたし」

「白水先輩は？」

「泊さんはほら、『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』で学年トップの成績だし」

「なるほど……」

　と、また考え込むように目を伏ふせた病夜宮は、顔を上げて、力強い眼まな差ざしを向けてくる。

「……ありがとう。甘口君のお蔭かげで、大分真相が分かった気がする」

「……マジか？　あれだけの話で？」

「多分、だけど」

　何があったんだ？　と尋ねるも、「私の考えが当たってるなら、かなりプライベートな話になるから」と教えてもらえなかった。

「……それにしても」

　と、病夜宮はフルマラソンを走り切ったあとのような表情で、幹と杖つえに寄りかかった。

「疲つかれた……阪神先輩、怖こわすぎる……」

「確かにな」

「そんな阪神先輩と面と向かって話せる甘口君はすごいなぁ」

　そう素直に褒ほめられると、だから反応に困る。

「体育館でもすっごい堂々としてたし」

「堂々というか、普ふ通つうにしてただけ──っていうか、お前こそ、もうちょっと興味ありげにしとけよ、失礼だろ。ずっときょろきょろしてたじゃねえか」

「そんなこと言っても」

　しょうがないじゃない、と病夜宮が唇くちびるを尖とがらせる。

「剣けん道どう部の人たち、何か私たちの方、睨んできてて、すごい怖かったんだもん」

「…………」

　剣道に対して興味がなかったわけではなく、練習の邪魔になっている僕たちに対する剣道部員の視線が怖くて、目をそらしていただけのようである。

「ちらちらとしか見られなかったけど、やっぱり阪神先輩が一番体格良かったね」

「ああ、そうだな」

「受けより攻せめっていうタイプだったね」

「いきなり何言ってるんですか、病夜宮さん!?」

　病夜宮の唐とう突とつなＢＬ発言に、僕は思わず声を荒あららげてしまった。

　そんな僕に病夜宮が訝いぶかしげな視線を向ける。

「……剣道のスタイルの話だよ。何か勘かん違ちがいしてない、甘口君？」

「…………」

　いらぬ恥はじを搔かいてしまった。

「……いや全く日本語というのは本当に難しいもの──ディフィカルトなものだな」

「何でわざわざ英語で言うの」

「『俺と同じ墓に入ってくれ』だとプロポーズになるのに、『お前と同じ墓に入れてくれ』だと勘かん当どう息子むすこになるからな」

「……そのパターンほんとお気に入りだね、甘口君」
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　翌日。放課後。

　僕は保健室の戸を開けた。

　今日も今日とて用件を抱かかえた『病夜宮係』の僕であった。

　今日も今日とて養護教きよう諭ゆのくせに久凪崎先生はいない。

　そして。今日も今日とて病夜宮はベッドの上で本を読んでいた。いつも通りのいつもの格好で。ただし、今読んでいるのは『家庭の医学』でもパズルの本でも小説でもなく、教科書だった。どうやら、定期試験に向けて勉強をする気に──

「って、病夜宮。お前、そこ、全然範はん囲いじゃねえぞ」

「うんー……？」

　と、病夜宮が妙みように気だるげな調子でこちらを向く。

「あ、甘口君、こんにちは」

　僕の質問なんてさらさら無視してそう言うと、「はぁ……」と病夜宮はため息をついた。

「……どうしたんだ、お前？　随ずい分ぶん眠ねむそうだけど、六時間目の授業中に昼ひる寝ねでもしてたのか？」

「はあ……甘口君が授業を受けてる間もちゃんと起きてたよ」

　そう言って、また息を漏もらす病夜宮。

「保健室登校を出席として認めてもらうためには、授業時間中はちゃんと起きてないといけないの……」

「……じゃあ、どうしたんだ？　何かいつもと全然調子が違ちがうみたいだけど」

「そんなことないよ、いつも通り……」

　明らかに噓うそであった。泊さんの物もの真似まねでもしているのかと思うくらいに、口調に覇は気きがない。

「いつも通りだってんなら、今教科書を逆さまに構えてるのも、わざとなんだよな？」

「え？　本当……？」

　と、病夜宮が手の中の教科書をひっくり返した。十秒くらいして、再び上下を逆にする。

「って、噓言わないでよ、甘口君。ちゃんと持ってたじゃない。ほら、どこもおかしくないでしょ……」

「いや、今の反応の遅おそさは異常以外の何物でもなかったけど……」

　呟つぶやくように言った僕の突つっ込みは、何だか妙な雰ふん囲い気きの病夜宮には届かなかった。僕から目をそらして窓の外を見る病夜宮。清々しい日だ──と言いたいところだが、残念ながら今日は朝から曇どん天てんだった。鬱うつ々うつしい日である。

「あれか、台風が近づいてきてるから、体調が悪いとか、そんな奴やつか？」

「そうじゃないけど……というか、台風近づいてきてるんだ。早く帰らなくちゃ……」

「……いや、それも噓だけど……」

「え、そうなの……？」

　と、驚おどろく病夜宮は、全く病夜宮美闇らしくなかった。本人は否定しているが、絶対に何か不調を抱えている。

「ひょっとしてとは思うんだが……」

「んー……？」

「僕は女子に絶対に訊きいちゃいけないことを訊いてしまうかもしれないんだが……」

「……何を」

　言いよどむ僕に対して、悲しみと寂さびしさの混じったような胡う乱ろんな目を向けてくる病夜宮。

「お前、今日、セーラームーンなのか？」

「……はぁ？」

　と呆あきれたような声を漏らした病夜宮は、やっと意識が覚かく醒せいしたように目を見開いて僕を見てきた。

「何？　セーラームーン？　何が？　セーラームーンがどうかしたの？　私がセーラームーン？　どういうこと？　よく分からないんだけど。よしんば、私がセーラームーンだとしても、そもそも、ここの制服ってブレザーだよ。ブレザームーンになっちゃうじゃん」

　驚いたからだろうか、ようやっといつもの調子で喋しやべり出す病夜宮に、

「えっと」

　と、言葉を選びながら僕は言った。

「あ、いや、いわゆる女の子の日なのか、って訊こうとしたんだけど……」

「生理のこと？」

「男の僕が直接的な表現を避さけてるんだから、お前も回かい避ひしてくれよ」

「別に生理なんて恥はずかしいものじゃないじゃない。子供を産むための大切な機能の一つなんだよ。恥ずかしがることなんて何もないよ」

「いや、まあ、そうだろうけど……その様子だと違うみたいだな。悪い。最低なことを訊いた」

「ううん、別にいいんだけど。それよりも、生理が何でセーラームーンなの？」

「いや、ほら、そんな古いアニメのこと僕もよく知らないけど、セーラームーンって月の使者か何からしいじゃん」

「あぁ、生理って月のものとか言うもんね。その関係？」

「僕の知り合いに実際にそう呼んでる人間がいたんだよ」

　へぇ、と病夜宮が興味があるようなないような微び妙みような言い方で相あい槌づちを打つ。まだ手に持っていた教科書を今思い出したかのように閉じて、傍かたわらのテーブルに置いた。

「で、今日はどうしたの、甘口君？」

「ああ」

　と、僕は鞄かばんから紙を一枚取り出した。

「定期試験のポイント、適当にまとめて持ってきた」

「わあ、ありがとう、甘口君。もっと綺き麗れいな字で書いてくれてたら、さらに嬉うれしかったけど」

　病夜宮が意地の悪い笑みで僕を見上げる。

「そうしたら、嬉しさのあまりに抱だきついてたかも」

「……次からは、インダス文字で書いてきてやるよ」

「インダス文字？　何それ？　甘口君、そんなの書けるの？」

「書けるわけねえだろうが。未解読文字だぞ」

　僕の言わんとしたことを理解したのか、病夜宮が唇を尖らせて睨にらんできた。

「……甘口君は意地悪だね」

　そうだよ、知らなかったのか？　と肩かたをすくめようとした僕に、

「でも、次も書いてきてくれるんだね」

　と、病夜宮が嬉しそうに言ってきたので、肩をすくめようとしたエネルギーの持って行き場がなくなってしまった。……まあ、いいけど。

「……でも、あれか、ポイントとか教えてやっても無む駄だになるかもしれないな」

「えっ、何で？　すごいありがたいよ」

「でも、お前」

　と、僕は、不思議そうに見つめてくる病夜宮の白い顔を見下ろす。

「門前先生のことで、勉強が手につかないんだろ」

「え、あぁ、うん……」

　僕の言葉に病夜宮は何だか曖あい昧まいな感じに口ごもり、「そのことか……」と俯うつむいて独りごちるように呟いた。

「…………」

　何だか奇き妙みような反応だった。

　月曜日に僕がその話をしてから昨日まで、ずっと気にしていた様子だったのに──何故なぜか今はむしろ、あまり触ふれたくないようである。昨日の阪神先せん輩ぱいの件で、人の秘密に踏ふみ込むことに懲こりた──とも思えないのだけれど。

「……門前先生の件で何かあったのか？」

「……うん」病夜宮がさらに下を向く。

「昨日、休職する理由が分かったかもしれない、って言ってたけど、それが当たってたのか？」

「うん……多分当たってた。本人に確認したわけじゃないけど」

「なら、良かったじゃねえか」

「良かったことは良かったんだけど……」

　そう言ってかけ布団を見つめる病夜宮は、さっき僕が保健室に入ってきたときと同じくらい陰いん湿しつな気配を発していた。門前先生が休職する理由が分かったことが、何故か病夜宮を落ち込ませている原因らしい。

「で、どんな理由だったんだ？　……やっぱり僕には話せないようなものだったのか？」

　僕の質問に、病夜宮はぽつりと答えてきた。

「うん、悪いんだけど。かなりプライバシーに関わることだから」

「そうか、じゃあ具体的な内容は聞かないけど、話せる範囲でいいから何点か教えてくれ。阪神先輩は関係あったのか？」

「うん」

　と、病夜宮が頷うなずく。

「当事者の一人」

「あの『やめろ』発言は？　やっぱり脅きよう迫はくだったのか？」

「ううん、違う。あれは、阪神先輩の言う通りに、『懇こん願がん』して言ったものです」

「ふぅん。というか、お前、そんな落ち込んでるのは何でなんだ？」

「……こんなプライベートな話をあれこれ嗅かぎ回ろうとしていた自分に嫌いや気けがさしてるの」

「……じゃあ」と、僕。「僕も同罪だな。お前につき合って色々動き回ってたんだし」

　きょとん、という顔をしばらく病夜宮はしていたが、やがて、くすり、と笑った。

「ありがとう、甘口君。一いつ緒しよに罪悪感を負担してくれる人がいると、ちょっと気が楽になるよ」

　どういたしまして、と僕は応じる。

「あと、何で昨日じゃなくて、今日落ち込んでるんだ？」

「休職する理由に確信が持てたのが、今日、というかついさっきだから」

　と病夜宮が白魚よりも白い指先で窓を指差した。

「そこから外見てたら、門前先生が歩いてたの」

「ふむ」

「で、私の考える理由が合ってるなら、私のこの『特技』で──」

「『アスクレピオス』のことか？」

　私のこの『特技』で！　と、あくまで拒きよ否ひしてみせる病夜宮。照れなくてもいいのに。

「『見』たら分かると思って、使ってみたんだ。お姉ちゃんも確か前にそう言ってたし。──勝手に『見』たら、悪いとは思ったんだけど──案の定だった」

「お前の『アスクレピオス』で分かったってことは、病気だったってことか？」

「病気ではないよ。どっちかと言うと、病気にかかった結果」

「？」

　そういえば、久凪崎先生も、同じような表現をしてたな？　『ある意味では病気』だったか？

「なので、病夜宮さん的には、この件については解決を見たのです」

「僕には説明できないわけだけど」

「……ごめんね、色々助けてもらったのに」

　いやまあだからいいって、と言おうとしたのだが、それより、病夜宮がベッドの上で深々と頭を下げてくる方が早かった。

「改めて、ありがとう甘口君。色々と手伝ってくれて」

「いやいいよ。僕は『病夜宮係』なんだし」

「私は、『病夜宮係』の甘口君じゃなくて、単なる甘口君にお礼を言ってるの」

「……じゃあ、単なる甘口廿日として──」

　と、僕。

「どういたしまして」

　ありがとう、ともう一回言って、病夜宮はにっこりと微笑ほほえんだ。何となく照れくさくて、僕は視線をそらす。そんな僕の態度をどう思っているのか、変わらぬ様子で病夜宮は言ってきた。

「今回は特に色々と配はい慮りよしてもらったから、特別に何かお礼をしたいんだけど……何かしてほしいことある？」

「いや、ない」

「……即そく答とうしなくても。それだと、私が何もできない子みたいで、ちょっと悲しいんだけど」

「って言われてもなー……」

「少しくらい無茶な注文でも、今の病夜宮さんは受けつけちゃいますよ？」

「少しってどのくらいだ？　僕の代わりに定期試験受けてくれるくらいか？」

「大学とかならまだしも、高校のシステムでそれは物理的に不可能じゃない……？」

「じゃあ、センター試験」

「三年後までこの約束を引っ張る気なんだ……」

　っていうか、甘口君ってテストを忌き避ひするほどに頭悪くないでしょと言い、病夜宮は「んー……」と細い顎あごに指を当て、天てん井じようを見つめてから、はにかんだ表情で僕を見た。

「一日デート……とか？」

「いやそういうのはいいんだけど」

「即答しなくても！」

　病夜宮が何を言ってきても否定する気だった僕のノータイムレスポンスに──そっちの方が面白そうな予感がしたから──本気で驚おどろいたように叫さけぶ病夜宮なのであった。
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　と、まあ。

　そんなやり取りがありつつ。

　放課後になったのにさっさと帰らずに保健室に残っていた僕たちは、今はその居場所を廊ろう下かに移していた。

　本を抱かかえる僕と、その隣となりで杖つえを突ついて歩く病夜宮。

　図書室から借りた本だ。と言っても、借りたのは僕ではなく、病夜宮だが。この前の『家庭の医学』である。もう返へん却きやくするので、ついて来てほしいと頼たのまれたのだ。

　本を返却するのが本人である必要はないので、「僕が行くから、お前は残っとけよ」と言ったのだが、「いや、そんなわけにもいかないでしょ」と二人で廊下を歩いていた。

　一階の廊下を進み、階段へ。杖を突いているのとは反対の手で手すりを摑つかみ、上り始める病夜宮。少し待ち、その数段下を上る僕。手すりから手を離はなし、スカートの裾すそを押さえる病夜宮──「っておい、何だよその仕草」

「……甘口君のえっち」

「病夜宮さん!?　何か勘かん違ちがいしてません!?　別にお前のちょっと後ろを歩いてるのは、別にスカートの中覗のぞこうとしているとかじゃないぞ!?」

「じゃあ、何を覗こうとしてるのさ」

「何で覗くこと前提なんだよ！」

　足滑すべらせたりしたときに備えてるんだよ！　というのも、何か気の遣つかいすぎみたいで言いづらい。こちらを振ふり返かえり、むー……、という目で睨にらんでくる病夜宮。

　──だから、踊おどり場ばにいる人ひと影かげに気づいたのは、僕の方が早かった。

　二階から下りてきた人影が踊り場を回ろうとし──ぐらりとふらつく。

　急に立ちくらみにでも襲おそわれたような雰ふん囲い気きだった。

　危ない、と声をかける間もなく、ふらついた人影が段を踏み外はずす。

　僕の表情に気づいた病夜宮が振り返った。

　そこへ、足を滑らせた人影が激げき突とつする──。

　──直前。

　数段を駆かけ上がった僕が病夜宮の腕うでを引く方が早かった。

　腕を引き、病夜宮を後ろから抱だきしめる格好になる。

　腕の中で、うひゃぅ、とかよく分からない悲鳴が聞こえた。

　──そこに、衝しよう撃げきが加わった。

　病夜宮に人影が直接当たらないよう上手うまく腕でかばい、踏ん張る。

　だが。

　二人分の体重を支え切れるはずもなく。

　もんどりうって三人で落下した。

　病夜宮が頭を打たないようさらに強く引きつけ。

　人影が弾はじき飛ばされないよう一緒に抱きかかえる。

　──結果、自分に対する防護は何もできなかった。

　段差の角が背中を削けずり、床ゆかにぶつかったダメージをそのまま食らう。

　肺から、空気が抜ぬけ出す。

　呼吸が、まともにできない。

　背中に感じる床の冷たさと。

　胸に感じる熱と二人分の重量。

　吐はき出した空気を、再び吸い込めたのは数秒してからだ。

「……どいてくれ」と、何とか言葉にできた。

　が。

　どちらからも返事がなかった。

　慌あわてて、何とか身を捻ひねって、二人の下から抜け出す。二人の表情を確認し──このとき初めて、落下してきたのが門前先生だったと気がついた──僕の焦しよう燥そうは増した。

　苦痛に顔を歪ゆがめ、どちらも意識がなさそうだ。

　咄とつ嗟さに判断に迷う。

　助けを呼ぶか、呼びに行くか。

　階段から落下して相当な音がしたと思うが、誰だれもやって来ないところを見ると、近くに誰もいないのかもしれない。

　なら、職員室にでも駆け込んだ方が早いだろう。

　だが、ここに残って二人の手当てをした方がいいかもしれない。ある程度の応急処置に関しては、「暇ひま潰つぶしに教えてやろう」という久凪崎先生から教わっている。

　助けを呼ぶか、呼びに行くか。

　迷った末に決断しようとした──そのとき。

「後路！」

　人の声がした。

　背後から。

　振り返ると、阪神先せん輩ぱいがそこにいた。

　その眼まな差ざしが見つめるのは──門前先生。

　その厳いかめしい顔に浮うかんでいるのは、ただただ心配げな表情だ。

　駆け寄ってきた阪神先輩の、剣けん道どうで鍛きたえた力強い腕が、門前先生の身体からだをすくい上げる。

　呆ぼう然ぜんと見つめる僕に。「おい一年！　何やってんだ！　そっちの奴やつ運べ！　とりあえず保健室だ！」

　そう言って振り返りもせずに走り出す阪神先輩を見習って、僕も病夜宮の身体を担ぎ上げた。……すさまじく重くて（意識を失っている人間は自分でバランスを取らないせいらしいが）、このときは火事場の何とやらでどうにかなったが、その後しばらく筋肉痛に見み舞まわれたのは、病夜宮の女子的自尊心のためにも、秘密である。
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　僕は、保健室のベッドに寝ねかされている病夜宮を見ていた。

　僕の他には、誰もいない。

　駆けつけてきた久凪崎先生（何故なぜか携けい帯たい電でん話わの番号を知っていた阪神先輩が呼んだ）の見立てによれば、身体を打った形けい跡せきのある門前先生はちゃんと診しん察さつしてもらった方がいいらしい。救急車を呼んでいる手間も惜おしんで、久凪崎先生の車で病院へと連れられて行った。阪神先輩も同乗させて。

　久凪崎先生が車を回してくる間に、阪神先輩に礼を言われた。

「一年──甘口、って名前だったよな？」

「はい」

「──ありがとう。お前のお蔭かげで大した怪け我がをしないで済んだみたいだ」

　何で阪神先輩が礼を言うんだ──とかいう風には思わない。さすがに、さっき門前先生のことを下の名前で呼んだときに気がついた。

「えと、門前先生と……」

　プライバシーに踏ふみ込もうか、ちょっと躊ちゆう躇ちよする。

「つき合ってるんですか？」

「ああ」

　と、頷うなずく阪神先輩は、いつもの人を殺したことがあるような目をしながらも、少し照れくさそうな顔だった。

　今回の件の真相とか、訊きいてみたら答えてくれそうにも思えたが、残念ながら久凪崎先生の車が保健室の外に着く方が早かった。三人で協力し、この前病夜宮の車くるま椅い子すを持ち出すのに使った出入り口から門前先生を運び出す。

　不安が残る容体の門前先生に対し、病夜宮の方は打だ撲ぼくの跡あともなく「ちょっと気を失っているだけ」だそうだ。

「王子様がキスしてやれば、目が覚めるんじゃねえの？」

　妹のことを大切に思っているはずのあの人が、発進前に軽い調子でそう言っていたということは、本当に大したことないのだろう。

　──正直、そんなこと言い残して行ってほしくなかったのだが。

「目が覚めるまでお前が付つき添そってやっといてくれ」ということで、横たわる病夜宮の側そばで椅い子すに座っているのだが……その唇くちびるを、やたらと意識してしまう。

　赤い、柔やわらかそうな唇。

　ついつい見てしまい、慌てて僕は視線をそらした。が、気がついたらまた目を向けてしまっている。

　意識せざるを得ない。

　唇についてもそうだし、また、意識がないことに関しても意識せざるを得ない。

　──今なら、何をしても気づかれないよ？

　と、僕の中で悪あく魔まが囁ささやいた。

　──するのなら、できるだけ優しくしてあげるんですよ？

　と、僕の中で天使が囁いた。

　仕事しろ天使。

　……気がつけば、僕は椅子から腰こしを浮かせていた。

　白いシーツの上に横たわる、白い病夜宮の顔。

　周りに広がる黒い髪かみ。

　その中心の、赤い唇。

　そこに視線を注ぎながら、顔を下ろしていくと──



















　黒と白のハイコントラストな瞳ひとみに、射すくめられた。

「……甘口君？」




　数秒後、悲鳴が保健室に響ひびき渡わたった。
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「あ、えーと、はい、大だい丈じよう夫ぶです。あ、いえ、何かよく分からないんですけど、はい、何故か急に大きな声を、あ、はい、ええ、多分、さっきからうずくまってて話しかけても返事ないんですけど、多分大丈夫だと思います」

　誰かが誰かに応対している声が聞こえてくる。

　その様子を、僕の耳は捉とらえていた。が、心の方は全く認識していなかった。自責の念が、僕の心をお花畑へと連れて行ってくれていた。

　…………。

「……よし！」

　数分後（くらいかな？）、ようやく立ち直った僕は、保健室の隅すみで立ち上がった。

「あ、復活した」

　という声が、後ろから聞こえてくる。病夜宮の声だ。そのまま振ふり返かえらずに立ち去ってしまいたかったが、さすがにそんなみっともない振るまいはできなかった。

　ぎぎぎ、と油切れのロボットのように振り返る。

　ベッドの上の病夜宮と、目が合った。戸と惑まどったような顔をしている。

「えと、大丈夫、甘口君？」

　心底のものらしい心配げな様子が、下げ劣れつな僕の心に剣けんを突つき刺さす。

「僕を殴なぐれ！」

「……え、何いきなり？」

　メロスの友達の真似まね？　と病夜宮。

「お前にひどいことをしようとした僕を殴ってくれ！」

「と、とりあえず落ち着いて甘口君。話が見えない」

「いいから殴れよ。殴らないと僕がお前を殴るぞ！」

「甘口君が今までにないほど混乱してることだけは理解できるんだけど……」

　何かよく分からないんだけど？　と病夜宮は首をかしげる。

「『しようとした』ってことは、しなかったってことだよね？」

「そうだけど──」

「──じゃあ」

　遮さえぎり、病夜宮がにっこりと笑う。

「じゃあ、いいよ。私と甘口君の仲だもん。許してあげる」

「おお……何という寛かん大だいな心。僕の前にいるのは、吸きゆう血けつ鬼きではなく女神だったのか……」

「私の評価が急きゆう上じよう昇しようした……」

「ああ、泊さんの次に位置づけられたぞ」

「あ、それでも白水先輩は抜ぬけないんだ」

　それはそうと、と病夜宮。

「ありがとね、甘口君。お姉ちゃんからさっき電話あって、階段から落ちた私を助けてくれた、って聞きました」

「いや、女神のためなら当然だよ」

　それやめて、調子が狂くるうから。と言った病夜宮は、

「──で、門前先生の容体も聞いたんだけど」

　と、続けた。




「母子ともに何の問題もないってさ」
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「母……子？」

　僕の反応を見て、あれ？　と病夜宮が首をかしげた。

「あ、お姉ちゃんから聞いてなかったのか。うん、母子。門前先生、妊にん娠しんしてるよ。さっき階段でめまい起こしたのも、そのせい」

「えと、ちょっと待ってくれ。……つまり、父親は阪神先せん輩ぱい？」

「うん。詳くわしい馴なれ初そめとかは知らないけど、まあそういう関係だったんだってさ、あの二人」

「……なるほど」

　という言葉しか出てこない。つき合っているだろうことまでは思い当たったが、そこまでは想定外だった。

　学校の外で会っていた二人。阪神先輩が久凪崎先生の携けい帯たい電でん話わの番号を知っていたのも、妊娠のことで何かしら相談に乗ってもらっていたからか。それなら確かに、呼び捨てになどできまい。『ある意味病気』というのはつまり『恋こいの病』ということか。『アスクレピオス』を使えば分かる、というのも、こいつは、女性固有器官についてのあれこれも分かるからだ。

「……なるほどね」

　と、僕が再び言ったとき、ガラガラ──と、音を立てて保健室の戸が開いた。




「いた……病夜宮さん……」

　病夜宮がそちらを見──るよりも、僕が振り返る方が早かった。泊さんの声だ！

　いつも妹が変形させている髪かみ型がたは、今日は位置が高めのツインテールになっている。その幼いヘアスタイルは、泊さんが小さな体格をしているせいもあって、泊さんをまるで小学生のように見せていた。その子供みたいな手にあるのは、一冊の本。

『家庭の医学』だ。

　精せい一いつ杯ぱいの大おお股またで近づいてくると、泊さんはそれを見せつけるように突き出した。

「病夜宮さん……」

　と、いつも通りの儚はかなげな口調で言う。

「……この本……廊ろう下かに……落ちてたんだけど……」

　…………。

　いつも通りの儚げな口調だったので、分かりにくかったのだが。

　白水泊さんは激げき怒どしているっぽかった。

　全ての本を愛する泊さんのことだ。愛する君が打ち捨てられていたら、怒おこるのも当然である。

「……この本……今……病夜宮さんが……借りている本……だよね……？」

　その無表情の怒いかりは病夜宮に向けられているが、その責めを負うべきは僕だ。……泊さんに怒られたくなんてないから、そのまま病夜宮に責任を押しつけようかとも思ったのだが。

「ごめん、泊さん」と僕。「それ落としたの、僕」

「え……？」

　と、泊さんが泊さんなりの驚おどろきを表した顔でこちらを向いた。

「……はっくんが？」

「うん、ごめん」

　先の騒そう動どうのときに落としてしまったのだろう。確かに、思い返したらどこかのタイミングからか本を持っている描びよう写しやが全くない。

「……はっくんが……そんな人……だったなんて……」

　泊さんが悲しみを滲にじませているような表情で言った。

「ごめんなさい、泊さん」

　頭を下げる僕を、泊さんが睨にらんでいるみたいな目で見てくる。

「……私に……謝らなくて……いい……」

　と、手にした『家庭の医学』を僕へと向ける泊さん。

「この本に……謝って……」

「……ごめんなさい、本さん」

　素直に謝ったのに何故なぜか僕への泊さんの視線が厳しくなったような気がした。

「……本さん……？」

「…………」

　泊さんの言わんとすることにすぐに気がついて、僕は頭を下げて言い直した。

「すみません、本様」

「……ん……」

　と、泊さんが本の心中を代弁するように頷うなずいた──ような雰ふん囲い気きを感じたので、僕は頭を上げた。病夜宮が、そこまでするかといったような半眼で僕を見ていたが、僕は気にしない。泊さんに嫌きらわれることを考えたら、どれだけマシなことか。

　よしよし、と言わんばかりに泊さんが座っている僕の頭に手を伸のばしてくる。褒ほめるときに頭を撫なでるという子供のときから泊さんの習慣は、僕の身長が泊さんのそれよりも大分高くなった今でも変わらないのであった。

「いつも……素直な……はっくんは……大好き……」

「僕も泊さんのことが好きだよ」

「ん……」

　満足そうに僕の頭から手を離はなし、泊さんが閉じた本を抱かかえるようにして持って、病夜宮を見た。

「病夜宮さん……疑って……ごめんなさい……」

　そう言って深々とお辞じ儀ぎをする泊さんに、病夜宮が、いやいいですけど、と首を振る。

「じゃあね……二人とも……また今度……」

　そう言って、戸に向かいかける泊さんの小さな背中が振り返る。

「はっくん……今度、お詫わびに……はっくんの部屋の本の……陰かげ干ぼしをさせてね……」

「う……っ、それはちょっと……」

　と、詰つまる僕だったが、泊さんらしくもなく畳たたみかけるような調子で、『家庭の医学』を突き出されれば、

「……分かりました」

　断る余地はなかった。

「よろしくお願いします、泊さん」

「……ん」

　と泊さんは、細い首を傾かたむけて口元を緩ゆるめ、微笑ほほえんだような表情を見せてから保健室を去っていった。




「……陰干し？」

　と、病夜宮が首をかしげる。

「おかしくない？　甘口君がしたことのお詫びで、何で白水先輩が甘口君の本の陰干しをするの？　逆に、白水先輩が持ってる本の陰干しを手伝って、とかだったら分かるんだけど」

「だって、泊さん、本の世話をするのがこの世で一番好きな行こう為いだから」

「ああー……なるほど。……何で甘口君、その程度のことをオーケーするのに、躊躇ためらったの？」

「お前に、肌はだ色いろ率の高い本を、内容を吟ぎん味みして並び替かえられる思春期男子の気持ちが分かるか！　『ふぅん……嗜し好こうが……変わってる……』とか言われる気まずさが分かるのか!?」

「いや、分からないけど。隠かくしとけばいいじゃん」

「駄だ目めなんだよ！　何故か見つけられるんだよ！　いつぞや、秘蔵のロリ姉物をしげしげと眺ながめられてたときは、マジで血の気が引いた！」

「…………」

　病夜宮の半眼に我を取とり戻もどし、僕は「えーと」と話を変える。

「……そういやさ」

「うん？」

「泊さんが前に、門前先生が図書室で『家庭の医学』を読んでた、って話してたじゃん」

「ああ、あったね」

「あれは、つまり、こっそり妊娠について調べてた、ってことでいいのか？　そこを泊さんに見られたから、驚いていたと」

「うん、そうだと思うよ」

　と答えてから、病夜宮は何か思うところがあるように顎あごを引いて、僕の顔を見てきた。

「それよりもさあ……」

「ん、何だ？」

　顎を引いたので、病夜宮が自然、上うわ目め遣づかいになる。

「……甘口君、白水先せん輩ぱいと随ずい分ぶん仲がいいんだね」

「おうよ。僕は泊さんが世界で一番好きだからな」

「そ、そうなんだ……」

「泊さんのためなら、僕は死ねる」と拳こぶしを握にぎる僕に、「甘口君が今まで見た中で一番格好いい顔をしている……」とか呟つぶやく病夜宮。




　そこにまた、新たな人物が保健室へとやってきた。

「泊ちゃん、いるー？」

　と、ドジっ子丸出しの声と、食くいしん坊ぼう全開の顔で保健室の戸を開けたのは、白水泉である。

「……何かあたし今、はーちゃんに著しく馬ば鹿かにされなかった？」

「何のことだか」

　と白を切る僕に、泉はなおも訝いぶかしげな眼を向けていたが、すぐに保健室を見回して尋たずねる。

「あれ？　泊ちゃんは？　保健室に行ったって聞いて、来たんだけど」

「ああ、今さっきまでいたけど、もう出て行ったぞ。本持ってたし、図書室じゃないかな」

「あちゃー、入いれ違ちがいになったかー」

「何だ、泊さんに何か用なのか？」

「うん、ちょっと訊ききたいことがあったんだけど……」

「僕に分かることなら、僕が答えるぞ。僕に分からないことは、病夜宮が調べてくれるぞ」

　私は甘口君の何なの……、と病夜宮が後ろで呟いたようだったが、無視。

「あ、ううん、ありがとう。でも、あたしの家のことだから。泊ちゃん、図書室にいるのね？」

「ああ、多分な」

「うん、分かった、ありがとう。図書室に行ってみる」

　そのまま泉が部屋に入りもせずに出て行こうとしたので、

「ああ、そうだ、泉」

　と、僕は泉を呼び止めた。手招きして、入室するように促うながす。

　素直に従って、泉は後ろ手に戸を閉めた。

「何、はーちゃん？」

「阪神先輩のことだけどな。あれから何か進展というか、続報はあったか？」

「あ……ううん」

　目を伏ふせて静かに首を振ふる泉。窺うかがうようにして、病夜宮に視線を送る。その視線の意味が一いつ瞬しゆん分からない僕だったが、すぐに思い出した。こいつは、病夜宮が阪神先輩のことを好きだと勘かん違ちがいしているのだ（勘違いというか、僕がそういう風に話したのだけど）。

「ううん、何もないわよ」

「だったら、あの件はもう忘れてくれ」

「え？　忘れてくれって……」

　目をぱちくりとさせて泉は僕を見てくる。

「どういうこと？」

「そのまんまの意味だよ。阪神先輩の話はもう解決したから、お前が気に病む必要はないってこと」

「解決したって何があったの？」

「そこまで話すつもりはない」

　と、僕の態度がつっけんどんに過ぎると思ったのだろうか、病夜宮がつけ加えるように言った。

「ちょっと事情は詳くわしくは話せないんだけどね、白水さん。阪神先輩の件はもう大だい丈じよう夫ぶだから」

「そう……なの？」

「うん。それで、ついでと言ってはなんだけど、良かったら、二人が会ってたこと誰だれにも口外しないでほしいんだけど」

「それくらいお安いご用だけど……」

　泉が判断に迷っているような視線で病夜宮を見る。

「それでいいの、病夜宮さん？」

「うん」

　病夜宮が笑顔でしっかりと頷いたからだろう、

「分かったわ、じゃあ、阪神先輩の件はもう気にしないわね」

　と、快活な笑みを浮うかべる泉。

　その笑みのまま、じゃあね、と元気に手を振って、泉は保健室の戸を開けた。




　保健室の戸が閉まるのを見ながら、「そういやさ……」と僕は言った。

「泉が目もく撃げきした『やめろ』云うん々ぬんは、結局どういう意味だったんだ？」

「多分、『堕おろす』のを『やめろ』ってことだったんじゃないかな？　じゃないと『懇こん願がん』って意味が含ふくまれない」

「……なるほどな。……何でそんな大事な話をファーストフード店でしてたんだろうな？」

「……何でだろうね？　逆にそういう店の方が、周りの人間に聞き耳を立てられることもないって考えたとか？」

「そうか。──にしても、あれだな。『やめろ』一つでこんなにも色々な意味に取れるなんて、本当に日本語って難しいものだな」

　僕は言った。

「『俺が好きなのはお前だ』だとプロポーズになるのに、『俺はお前が好きなのだ』だとバカボンのパパになるからな」

「そうだね」

　とくすりと笑って頷うなずく病夜宮。

　そんなことを話していたら、病夜宮の携けい帯たい電でん話わに着信があった。ごめんね、と僕に断ってから病夜宮が出る。

「もしもし、お姉ちゃん？」

　どうやら久凪崎先生かららしい。向こうの声は聞こえない。

　しばらく話をし、「うん、分かった、伝えとくね」と言ったのちに、少し間を空け、「はあ!?」と病夜宮が一際大きな声を出した。

「何馬鹿なこと言ってるの！　電話切るよ！」

　憤ふん慨がいしたような顔で通話を終しゆう了りようさせると、病夜宮はこちらを向いた。

「お姉ちゃんから伝言。お姉ちゃんからというか阪神先輩からだけど。甘口君に改めてお礼を言っておいて、ってさ。甘口君のお蔭かげで、門前先生も子供も無事で済んだって」

「それはよかった」

「また今度、改めてお礼参りに来てくれるそうだよ」

「あんな怖こわい人が言ったら、完全に本来じゃない方の意味にしか聞こえない……」

「ぼろぼろ涙なみだを流しながらそう言ってたそうです」

「……想像できねえなぁ」

　今さらの注ちゆう釈しやくだけど、阪神先輩に会ったときに『後ろがどうの』と言ってたのは、門前先生のことを名前で呼んでしまいそうになっていたからだ。

「ちなみに、電話切る前怒おこってたのは何だったんだ？」

「お姉ちゃんが変なこと言ってくるの」

「変なこと？」

「うん。──『もうファーストキスは済んだのか？』とか何とか」

「…………」

「ね？　甘口君も呆あきれて言葉が出ないよね。何でこんなときにそんな話するのかな」

　お、おう、そうだな……と僕は何とか応じることができた。

「──ま、何にしろ、これにて一件落着、かな」

　そう言って伸のびをする病夜宮から窓の外へと視線を向ける。

　図書室に向かう前にはただ鬱うつ々うつとしているだけだった曇くもり空ぞらの隙すき間まからは、暖かな日差しが差し込んできていた。




　　　　＊




　それと後日談として。

　僕と白水泉と病夜宮美闇が──ようやく──二年になり、白水泊さんと阪神虎太狼先輩が私立朝霧橋学園を卒業する春。

　門前後路先生は阪神後路へと名前を変え、阪神先輩は、彼女の娘むすめ、大たい河がちゃんの正式なパパとなるのだが──

　それはまだ先。

　およそ十ヶ月後の話である。




「甘口君、招待状来た？」

「門前先生と阪神先輩の結けつ婚こん式しきの？」

「うん」

「ああ、もらったよ。知り合いのやってるレストランで、親しい人だけ呼んで挙げるそうだな」

「『挙げるそうだな』？　伝聞形？」

「ああ。招待状、阪神先輩から直接もらったんだよ。『妻と子供の命の恩人を呼ばないわけにはいかねえからな』って。十ヶ月も前の話なのに、いまだそんな扱あつかい方されるの気が重すぎるんだけど……」

「お礼に応じるのもヒーローの務めだよ」

「ますます気が重くなる……」

「にしても、いいなぁ、憧あこがれるなぁ」

「ヒーローに？」

「お嫁よめさんに」

「あ、お前って、結婚願望とかある人？」

「女の子だったら誰でも憧れるよぉ」

「僕の知り合いのお姉さん、『結婚なんて誰がするか！　男なんてみんな死ね！』って飲んだくれてたけど」

「それは多分憧れがあるからの台詞せりふだよ……。それに、夫婦別姓とかあるけど、ちょっと名字を変えてみたいってのもあるし」

「名字を変えてみたい？」

「ほら、私、『病夜宮』じゃん。五十音順に並ぶと、だいたい最後なんだよね。名めい簿ぼの一番上に来るとか、ちょっと体験してみたい」

「…………」

「あれ、何で黙だまり込むの甘口く……あ」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」
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「病やみ夜や宮みや、いるかー？」

「い、いないよー」

　保健室の戸を開けながらいつもの台詞を言う僕に、病夜宮もいつもの──くだらない割に気に入っているらしい──リアクションだった。

　突つっ込むのが若干面めん倒どうだったので、「はいはい」と適当に返しながら中に入ると、「だから、いないって！」と慌あわてた感じの続きがあった。

　いつもの反応がなかったのが寂さびしかったのかと思い──思ってしまい──「いるじゃねえか！」と返してやりながら奥へと進む。一番奥のベッドにカーテンが引かれていることには、おや、と思ったが、逆に言えばそれ以上は何も思わなかった。

「どうしたんだよ」

　と、カーテンをからげて中を覗のぞき込む。

「寝ねてるんじゃないのに、カーテン引いてるとか珍めずらし──」

　言葉が、止まる。




　半はん裸らの病夜宮が、そこにいた。




　制服の上着どころかブラウスまで脱ぬいでいる状態で、滑なめらかな肩かたがむき出しだ。滑らかな白い肩──ではない。羞しゆう恥ちの色に染まっている。白い部分は、下着の肩かた紐ひもくらいだった。

　ベッドの上に腰こしかけて、胸元に急いで拾い上げた薄うす布ぬの──シーツ──を押し当て、目をまん丸にしてこちらを見てきていた。柔やわらかそうな頰ほおから形のいい耳みみ朶たぶから細い首から──全てが真っ赤になっている。

　お互たがい言葉もなく、そのまま数秒見つめ合ってしまった。

「わ──」動いたのは、僕が先だ。「悪い！」

　叫さけんで、慌ててカーテンを閉める。揺ゆれる布に背を向け、さらに数歩の距きよ離りを取る。

　後ろからは何の言葉もかけられなかった。ただ、衣きぬ擦ずれの音だけが、保健室に静かに響ひびく。服のどの部分を今どうしているのか、想像してしまいそうになる自分がいて、僕はひたすら左右に頭を振ふる。やがて。

「……いいよ」

　と、ぽつりとした声が聞こえてきた。

　おそるおそるもう一度カーテンを開けると、ちゃんと制服を身につけた病夜宮がベッドで上半身を起こしたいつもの格好で座っていた。まだ、頰が赤い。長いまつ毛越ごしに、睨にらんでくる。

「……甘あま口くち君の、えっち」

「いや、悪かったと思ってるけどさ……」と、僕。「着き替がえてたなら、そう言ってくれよ。言ってくれたら当然そのまま待ったのに」

「だから、『いない』って言ったじゃない！　それなのに何でカーテン開けてくるの！」

「いやいやいや！　いるじゃん！　いたじゃん！　いつもの冗じよう談だんだったじゃん！　それで分かれ、ってのは無茶すぎるだろ！　素直に『着替えてる』って言ってくれよ！」

「そんな──恥はずかしいこと！」

「その感覚が分からねえ！」

　文句を言ってきているが、半裸を見られた羞恥で感情の持って行き場に困っているのだろう。なおも僕を睨みつけてくる病夜宮だったがやがて、うー……、という呻うめき声ごえとともに息をついた。

「……ごめんなさい、甘口君が悪くないことは分かってます」

「いや、別に構わないけど……」

　僕としては何も損をしてないのだし。むしろ役得しかなかったわけだし。──それを口に出さない分別くらいは持っているけれど。

「それで」

　と、病夜宮がまだ若干照れの残る顔で微笑ほほえむ。

「今日は、何の用事なの？」

「…………」

　お前に会いに来たんだよ、と言ってみようかとも思う。けど、「またまたぁ」と言って取り合ってもらえない気がするし、真しん剣けんに受け取られてもそれはそれで困る。なので、「はい、先生からの頼たのまれ物」と僕は鞄かばんから取り出したプリントを渡わたすにとどめた。

　ありがとう、と受け取った病夜宮はプリントに目を通しながら、「そういえばさ」と世間話の口調で言った。

「門かど前さき先生、経過順調だってさ。お姉ちゃんが言ってた」

「そうか、そりゃよかった」

「それにしても、二人がつき合ってたとか、驚おどろきだったよね」

「まあな」

　プリントに視線を落としたまま、病夜宮が言ってくる。

「甘口君は、彼女とか作らないの？」

「お前、泊とまりさんとつき合うとかそんな恐おそれ多おおいこと言うなよ」

「何で白しら水みず先せん輩ぱい限定なの……。他にもいるじゃない、白水さんとか」

「泉いずみか……昔っからのつき合いだしな。今さら違ちがう意味で『つき合う』とか、あんま想像できねえな」

　それに、と続ける。

「お前がいるしな」

「へ──？」

　プリントから上げた目が、まん丸だ。インクを垂らしたように赤く染まっていく顔を見ながら、何だその反応は？　と思っていたが……気づいた。

「違う違う違う！　お前とつき合ってるしとか彼女にしたいからとかそういう意味じゃない！　『病夜宮係』で忙いそがしいから、彼女とか作ってる暇ひまがない、ってことを言いたかったんだ！」

「……ああ、そういう意味……」

　あー、びっくりした……とブラウスの胸むねを撫なで下おろす病夜宮。

　そんな反応を見ながら、僕は──。

　へたれな自分がとても嫌いやになる。

　このまんまでは、出会ったあのときから何も進展しないことは分かっているのだが。




　　　　＊




　私立朝あさ霧ぎり橋ばし学園に入学し、数日後のホームルーム。『病夜宮係』なる謎なぞの役職を任じられた僕は、保健室に行き、病夜宮美み闇やみと出会った。

　艶つやめいた黒くろ髪かみと、それに対比するようなどこまでも白い肌はだ。大きな黒目と真っ白な白目。モノクロの世界の妖よう精せいがベッドにいるような、幻げん想そう的な光景がそこにはあった。ゆっくりと僕を振り返り、微笑む。

「──初めまして」の方がいいよね？「──病夜宮、美闇です」




　その名乗りに、僕は改めて少女の顔を見る。肌の白さにどうしても目を引かれるが、そこから無理やり視線をはがす。艶めいた黒髪が小顔の周りを縁ふち取どっている。目立つ黒目。白目は青みがかって透すき通とおっている。

　小さな鼻は形よくまとまり、唇くちびるは血の赤。血色がいいというよりも、そのまま『血の色』というイメージだ。血管が透けて見えそうな細い首は、そのままブラウスの襟えりへと滑らかなラインを作っている。

　僕の不ぶ躾しつけな視線をどう思ったのか、少女──病夜宮美闇は、少し身じろぎしてから、

「甘口君、だよね？」

　と唇──赤い──を開いた。

「あ、はい」

　と、僕は一いつ瞬しゆん戸と惑まどってから頷うなずく。

　僕の名前を何故なぜ知っているのか、と思ったのだ。が、「ん、お姉ちゃん、珍しくちゃんと仕事をしてくれた」という、彼女の言葉に対する疑問が先に立った。

「お姉ちゃん、ですか？」

「今、出て行ったでしょ。あれ、私のお姉ちゃんなの」

「へえ、そうなんですか」

　相あい槌づちを打つ僕を、しばしじっと見てから、おかしそうにくすくすと笑う。

「甘口君、何で同級生の私に敬語なの？」

「えっと……あれ、でも、先輩ですよね？」

「違うよ。同じクラスでしょ？」

「あれ、だけど、入学式のときしてたタイ、確か上級生の色……」

　言いかけた僕に、

「……へえ」

　と少女が面白げに眼の奥を光らせた。

「意外と──って言ったら失礼だよね──ちゃんと見てるし、覚えてるんだ」

　忘れられるはずがない。

　桜さくら吹雪ふぶきの向こうで、車くるま椅い子すに座って微笑んでいた彼女のことを。

　あの彼女がしていたタイは、間ま違ちがいなく自分たちの学年の色ではなかった。

「私、留年してるの」

　と、病夜宮美闇があっさりとネタばらしをする。

「入学したのは、去年なんだけど、ご覧の通り、身体からだが弱くて保健室登校が続いちゃってさ、出席日数が足りなくなって、留年しちゃった。……だから、年ねん齢れい的には一個上だけど、同じ一年生なんだし、ため口でいいよ」

「分かり……分かった」

　それで、と僕は言う。

「何か今日は、『病夜宮係』っていうので呼ばれたんだけど、具体的に何をしたらいいのかな」

　本題に入ったからか、少女──病夜宮は表情を引き締しめた。

「私の、手伝いをしてほしいの」

「手伝い？」

　そう、と病夜宮が頷く。

「私、さっきも言ったみたいに保健室登校で出席日数が足りなくてさ、進級しようと思ったら、とある条件をクリアしないといけないの」

「条件？」

　おうむ返しばかりだと馬ば鹿かに見えるか、と思い、「って言うと？」とつけ加えてみる。……あんまり変わらなかった。

「──生徒や先生、学校の中の悩なやみを解決すること」




　悩みって言っても、範はん囲いはすごく広く捉とらえていいみたいなんだけど。

　とにかく『悩み』にカテゴライズできるもの。

　それを解決することによって、出席日数としてカウントしてくれるって、真ま朝あささんが……。

　え？　ああ、そう、ここの理事長のこと。

　実はお父さんの知り合いでね。私が無理言って保健室登校できてるのもコネがあるからなんだ。まあ、代わりに、変な条件で無理言われてる状態なんだけど。




「──で、君にしてもらいたいのが、その無理な条件の手伝い」

「何で僕に？」

「君って、変わった『体質』を持ってるんだよね？」

　微笑みかけてくる病夜宮とは対照的に、自分の表情が硬かたくなるのを感じた。




　おそらくそれは、『シンギュラリティ』のことだろう。




　災難を呼び寄せる、呪のろわれた体質。

　人に、病気みたいだ、と言われたこの体質。




　何を馬鹿な、と思った。

　病気なんかではなく、誰だれもが持っている単なる個性の一つにしか過ぎない。

　だから、『風変わりなだけの個性シンギユラリテイ』と名づけたし、泊さんや泉の『特技』や『体質』にも名前をつけた。

　個体の違いによる、単なる揺ゆらぎでしかないのだと宣言するために。




　だけど。

　結局好きでないことには変わりなく。

　だから、それを利用されるなどたまったものではない。




　言下に断り、立ち去ろうとする僕を見て。

　何を悟さとったのか、静かに病夜宮は首を振ふった。




「変わった『特技』なら、実は私も持ってるの。私の目は人の体調が分かり──病気を見み抜ぬくことができる」

　その目が、僕を見み据すえた。

「でも、私の『目』でも、君は普ふ通つうに見える。──だから、君は病気じゃないんだよ」




　保健室を去ろうとしていた僕の足が、その言葉で動きを止める。

　そして。

　僕の背中へと、柔やわらかな声が。




「それに、気づいてる？　君のその『体質』があれば、すごいことができる、って」

　立ちすくむ僕に、その声は続けた。

「私が言われてる『無理な条件』。もちろん進級のためだ、ってのもあるんだけど、それだけが目的じゃないの」

　背後から聞こえる、白い声。

「みんなの役に立ちたい、っていうのも、あるんだ。──って、真っ正直に言うと、気き恥はずかしいものがあるけど」

　照れて身じろぎしたのか、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

「ほら、私、昔から病気のことでみんなに迷めい惑わくかけたから。ちょっとマシになった今、その受けた恩を返したいの」

　だから、みんなの役に立つために、みんなの悩なやみを治したい。

「だからね、悪く言えば、そのために君の『体質』を利用したい。君のその災難を呼び寄せる『体質』があれば、みんなの悩みも呼び寄せることができると思うから」

　だけどね。

　と、そう続けた声の主は、背後にいるはずなのに確かに笑みを浮うかべているのが分かった。

「悪く言えばそういう言い方になるけれど。だけど、私は良く言いたい。こう言いたいの。──君に、私の手伝いをしてほしい、って」




　そして、君の『体質ちから』で、私の『目』でも見えない世界なやみを見せてほしいの。

　そう言って差さし伸のべられた手に。

　後ろにいるのに、そうされたことが分かるその声に。




　僕は、気がついたら振り返っていた。

　尋たずねていた。

　──何をしたらいいのか。

　と。




　　　　＊




　回想から現実に意識を戻もどすと、眼前の病夜宮が、くすり、とした笑みを浮かべていた。

　この笑顔のためなら、『病夜宮係』の煩わずらわしさなど苦にならない。

「プリントの他に、もう一つ。お前に『餌えさ』を持ってきたぞ」

「ほうほう」

　と、病夜宮がふざけた口調で応じる。

「さすが甘口君。甘口君が手伝い始めてくれてから、悩みの相談件数がぐんと増えたよ」




　その言葉を嬉うれしく思う自分が、僕の中のどこかに間ま違ちがいなくいて、何だかなぁ、と思ってしまう。

　初めはこいつを手伝って──構っていたのは僕の方だと思っていたのに。

　いつの間にか──こいつに、僕が構われている格好になってしまっている気もする。

　それを悪くないと思っている自分も、間違いなく僕の中のどこかにいて、それもそれで、何だかなぁ、という気分だ。



















「それで、今日はどんな内容なの？」

　と黒い目を光らせる病夜宮を見ながら、僕は『餌』の内容について伝える──。




　──こうやって今日も、僕と気ままで可愛かわいい病弱な彼女の日々は続いていくのである。








あとがき






『気ままで可愛い病弱彼女の構いかた』をお読み頂きありがとうございます。あとがきから読む派の方も、ここまで（五十文字くらい）お読み頂きありがとうございます。竹たけ原はら漢かん字じです。

　第28回ファンタジア大賞で審しん査さ員特別賞を頂ちよう戴だいし、出版の運びとなって感無量なのですが、一点困ったことが。小説ではない文章（あとがきとか）って、超ちよう苦手なんですけど。

　で、迷走した挙句、表紙裏の作者プロフィールに続いてカフェオレの話をしようかと準備していたら──どこかから──『内容について書いて……』という声が聞こえてきましたので、乗っかろうと思います。

　ネタバレはしませんが、読どく了りよう前提の話をしますので、あとがきから派の方はよかったら本文も読んでみてください。

　ストーリーとは直接は絡からまない裏話的な話です。

　まず名前について。主人公である「甘あま口くち廿日はつか」。名字から一本移動させると下の名前になるというマッチ棒パズルみたいな構造になっています。本文中で、パズル好きな一面を覗のぞかせているのはそのせいです。

　次に、白しら水みず泊とまりと白水泉いずみ。こちらも同じく、名字を組み合わせると名前になる、という漢字パズル的な作りです。ヒロインを「美み闇やみ」にしたので、闇に対する白、という感じで名前が決まりました。

　メインヒロインである病やみ夜や宮みや美闇に関しては、見た目や意味ではなく完全に音重視ですね。勢い重視と言ってもいいかもしれません。久く凪なぎ崎さき美み陽ひろは、美闇の姉ということで、闇に対する陽になりました。名字の方は、収まりのよいものをと考えた結果です。

　あとモブですが、丹たん波ば凜りん。楽器のタンバリンです。

　──名前については、というようなところですね。各々の性格や設定に関しては、次のような感じで決まりました。ヒロインが保健室登校という前提があり[image: →]それを助ける主人公[image: →]ヒロインの姉である養護教きよう諭ゆ[image: →]ストーリーのキーになる各キャラ（ネタバレになるので細かくは踏ふみ込みませんが）、という流れです。

　で、最後に一つ。気づかれた方がどれだけいるかは分かりませんが、「くすりと笑う」という表現、ヒロインである病夜宮美闇にしか使われていません。「くすり」と「薬」をかけています──と書いていて思いましたが、それなら養護教諭である久凪崎美陽の方が、より薬に関わってるよなぁ。──まあともかく。

　そんなくすりと笑う気ままで可愛い病弱な彼女が、皆みな様さまにとって魅み力りよく的な女の子になっていればとても嬉うれしく思います。

　そして、皆様がそう感じられているのなら、それは九割七分二厘りん、イラストレーターであるＭＡＣＣＯ様のお蔭かげです。デザインラフを見て、「あれ？　誰だれだ、この可愛い女の子は？」としばらく悩なやんだくらい素敵なイラストをどうもありがとうございます。




　最後になりましたが、選考して頂きました葵あおいせきな先生、石いし踏ぶみ一いち榮えい先生、橘たちばな公こう司し先生、遅ち筆ひつさに呆あきれずおつき合いくださいました担当編集者様、可愛らしいイラストを描えがいてくれましたＭＡＣＣＯ様（二度目）──そして、この本を手に取って頂きました皆様に、最大限の謝辞を。

　どうもありがとうございました。

　またどこかでお会いできましたら、これに代わる喜びはありません。

　それではまたお会いできる日まで──。





竹原漢字










竹原漢字

●たけはらかんじ



第28回ファンタジア大賞で審査員特別賞を頂いてデビューすることになりました。ミステリ風味なラブコメです。楽しんでもらえたら嬉しく思います。

一日の終わりにカフェオレを飲んで「この一杯が生きがいだぜ」と言う毎日を送っていたら、この一杯が生きがいなのかこの一杯が生きがいと言うのが生きがいなのかよく分からなくなってきて一杯一杯な今日この頃。


















イラスト／ＭＡＣＣＯ

カバーデザイン／伸童舎










気きままで可か愛わいい病びよう弱じやく彼かの女じよの構かまいかた








竹たけ原はら漢かん字じ
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